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　山やま姫ひめ要かなめは屋敷の離れへ通じる長い廊ろう下かを歩いていた。

　窓から射さしこむ月明かりに、彼女の白い浴衣ゆかたがぼんやりと浮き上がっている。

　窓の外には黒々とした木立が広がっているだけで、人家はまったく見えない。山姫家の屋敷は人里離れた山中にぽつんと建っていた。付近一帯はすべて山姫家の所有する土地で、許可がなければ入りこむ者はほとんどいない。

「ふふん、ふふんふふん。ふふふん、ふふふんふんー♪」

　要は小さく鼻歌を歌っている。風呂から上がったばかりで機嫌がいい。一日の疲れも吹っ飛ぶ気分だった。

「ふふん、ふふふん、ふんふふんー♪」

　足を踏み出すたびにぎしぎしと床板が鳴る。彼女の足音と調子っぱずれの鼻歌を除けば、広大な屋敷はしんと静まり返っている。彼女の他ほかに住んでいるのは、二人の娘とわずかな使用人だけだった。

　山姫家には男性が一人もいない。なるべく人間のいない土地で、女性だけで暮らしていくこと──それが山姫家に代々伝わってきた掟おきてだった。二十年前にこの家の当主となってから、要もそれに従って生きている。

　山姫の血を引く者は、そのような「掟」が必要な存在だった。

「ふんふふん……ん？」

　廊下の突き当たりにあるふすまの前で、要はふと首をかしげた。ふすまの向こうの和室が要の部屋だった。かすかに光が廊下に洩もれている──中に人がいるらしい。

「誰だれですかっ！」

　要はからりとふすまを開ける。ほっそりした体を青い浴衣に包んだ女の子が、背を向けて立っている。年齢は十四、五歳というところで、要よりも少し背が低い。

「ひゃっ！」

　女の子はその場で飛び上がって、体の向きをくるりと変えた。

　娘の翠みどりだった。

「び、びっくりさせないでよ、お母さん」

「あなたこそなにをしているのですか？　てっきり泥棒かと思いましたよ」

　そう言いながら、要は奥歯を嚙かんで必死に笑いをこらえていた。中に娘がいることぐらい、本当は見当がついていた。

（からかいがいがある子だわ）

　大声を出したのは冗談だった。

「それで、どうしたのですか？　こんな夜よ更ふけに」

「あ、あのね。たった今、姉さんが家から出ていっちゃったの！」

　翠の言う「姉さん」とは、要のもう一人の娘・風ふう花かだった。

「ああ、わたくしがお風呂に入る前、そんなことを言っていましたね」

　ちょっと出かけてきていいかしら、と言っていた。ぼんやりしていたので聞き流していたが、行ってらっしゃい、と答えた気がする。まさか今すぐ出ていくとは思わなかった。

「それがどうかしましたか？」

「山やま姫ひめ」は山の中で生きるべきだとされているが、見聞を広めるために町へ出ることも認められていた。

「だって姉さん、謹きん慎しん中でしょう？　お母さんが家から出るなって言ったじゃない」

　あ、と要かなめは声を上げそうになった。

（……そういえば、そんなこともあったわね）

　すっかり忘れていた。

　風ふう花かは山姫一族の中でもちょっとした問題児だった。先月、彼女が原因でふもとの町の老人が交通事故に遭あってしまった。警察に責任を問われるようなことではなく、幸い怪け我がも軽かったが、要は風花にこの屋敷でしばらく反省するように厳命した。

「……あの、そのこと忘れてたの？」

「そ、そんなはずはありません。ちゃんと憶おぼえていましたとも！」

　と、要は慌あわてて言った。

「きっとすぐに帰ってきますよ。ちょっとそのあたりを散歩しているだけで……」

　ため息をつきながら翠みどりが一枚の便せんを差し出した。

「なんですか、これは？」

「姉さんの置いていった手紙」




　お母さんへ

　わたし、もっとたくさんの迷える子羊を救いたいと思います。

　だから、東京へ行ってきま～～～～




　要はその短い文章を何度も読み返した。

「……これは新しい日本語ですか？『行ってきま～～～』」

「大事なのはそこじゃないでしょ！　姉さん、東京へ行っちゃったんだよ？『そのあたりを散歩』とかじゃなくて！」

「でも、気になるわ……見送る方は『行ってらっしゃ～～～』になるのかしら……」

「別に意味はないの！　最後のところはペンが滑っただけなんだから。あたしが姉さんの部屋に入っていったら、この書きかけの手紙置いて姉さんが逃げていっただけ」

「ああ、そうだったんですか」

　要はようやく納得した。

「そうですかじゃなくて。とにかく、姉さんすぐには帰ってこないよ？　謹きん慎しんさせてたのを忘れて、お母さんが止めなかったから……」

「翠みどり」

　要かなめはできるだけいかめしい声で、翠の話を遮さえぎった。はっと娘が息を吞のむ。

「わたくし、実は風ふう花かがしばらく帰ってこないことは知っていたのですよ」

「え……ほんと？」

「もちろん、本当です」

　もちろん、口から出まかせだった。

「風花に出ていくことを許したのは、それなりの理由があります……とても深い理由が」

「理由ってなに？」

（なにかしら）

　そこまで別に深く考えていなかったが、なにか言わなければならない。

「えー、ですから、風花ももう十八歳。あなたももう十五歳です。山やま姫ひめ一族であるなら、一人前になるために人間社会で試練を受けなければなりません。山姫は山姫に生まれるのではなく、山姫になるのです。わたくしたちがとっているこの姿を定めているのは、宿命でも運命でもありません。わたくしたちの意志が作り上げるものなのです……分かりましたか？」

　沈ちん黙もくが流れた。

　翠は真剣な表情で考えこんでいる。つくづく真ま面じ目めな娘だった。どうして自分からこんな素直な娘が生まれたのか時々不思議になる。「問題児」の風花の方が、まだ要の性格に近かった。

「あの、それで終わり？」

　やがて翠が言った。

「……まだ聞きたいですか？」

「言ってることがよく分からないんだけど……」

（わたくしにも分からないわ）

「自分でも分からないこと言わないでよ！」

「あらっ？」

　と、要は首をかしげた。

　考えていることが翠に見透かされている──のではなさそうだった。

「……ひょっとして、わたくし、さっきから思っていることを全部口に出していましたか？」

　翠はこくりとうなずいた。どうりでさっきから不審そうな顔をしているわけだ。

「ごめんなさいね。今度からもっと気をつけて噓うそをつきますから……」

「ほんとのこと言ってよ！」

　と、翠が抗議する。

「まあ……それはいいとして、とにかくこれからどうするか考えましょう」

　要かなめは話題を変えることにした。そろそろ翠みどりの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れかねない。

「東京に行かれては確かに困りますね。どんなことをしでかすか分かりませんし……連れ戻さなければなりません」

「でも、ふもとの町だったらあたしが連れ戻せるけど、東京なんて行ったことないよ？　あたし一人じゃとても……」

　と、翠はおろおろと言った。

　要は微笑ほほえみを浮かべて娘の髪を撫なでた。

「これは試練ですよ、翠。あなたが一人で東京へ行くのです。それが最善の方法です」

　翠は目を丸くした。

「お、お母さんは行かないの？」

「行かないわ。かわいい子には旅をさせます」

　と、要は言った。風ふう花かや翠には近いうちに広い世界を見てきてほしいと思っていた。

　正直に言うと、今の翠を一人で行かせるのは心こころ許もとない。しかし、そうしなければ要が行かなければならない。もっと正直に言うと、自分が行くのは──。

「ひょっとして、面倒くさいって思ってる？」

「あら？　またわたくし思っていることを口に出していましたか？」

　沈ちん黙もく。はあ、と翠はため息をついた。

「もう、いい……あたし一人で行くから。でも、『カワセミ』を出してほしいんだけど」

「『カワセミ』ですか……」

　ここで言う「カワセミ」は鳥ではない──山やま姫ひめ家に代々伝わっている装身具の一種で、人里に降りる山姫が身に着けるとされているものだった。貴重なものなので、当主の要の許可がなければ持ち出してはいけないことになっている。

　要はかすかに首をかしげて記き憶おくを探さぐる。

「だって、こういう時のためにあるものなんでしょう？」

「それは難しいかもしれませんよ。あの道具には色々と事情がありますから……」

「そ、そうなんだ……」

　翠は素直にうなずいている。

（……どこに行ったかしら）

　事情というよりは、ただしまった場所を思い出せないだけだ。土蔵のどこかだったと思うが。

「えー、そうです。だからちょっと今はその……難しいですね」

　壁かべかけの時計を見るふりをして、要は視線を逸そらした。あまりこのことを話しているとボロが出る。

「あら、こんな時間だわ。もうそろそろ寝ましょう。細かいことは明日の朝決めても遅くないわ」

「でも、明日の朝なるべく早く出ようと思うんだけど……」

　要かなめは改めて翠みどりの顔を覗のぞきこむ。娘が感じているのは不安だけではないようだった。

「分かりました。わたくしも今夜中に準備しておきます。明日の朝一番に発たちなさい」

「うん……行ってきます」

　翠は微笑ほほえんだ。やっぱり、と要は思った──知らない土地を初めて旅することへの、期待も抱いだいているに違いない。

　ここは母親らしい言葉をかけて、きちんと見送ってやらなければ。

　要は咳せき払ばらいをした。

「ええっと……行ってらっしゃ～～～～」

「それは使わなくていいの！」
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　篠しの原はらカズキには嫌いなものが二つある。

　早起きと、掃そう除じだ。

　本人に言わせれば普通の十五歳男子に早起きが可能なはずはなく、登校前に掃除するような奴やつは人としてどうかしているのだが、今け朝さのカズキは家の前の道路を竹ぼうきで掃はいていた。本人にやる気がないせいか、ほうきの先端はアスファルトをくすぐる程度に撫なでているだけだ。

　時間は朝の七時。これから学校に行かなければならないので、制服を着ている。

「めんどくさ……」

　独り言の後半はあくびにまぎれていった。眠気を振り払いつつ、カズキは天を仰あおぐ。十月の空は嫌になるほどよく晴れていた。

　彼の背後には「浮うき雲ぐも荘そう」という看板のかかった、おそろしく古びたアパートがある。建てられてから何年経たつのか正確なところを知る者はいないが、カズキが生まれる前どころか、カズキの両親が生まれる前からここにあるはずだ。

　縦長の出窓や傾斜のきつい屋根、外がい壁へきを覆おおうレンガ──建てられた頃ころはモダンなアパートだったに違いない。しかし、長い年月で赤かったはずのレンガもモノクロ写真のようなくすんだ灰色になり、その上を枯れかけたツタが這はっていた。外見はほとんど廃はい墟きよである。

　カズキはこのアパートの敷地内にある母おも屋やに祖母と一緒に暮らしている。本来の管理人兼大家である祖母・篠原トミは入院中で、彼が臨時の管理人だった。早起きと掃除は命令されて仕方なくやっているのだが、ここ何日か少し気になることがあった。

（そろそろかな）

　と、思った瞬しゆん間かんに、近づいてくる足音が聞こえた。

（……来た）

　一人の女の子が脇わき道みちから姿を現した。森に棲すむ鹿しかを思わせるようなすらりとした体つき。ねじったロングヘアをアップにまとめて、ライトグリーンのセーターとチェックのミニスカートを身に着けている。長いまつげの下で、茶色がかった瞳ひとみを大きく見開き、きょろきょろとあたりを見回している──とにかく驚おどろくほどかわいい女の子だった。

　彼女が浮雲荘の前を毎朝通るようになってから三日経つ。年はカズキと同じぐらいのようだが、制服を着ているところは見たことがなかった。

　どこの子だろう、と思いながらカズキは彼女が通りすぎるのを見守っている。このあたりでは見ない顔だが、ひょっとすると最近引っ越してきたのかもしれない。

　彼女はカズキの目の前を通りすぎようとする。目を留めようとはしていないが、存在には気づいているに違いない。

（アイサツしようかな）

　近所に住んでいるなら、別におかしくはないだろう。

　カズキはほうきを止めると、軽く咳せき払ばらいをしてから口を開いた。

「……お、おはよう」

「あ、おはようございます」

　彼女はよそ見をしながらなにげなく答えて──ぴたりと足を止めた。そしてぎこちなくカズキの方を振り向いた。

「え……？」

　彼女の顔にははっきり恐怖が浮かんでいる。その上、今にも悲鳴を上げそうに唇くちびるが開きかけていた。

「あの……」

　どうしたの、と言いかけた時、彼女は水でもかけられたように飛びのいた。カズキから距離を置きたいらしい。

　カズキは思わず自分の体を見下ろす。別に背が高い方でもないし、お世せ辞じにも迫力がある顔つきでもないし、着ているのはただの学校の制服だ。

（俺おれ、そんなヤバそうに見えるか）

　正直言うと少し傷ついていた。それでも彼女を怯おびえさせたのは確かだった。

「あ、その、近所の人かと思って。どうもすいません」

　カズキは軽く頭を下げて、ほうきをまた動かし始めた。あまり彼女を刺激しないように、地面を見ることにした。アスファルトの上に彼女の影が伸びている。すぐにでも立ち去るだろうと思ったが、影はいつまで経たっても動かなかった。

「……あの」

　声をかけられて、カズキは顔を上げる。彼女は不思議そうに彼を見つめている。

「あの、あたしの声、聞いてもなんでもない？」

「なにが？」

　沈ちん黙もく。彼女はカズキから目を逸そらそうとしない──突然、ぱっと彼女の顔が明るくなる。あまりにも唐とう突とつな変化だったので、カズキの方が面食らった。

「よかった！　……ニブい男の人もいるんだ」

「は？」

　今、なにか聞き捨てならないことを言われた気がする。しかし、彼女は笑顔のまま、彼の目の前まで近づいてきた。

「おはよう！」

　今までとはうって変わった弾はずんだ声だった。わけが分からなかったが、あまりにも嬉うれしそうな態度に押し切られるように、

「……おはよう」

　と、カズキも答えた。さっきも言ったけど、と心の中で付け加える。

「君はこのへんに住んでる人だよね？」

「うん。このアパートの管理人……みたいなもん」

　彼女はほんの少し眉まゆを寄せて浮うき雲ぐも荘そうを見上げる。人が住んでいる、ということに驚おどろいたようだった。

「……ここの？」

「うん。俺おれのばあちゃんが大家だけど、今はギックリ腰で入院してる。その間、俺が臨時の管理人なんだ。それがどうかしたの？」

「あたし、姉さんを捜してるの。それでこの近所に住んでいる人に、ちょっと話を聞きたいんだけど」

　彼女は小型のショルダーバッグから、一枚の写真を取り出した。大きな木の根元で、若い娘がにっこり笑っていた。

「これ……本当にお姉さん？」

　思わずカズキは写真と目の前の彼女を見比べた。写真の女の子は彼女よりも二、三歳年上のようで、やはり驚くほどの美人だった。ただ、着ているものがあまりにも違う。長く伸ばした明るい色の髪はくりくりの縦ロール。襟えりにも袖そでにもフリルのついた白いブラウスに、これまたフリルだらけのピンクのジャンパースカートを身に着けている。首に巻いた白いチョーカーにもレースのフリル──フリル完全武装、という感じだった。

「このへんで見かけなかった？　何日か前から、このあたりにいるのは分かってるんだけど」

「……」

　ここまで目立つ人なら、一度見れば忘れるはずがない。カズキは首を横に振った。

「ごめん。俺は見てないや」

「……そう」

　がっかりしたように彼女は目を伏せる。カズキは申し訳ない気持ちになってきた。

「でも、もし見かけたら……」

　と、言いかけると、

「見かけたら逃げて！」

　彼女は間かん髪ぱつ入れずに言った。

「は？」

「目を合わせようとしたり、物音を立てたりしちゃダメ！　とにかく興味を引かないように。万が一見つかったら、重い荷物はその場に置いて一いち目もく散さんに」

「……あの、それは人間の話？」

　なんとなく、「もし山の中でツキノワグマに遭そう遇ぐうしたら」を聞いている気分だった。

「人間、っていうか……」

　頭痛でもするみたいに、彼女は指で額を押さえる。カズキは首をひねった。

　なんだか人間ではないとでも言いたげだ。

「とにかく、姉さんとは話さないで。分かった？」

　よく分からなかったが、彼女の口調には有無を言わせないものがある。思わず彼はうなずいていた。

「じゃあ、またね」

　そのまま彼女はすたすた歩いていこうとする。ぼんやり見送っていたカズキははっと我に返った。

「名前、なんていうの？」

　一いつ瞬しゆん、彼女は考えこむ。

「山やま姫ひめミドリ。ミドリは翡ひ翠すいの翠」

　カズキは必死に漢字を思い浮かべる。緑、じゃなくて──翠みどり。きれいな名前だ。カズキの胸がほんの少し熱くなった。

「姉さんを見かけたら教えてね」

　彼女──山姫翠は、角を曲がっていった。




　　　　　　２




　カズキは浮うき雲ぐも荘そうの中に戻り、ぎしぎしと鳴る木の廊ろう下かを歩いていった。

　浮雲荘の一階には四つの部屋があり、一番端の四号室以外はすべて入居者がいる。四号室は長い間空っぽで、幽ゆう霊れいが出るという噂うわさがアパート内で囁ささやかれている。もっとも、子供の頃ころからここに出入りしているカズキは一度も見たことはない。祖母もそんなものは思いこみだ、と言っているが、

「まあ、うちの家系はそういうのニブいからね」

　とも言っていた──ふとカズキはさっきの翠の言葉を思い出す。カズキが「ニブい」というのは一体どういう意味だったのだろう。

　四号室の先が廊下の突き当たりで、そこはトイレになっている。浮雲荘の各部屋にはトイレがない。一階にある共同トイレは管理人の管かん轄かつで、カズキは学校に行く前にトイレ掃そう除じもしなければならなかった。

　トイレの脇わきのロッカーから、のろのろと柄えのついたブラシを取り出す。これが嫌な仕事だった。この世からトイレなどなくなってしまえばいいのに。そうすればトイレ掃除などに頭を悩ませる必要も──。

　カズキはため息をつきながら「便所」のドアを開ける。バカバカしいことを考えている暇ひまがあったら、少しでも早く終わらせた方がいい。

「おはようございます。まだ掃そう除じ中かしら？」

　優しげな女性の声がカズキの背中から聞こえた。

「あ、すいません。すぐ終わらせま」

　カズキは凍りついた。今、浮うき雲ぐも荘そうには六人の大学生及びフリーターが住んでいるが、性別は皆男性だ。女性は一人もいない。彼はゆっくりと首を回して背後を見た。

　空っぽのはずの四号室のドアが開いていて、たった今写真で見たばかりの女の子が廊ろう下かに立っていた。縦ロールの長い髪と黒いフリルつきのワンピースの上に真っ白なボレロ。肘ひじからも白いハンドバッグをぶら下げている。こうして見ると、顔立ちは妹と少し似ているが、胸元の生き地じを押し上げているふくらみは、姉の方が圧倒的に勝まさっていた。

　あの翠みどりって子も何年か経たつとあんな風に、という不ふ謹きん慎しんな想像をカズキは慌あわてて振り払った。

「あの、なにか？」

「……四号室、空き部屋だったと思うんですけど」

「ええ、空いていたから、使わせてもらってるわ」

　彼女はさわやかに微笑ほほえんだ。カズキはめまいに襲おそわれた。

「鍵かぎは？」

「閉まっていたから、開けたわ」

　彼女は笑顔のまま、指の間に挟はさんだヘアピンをカズキに見せる。カズキは深いため息をついた。

「……不法侵入じゃないか」

　彼女はきょとんとした顔でカズキを見ている。

　そして、形のいいふっくらした唇くちびるを開いた。

「わたし、山やま姫ひめ風ふう花か。かざはな、と書いて風花」

「いや、名前聞いてないし」

「風花」もきれいな名前だ、とは思ったが、翠の時とは違ってあまり胸は熱くならない。不法侵入者の名前は別に知りたくなかった。

「……とにかく、今から警察に電話するからそこで待ってて」

　カズキはトイレのブラシを持ったまま歩き出した。ふと、さっき翠が「姉に会ったら逃げろ」と言っていたことを思い出した。あれは一体なんだったんだろう？

「わたし、警察には行かないわ」

「なんで？」

　彼女のうるんだ瞳ひとみがカズキをひたと見み据すえている。カズキは思わずごくりと唾つばを飲みこんだ。

「わたしは迷える子羊に幸せを運ぶためにやってきたからよ。だから……ね？」

　ね？　と言われても不法侵入には変わりないが、目を見ていると引きこまれそうになった。カズキは慌あわてて首を振る。

「……いや、やっぱり警察呼びます」

　沈ちん黙もく。彼女は首をかしげた。

「あなた、ニブいのかしら」

「は？」

　ニブい、と言われるのは今日で二度目だった──が、今はともかく警察に電話だ。

　風ふう花かの脇わきを通り抜けようとした瞬しゆん間かん、カズキは手首をつかまれた。

「幸せを運ぶために、わたしが使うのはアンチメモニクス」

　ひらひらした袖そでから伸びた細い指が、カズキの手首に巻きついている。おそろしく強い力で、振りほどこうとしてもほどけなかった。

「あなたは悩みを抱かかえているわね？」

「あの……放してもらえる？」

　こちらが捕まえなければならない相手に、頼みこんでいるのが情けなかった。

「いるわね？」

　食いこんだ指にさらに力がこもった。偶然なのか意図的なのか、手首の関節をきっちり極きめられている。

「いやちょっとマジで痛いんだけど……いてっ」

「わね？」

　彼女はもう片方の手を、カズキの親指の付け根あたりに添えた。突然、カズキは手首から先をぐいとねじられ、バランスを崩したところに足をすくわれ、気がつくと廊ろう下かに仰あお向むけに倒されていた。風花は無む駄だのないしなやかな動きでカズキの上に馬乗りになる。カズキの両腕を彼女の膝ひざががっちりと挟はさんでいた。

　彼の頰ほおのあたりを、くるくるに巻かれた髪が撫なでる。かすかに漂ただよう花のような香り。それに覆おおいかぶさるような姿勢を取られると、ただでさえ重そうな胸がゆっさりと迫ってくるようだった。それどころではないと分かっていたが、カズキの耳のあたりがかっと熱くなった。

「ではこれから、あなたの悩みを解消します」

　開腹手術を行う外科医のように、風花は事務的に告げた。

「え？　あの、ほんとにちょっとどいてほしいんだけど」

「悩みを解消したらどくわ。自分が今、一番悩んでいることを言ってみてちょうだい。そうすればわたしには分かるから」

　彼女の下でカズキは必死にもがいた──いや、もがこうとしたのだが、いくら力をこめてもぴくりとも動けなかった。

「わたしの目を見て」

　彼女の顔には影が差して、茶色がかった目だけがかすかに光っている。言われた通りカズキが見上げていると、きゅっと彼女の瞳どう孔こうが小さくなった。カズキの背筋にぞくりと冷たいものが走る──本当に心の中を見透かされている気がした。

「さあ、今の悩みをどうぞ」

（どうぞって言われても）

　ごくりとカズキは唾つばを飲みこんだ。とにかく、なにか言った方がいいらしい。

「えー、じゃあ……謎なぞのゴスロリにマウントポジションを取られているのが今の悩みです」

　彼女の瞳孔が一いつ瞬しゆんさらに小さくなって、また元に戻る。

「……違うわね」

　と、彼女は真顔で言った。

「え？」

「それは悩みではないでしょう。口ではそう言っていても、心のどこかでは今の状態を受け入れつつあるわ。むしろ喜んでいると言っても過言ではないわね」

「……そんなことないよ……ほ、ほんとにどいてほしいけど」

　目を逸そらしながら、ごにょごにょとカズキはつぶやいた。今、彼の体のほとんどは丸く広がった風ふう花かのワンピースに隠れている。さっきから風花が腰かけている腹のあたりに神経が集中している気がする。

[image: ]

「そうかしら？　でもあなたの目を見る限りでは、わたしの太ふと腿ももとお尻しりの感触にかなり興奮」

「すいません！　分かりました！　別の悩みを考えます！」

　カズキは必死に考えこんだ。家でも学校でもなにかのトラブルがあるわけでもない。友達はそこそこいるし、成績はよくも悪くもない──。

　風ふう花かを乗せた状態のまま、十数秒が流れた。

「……まだなの？」

「え、だって俺おれ、もともとそんなに悩まない性格だし」

「なにか悩みがあるはずよ。『こんなことはいやだ』とか、『こんなものはなくなってしまえばいい』とか、そういうこと」

　そういえば、ついさっきそんなことを思った気がする──すごくどうでもいい、なにか掃そう除じにまつわることだったような。風花が現れる直前だ。彼は自分の体のすぐそばに転がっているブラシに目を留める。とにかくなんでもいいから言ってしまおう。

　そして──、

　思いついたことを口にした。

「分かったわ。それではあなたから悩みの……を除去します」

「えっ」

　悩みのなにを除去するんだろう？　それをカズキが尋たずねる前に、彼女はバッグから金属製の奇妙な管を取り出した。出来損ないの笛のように見える。管の端には吸い口のようなものがあり、反対側の端は丸くふくらんでいる。

「これはそのための道具よ。わたしたちは『アネモネ』と呼んでいるけれど」

　丸くふくらんだところは花のつぼみのようにも見えた。そういえば、「アネモネ」というのは花の名前だった気がする。

　かちゃん、と彼女が吸い口のそばのスイッチを動かすと、つぼみの部分が傘かさのように半円形に広がった。もう一度動かすとまた閉じる。

「あのそれ、なにに使」

　と、言いかけたカズキの口の中に、「アネモネ」のつぼみの部分が押しこまれる。慌あわてて吐き出そうとすると、かちゃん、と音がして金属片が口の中いっぱいに広がった。カズキは唐とう突とつに理解する。「花」の部分は、この管を吐き出させないための仕掛けなのだ。

　風花は吸い口をくわえてにっこり笑い──力いっぱい息を吸った。

（あれ？）

　おかしい。彼女が吸っているのはカズキの口の中の空気ではなかった。肺ではなく頭からなにかが引っ張り出されているような感覚がある。しかし、頭から吸えるものなどありはしないはずだ。

　やがて、風花は彼の口から道具の先端を引き抜いた。彼女の頰ほおのあたりが、なにかを溜ためているように微妙にふくらんでいる。彼女は小さなガラスビンを取り出すと、そこへふっと口の中のものを吐き出した。気体と液体の中間のような、とろりとした灰色のものがビンの中へ流れこむ。

（なんだ、あれ）

　カズキは目を見開く──まさか、自分の体からあれが出てきたんだろうか。すぐに彼は自分の考えを打ち消した。彼女がもともと口に含んでいたものに違いない。

　彼女はコルクで栓せんをして、満足げに小ビンと「アネモネ」を、真っ白いバッグにしまった。

「あなた、年はいくつ？」

　相変わらず馬乗りの状態のまま、風ふう花かはカズキに顔を寄せて話しかけた。彼の方が努力すれば唇くちびるが触れてしまいそうなほど近かった。

「……十五歳」

「じゃあ、わたしの妹と同い年ね。きっとあなたの学校には、あなたみたいに悩める子羊たちが」

「姉さん！」

　風花ははっとしたように顔を上げ、浮うき雲ぐも荘そうの玄関を見る。カズキも首をめぐらすと──翠みどりが立っていた。

「やっぱりここにいた……って、な、なにやってんのよ一体！」

　風花の下にいるカズキに気づいたのか、翠の頰ほおが赤くなった。カズキの目の前が一いつ瞬しゆん真っ暗になった。女の子をお腹なかの上に乗せて今にもキスしそうな体勢で会話中、という状況で、一体誰だれが自分を被害者だと思うだろうか。

「あら、大変」

　風花はふわりと立ち上がると、スカートを翻ひるがえして四号室の中へ消えた。

「待ちなさい！」

　倒れているカズキの体をひらりと跳とび越えて、翠もその後を追う。慌あわてて立ち上がった彼も四号室に飛びこむと、すでに風花の姿はなかった。翠は開け放たれた出窓から外を見回している。風花はそこから飛び出していったらしい。

「……逃げられた」

　と、翠が悔くやしそうにつぶやいた。
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「あの、俺おれがああいうことになってたのは、自分からそうしたかったわけじゃなくて……なんか気がついたら君の姉さんに転ばされて」

　翠はもそもそと弁解し始めたカズキの前に立った。

「それはいいから。あたしの目を見て」

「え？」

「いいから見て！」

　カズキは言われた通りにした。翠みどりの両目の瞳どう孔こうが針のように小さくなった──さっきの風ふう花かと一緒だった。

「君、姉さんに息を吸われたでしょ？」

「……吸われました」

　はあ、と翠は嘆たん息そくした。

「どうしてそんなこと分かるの？」

「目を見ればあたしには分かるの。姉さん、吸ったものはどうしてた？」

　風花が小ビンに入れて持ち去ったことをカズキは説明した。ますます翠の表情が険しくなった。

「君の名前は？」

　詰きつ問もん口調で彼女は言った。

「篠しの原はらカズキ」

「年は？」

「十五……中三」

「誕生日と血液型は？」

「七月十日。Ａ型」

「住所は？」

　カズキは戸と惑まどっていた。彼の答えにどんどん次の質問をかぶせてくる。答えの内容を吟ぎん味みしている様子はない。興味があって尋たずねているわけではないらしい。

「……あのー、一体なんの話？」

「いいから答えて！」

　家族の名前、学校名、成績、趣味、身長体重にいたるまで、とにかく思いつく限りの質問を口にしているようだった。カズキがそれに全部答えると、

「とりあえず、日常生活にすぐ影えい響きようするような記き憶おくじゃないみたいね」

　と、彼女は言った。

「どういうこと？」

「君はなにかを忘れてるはずなの」

「は？」

「さっき姉さんが君から吸い取っていったのは、ただの息じゃないの。記憶にまつわる『プネウマ』の一部」

「プネウマ？」

「人間の生命力みたいなもの。人間の体には何種類かのプネウマが流れてるけど、脳にあるプネウマは記き憶おくを司つかさどるのよ。分かりやすく言っちゃうと、さっき姉さんが君の口から吸い取ったのは、記憶の一部ってこと」

「……はあ」

「信じられない……かな……」

　彼女の瞳ひとみが愁うれいを帯びた。カズキの胸がきゅっと締めつけられる。はい信じます、と思わず言いそうになるのを必死にこらえた。

「い、いきなりそんなこと言われても……だって普通、人間は記憶を吸い取らないよ？　聞いたことないよそんな面白い特技」

「あたしたち、人間じゃないよ」

　さらに常識をすっ飛ばした答えが返ってきた。カズキは軽くこめかみを押さえた。

「……どこが？」

　美少女という一点を除けば、翠みどりはどこから見ても普通の女の子だった。

「外見は人間と変わらないの。昔はどうだったか知らないけど、寿命も君たちとあまり変わりないって聞いてる」

「あの……人間じゃなかったらなに？」

「簡単に言うと、人間の……男の人を主にたぶらかす人じん外がいの血を引いてるの。西洋で言うとサキュバスかな。日本でもあるでしょう？　山奥で信じられないような美人に出会って妻に迎えるんだけど、実は怪物でしたっていう昔話」

「……雪女みたいな？」

「うん。『雪女』も多分あたしたちの祖先の誰だれかの話。何百年か前に、あたしたちの先祖は日本にも渡ってきて、山の中にずっと住んできた。色々な風に呼ばれてきたけど、あたしたちは『山やま姫ひめ』って名乗ってる」

「……」

　どう受け取っていいか分からないが、自分を騙だまそうとしているようには見えない。彼女の態度は真剣そのものだった。

（そう教えられてきた……とか）

　両親がなにかヘンな宗教に入信しているのかもしれない。あの風ふう花かも含めて、特殊な家庭環境のもたらした結果だとしたら納得できないこともない。生温かい同情がカズキの心に満ちてきた。ヘンな宗教に入っている人と接する時は、相手の話をいきなり否定してはいけないと聞いている。

「じゃあ、記憶を吸ったりしなければ、ただの人間なんだね」

　と、カズキは言った。要するにただの人間じゃないのか、というニュアンスを言外にこめたつもりだったが、翠は真ま面じ目めな顔で首を横に振った。

「ううん。普通の人間とは違うよ。あたしたちは……あまり人と接触しない方がいいと思う。特に男の人と」

　カズキは話の続きを待ったが、彼女は何も言わなかった。どうもあまり説明したくないらしい。

「えーっと、じゃあ、君の姉さんはそう思ってないの？」

「姉さんは『山やま姫ひめ』の中でも変わってるの。なんか、自分を勘かん違ちがいしてるっていうか……間違った使命感に燃えてて。記き憶おくを吸い出す術が人間の悩みを解消するためにあるって信じてる。みんなを幸せにするんだって」

　そういえば風ふう花かは「迷える子羊を救う」などと言っていた。カウンセリングみたいなものをしているだけかもしれない。

「記憶を吸うとかって、催さい眠みん術みたいなもんって考えればいいのかな。ほら、そういうので心の治療をするとか、聞いたことあるけど」

　カズキのその言葉にも、催眠術かなにかを使ってるだけのただの人間じゃないのか、というニュアンスがこもっていた。

「ちがうちがう！」

　と、翠みどりは大きく首を振った。

「悩みを解決するんじゃなくて、悩みに関係する記憶を吸うだけだよ。それに、姉さん自分で吸い出した記憶は戻せないし」

「じゃあ、吸いっぱなしってこと？」

「戻す能力を持ってるのはあたし。その代わり、あたしは記憶を吸い出せなくて……恥ずかしいけど、二人でやっと一人前なの」

「……恥ずかしがらなくていいと思うけど」

　むしろ一人前になってしまう方がヤバいと思う。色んな意味で。

「姉さんは無責任なの。大変なことになっても本人全然気にしないし」

「大変なことって？」

　翠はあごのあたりに拳こぶしを当てて考えこんだ。何があったのか思い出そうとしているのではなく、どこまで話していいのか悩んでいるみたいだった。

「あたしたちの住んでいるところに一番近い町に、横断歩道をなかなか渡れないおじいさんがいたの。足も弱くなってきたんだけど、車にも轢ひかれそうになって怖くなっちゃったみたい……姉さん、それでおじいさんにアンチメモニクスを使ったの。『もう横断歩道が怖くなくなるように』って」

「えっと……じゃあ、暗示……じゃなくて、そのアンチなんとかで横断歩道を渡れるようにしてあげたんだ？」

　なにかイヤなことを思い出したらしく、彼女はぶるっと体を震ふるわせた。

「ううん……姉さん、そのおじいさんから横断歩道に関係する記き憶おくを全部消しちゃったんだ。『横断歩道が怖くなくなるように、見ても分からないようにしてあげる』って」

　カズキは首をかしげた。

「どういうこと？」

「おじいさん、目の前に横断歩道があっても、ただのシマシマ模様にしか見えなくなったの。道路のどこを渡れば安全か分からなくなって……」

「じゃ、道路なんか渡れないじゃない」

「ううん。渡ってたよ……横断歩道じゃないところを」

　翠みどりはふっと遠い目をした。足の弱い老人が、横断歩道を使わないで道路を渡る──とても危ない気がするのだが。

「あの……その人、どうなった？」

「今は大丈夫！　あたしが記憶を戻したし……その、ちゃんと退院したし……」

「……退院？」

　しかし、彼女はそれには答えなかった。

「とにかく姉さんを止めなきゃいけないの！　分かるでしょ？」

　カズキは腕組みをした。もちろん分かっていなかった。アンチなんとかがどうとか、人間ではなくて山やま姫ひめだとか、いきなり分かる方がどうかしている。

　ただ、それは置いておくとしても、あの風ふう花かを止めなければいけないのはなんとなく納得が行く。とんでもないことをやりかねないのは確かだ。

「うん。いいよ」

「ありがとう！」

　彼女はぎゅっとカズキの手を握った。柔らかい手の感触に、思わず飛び上がりそうになった。

「姉さんがどこに行ったのか、心当たりない？　このへんで沢たく山さん人が集まってる場所とか」

「……学校」

　と、カズキはつぶやく。風花は学校に興味を示していた。ちょうど、今は登校時間にさしかかっている。

「行かなきゃ」

「案内するよ。どうせ俺おれも学校行くし」

　カズキは翠と四号室の外へ出る。

（そういえば、俺の記憶ってどうなったんだろ）

　と、カズキは思った。翠の言葉を信じるなら、なにか記憶がなくなっているはずだ。カズキに自覚はないし、今、翠と話している限りではなにもないけど──。

「あ、ちょっと」

　不意に翠はカズキの腕をつかんで止めた。廊ろう下かの突き当たりのドアが、かすかに開いている。

「あれってなんの部屋？」

　と、翠みどりが尋たずねる。カズキは口を開きかけたが、ふと言葉に詰まった。彼女はそのドアを開ける。

「あ、トイレだったんだ」

　ばたん、とドアを閉める。

「行こう」

「……あ、うん」

　廊ろう下かを歩きながら、カズキは自問する。

（トイレ……？）

　彼の記き憶おくにはない言葉だった。

（トイレってなんだ？）
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　私立大だい途と学園は浮うき雲ぐも荘そうから歩いて十五分ほどのところにある。カズキが通っているのは中等部だが、同じ敷地内に高等部があり、さらには大学もある。

　時間は八時を過ぎている。制服を着た生徒たちが、同じ方向に向かって大勢歩いていく。

「あの格好だから、目立つと思うんだけど」

　と、カズキは言った。翠は黙だまってうなずく──登校中の生徒たちの流れに入ってから、彼女はあまり言葉を発しないようになっていた。カズキはちらりと翠の横顔を見る。学校へ向かう生徒の中で一人だけ制服を着ていないせいか、翠も十分目立っている。

「お───い！」

　自転車が背後から走ってきた。並んでいるカズキたちの間を裂さくように追い抜くと、方向を変えて二人の前に急停止する。サドルにまたがっているのは、丸坊主のひょろっとした体つきの男子生徒だった。

「おっはようカズキ！」

　あまりの声の大きさに、他ほかの生徒もぎょっとしたように振り返っている。カズキは顔をしかめながら耳をふさいだ。

「うるっさいな朝っぱらから……」

「なにがだよ！　天気もいいし気分もいいだろ！　ってああっ！」

　ややこしいヤツに見つかった、とカズキは思った。

「誰だれだその子は！　うっわ──！　すっげかわいい。お前の彼女か！」

「違う！　お前もう少し声小さくできないのかよ……あ、あれ？」

　隣にいたはずの翠がいつのまにか一歩下がっていた。半分カズキの体に隠れるようにしている。

「あの……この人は？」

　翠みどりは小声でカズキの耳元に話しかける。慎しん介すけと話をするのが恐ろしいというように。いきなりこんなヤツに会ったら驚おどろくのも当たり前か、とカズキは思った。

「あ、こいつは野の乃の森もり慎介って言って、俺おれの幼おさな馴な染じみで」

「そう！　で、名前は野乃森です！　カズキとは幼馴染み！」

「今、言っただろ！　人の話聞けよ」

　慎介は浮うき雲ぐも荘そうの近所の銭湯「野の乃のノ湯ゆ」の一人息子で、カズキとはほとんど物心ついた時からの付き合いだった。風呂のない浮雲荘の住人は、野乃ノ湯を利用している。とにかく無神経でやたらと声が大きい。少し醒さめた性格のカズキとは好対照のテンションの高さだった。

（あ、こいつにも手伝わせよう）

「この人は山やま姫ひめ翠さん。お姉さんを捜しにこっちへ来たんだけど、ひょっとすると俺らの学校に行ってるかもしれなくて」

「ああ！　俺も捜すの手伝う！」

　最後まで聞かずに慎介は叫んだ──こういうところはこいつのいいところだよな、とカズキは内心うなずく。慎介に風ふう花かの特徴を伝えた後で、カズキは翠に言った。

「あ、そうだ。一応、さっきの写真もこいつに見せてほしいんだけど」

　翠は一いつ瞬しゆん困ったような表情を浮かべたが、バッグから写真を出した。

「……こ、これ」

　と、小声で言いながらおずおずと慎介に差し出す。カズキと話している時とは別人のようだった。風花の写真を受け取った瞬間、慎介の両目が大きく見開かれた。

「ああああああああ！　この人！」

　写真を両手でがっちりつかんだまま、彼は叫んだ。カズキと翠は顔を見合わせる。ひょっとすると、なにか知っているのかもしれない、とカズキが期待した瞬間、

「胸、でか！」

　カズキは頭を抱かかえたくなった。登校中の生徒たちが一いつ斉せいに三人を振り返る。翠は真まっ赤かになってうつむいていた。

「すっげー、この人なんカップぐらいあんだろうな！　なに食ったらこんなに胸でっかくなんだよ！　なあ！」

　慎介は興奮状態でわめき続けている。その「なあ」はカズキと同時に翠にも向けられていて、聞いていたカズキはいたたまれない気持ちになった。

「お前、ちょっと黙だまれよ」

　と、袖そでを引いて黙らせようとするが、

「え？　なんで？　だって、この子と同じ姉妹に見えないよ！」

　カズキも似たようなことを考えなかったと言えば噓うそになるが、それはどう考えても禁句だ。とりあえず殴なぐろう、とカズキが拳こぶしを振り上げた瞬しゆん間かん、

「いい加減にしなさい！」

　と、翠みどりが自転車にまたがったままの慎しん介すけに思いっきり蹴けりを入れた。

「おわー！」

　と、叫びながら慎介が自転車ごと派手に倒れた。起き上がりかけた慎介の鼻先に翠はびしりと人差し指を突きつける──突然の怒りの爆発にカズキは驚おどろいたが、同時に少しほっとしていた。この方がさっき彼と話していた態度に近い。

「胸がなんだっていうのよ！　ヘンなとこばっかり注目してんじゃないわよ！　こんなもの十センチや二十センチ違ったからって」

　彼女ははっと両手で口元を押さえた。慎介はゾンビのようにのろのろと立ち上がる。

　カズキはぞっとした。妙にとろんとした流し目で翠を見ている。慎介のことは嫌になるほどよく知っているが、今までこんな妙な目つきを見たことがない。催さい眠みん術にでもかけられたみたいだった。

　慎介はよろよろと翠に近寄ると、彼女の両肩にぽんと手を置いた。

「お、おい慎介？」

　カズキの声が届いている様子はない。完全に硬直している翠の顔に、慎介はそろそろと自分の顔を近づける。

「このバカ、お前なに──」

　二人の間に無む理り矢や理り体を滑りこませた時、慎介の接近が止まった。そしてかぱっと口を開く。親鳥の持ち帰ったエサを待っているひな鳥を連想させた。

　ともかく正気を失っているのははっきりしている。カズキは間かん髪ぱつ入れずに慎介の頭を挟はさみこむと、思いっきりヘッドバットを食らわせた。

　がちん、と音がして慎介はその場にうずくまった。カズキのおでこもじんじん痛んだが、慎介のダメージはそれ以上に違いない。しばらくして立ち上がった時は、涙目になっていた。

「……なにすんだよカズキ！」

「それはこっちのセリフだろ。お前、今なにしようとしてたんだ」

　慎介は不思議そうに目をしばたたかせる。

「え、なにが？」

「なにがって……」

「えっ？」

　その時、背後から翠がカズキの腕をつかんだ。

「いいよ、なんでもないから」

　と、彼女は言った。すっかりひそひそ声に戻っている。

「なんでもないって、そんな」

「ほんとにいいの。ほら、あたしが蹴けっちゃったから、頭でもぶつけたんだよ……早く行こう」

「う、うん」

　半ば彼女に引っ張られるようにしてカズキは歩き始めた。さっぱりわけが分からなかった。翠みどりに話しかけられたとたん、慎しん介すけがおかしくなった──ように見えた。ちらりと振り返ると、今はいつも通りの慎介に戻って、二人の後ろを自転車で付いてきている。

（……見間違いじゃなかったよな）

　気にしているのは第三者のカズキだけ、というのも妙な話だが、慎介は翠になにかしようとしていた。最初はキスしようとしたのかと思ったが、今考えると少し様子が違っていた気もする──口に何か入れてくれるのを待っていたみたいだった。

　カズキはほんの少しだけ内うち股また気味に歩いていた。口には出せなかったが、膀ぼう胱こうのあたりにさっきから圧迫感がある。今の激しい動きのせいでさらに尿によう意いをかきたてられていた。しかし、今は他ほかに気になることがある。

（まあいいか。学校に着いたらで）

　ただ、学校に着いたらどこで用を足すべきなのか、なぜか思い出せなかった。
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　ホームルームの時間が近づいている。遅刻寸前の生徒たちが全速力で駆けてくるのを除けば、外を歩いている生徒の数はだいぶ減っていた。おそらく、教室にいるのだろう。

　カズキと翠は大だい途と学園中等部のテニスコートにやってきていた。

　テニス部の朝練も終わって、コートには誰だれの姿もない。

「ひょっとしたら、学校に来たんじゃないのかもな」

　と、カズキは言った。校舎の周囲をすでにほとんど一周していたが、風ふう花かはどこにもいなかった。

「ううん……なんかここにいる気がする。姉さん、こういう人が沢たく山さん集まる場所が大好きだから」

　校内に入ったカズキたちは二手に分かれていた。慎介は校舎の中を、カズキたちは校舎の外を捜すことにしたのだった。携帯を持っていない慎介が風花を見つけた時は、絶叫して知らせることになっている。彼が本気で叫べば、校内どこにいてもおそらくは聞こえるはずだった。

「あたし一人だったら、どこに学校があるかもよく分からないんだもの。君たちには感謝してるよ」

　翠みどりはにこっと笑った。カズキもつられて笑顔になる。やっと元に戻ったと彼は思った。他ほかの生徒が周囲にいる時は、彼女は妙に小声で話そうとする。すれ違う男子生徒はみんな彼女の方を振り返るし、そのうちの何人かはわざわざ戻ってきて彼女にやたらと話しかけてくるのだが、彼女はぴったりと口をつぐんでしまう。さっき慎しん介すけと話していた時もそうだった気がする。

「慎介の奴やつ、さっきはどうしたんだろ」

　思わずカズキは口に出してつぶやいていた。確かにデリカシーに欠ける人間だが、間違えても女の子に妙な振る舞いに出る人間ではない。

　すると、翠は慌あわてたように手を振った。

「え……別にあの人のせいじゃないよ。あたしのせいなんだし」

「え？」

「あたし、男の人と話しちゃいけないんだ。君は別だけど」

　どういうことだろう、とカズキが首をひねった時、チャイムが鳴った。朝のホームルームの始まりの時間だった。慎介はおそらく教室に戻っているはずだ。カズキも戻らなければ、遅刻扱いになってしまう。

「君、そろそろ行かなくていいの？」

「いいよ。今日はサボる」

「え、でも……」

「ホームルームが始まったってことは、君の姉さんは教室にはいないだろうし。こっちが先生に見つからなければ、かえって捜しやすいと思うよ」

　カズキも笑顔を見せる。風ふう花かを捜すのは正直なところ二の次で、翠とこうして二人で一緒にいたかった。

　翠を連れたカズキは、少し歩調を速めてテニスコートを抜けた。その先には教職員用の駐車場がある。実はもうひとつカズキには問題があった──深刻になりつつある尿によう意いだ。学校に着いたら「どうにかする」つもりだったが、「どうにか」の中身はついに思いつかなかった。

　カズキも馬ば鹿かではない。ひょっとすると吸い取られた記き憶おくってこれと関係があるのかも、程度のことは考えている。しかしそれをこの可か憐れんな少女に聞く気にはなれなかった。

　なくなった記憶とこの尿意が関係あるならそれも仕方がない。しかし万が一関係がなかったら、カズキは「知り合って間もない女の子に自分の尿意の話をする変態」である。

　さりげなく聞き出そうとも思ったが、「おしっこって、どこですればいいんだっけ？」という質問はどこをどう転んでもさりげなくなりそうもなかった。

　へその少し下あたりに、ふくらんだ水風船を抱かかえている気分だった。限界はまだだが、それでももう見えるところまで来ている。

　カズキは額に脂あぶら汗あせを浮かべながら必死で考えた──駐車場の近くにプレハブの倉庫があったはずだ。あの裏ならまず誰だれもいない。機会を見つけてそこの裏で用を足してしまうのが一番いい。

　ずらりと車の並んでいる駐車場に足を踏み入れた瞬しゆん間かん、

「おい、篠しの原はら」

　不意に声をかけられて、カズキは思わず飛び上がった。尿によう意いのことは完全に頭から消え去った。すぐそばの軽自動車のドアが開いて、目つきの鋭い大男が現れた。角かく刈がりの髪型と黒ジャージ。一見するとチンピラだが、学校に出没する以上、職業は一つしかない──体育教師だった。

「こんなところでなにやってるんだ」

（ヤバい）

　カズキの知る限り、大だい途と学園で最も厳しく最も融ゆう通ずうの利きかない教師で、さらに運の悪いことに彼のクラスの担任でもあった。

「えー、あの。これはですね……今から教室行こうと思ってたんですけど」

「一緒にいるのは誰だれだ？　制服を着ていないようだが」

　カズキはあっと思った。教師に見つかった時、翠みどりのことをどう言い訳するか全然考えていなかった。

「うちの生徒ではなさそうだな。教室に行かないでどこへ行こうとしていた？」

　目がすっと細くなった。まずい、とカズキは思う。どうやら「学校サボって他校の女子生徒とデート」あたりに結論が行き着いたらしい。

　とにかくなんか言い訳しなきゃ、と思いかけた時、カズキはふと妙なことに気づいた。どうして井いの上うえは教室ではなくこんなところにいるのだろう。ホームルームはもう始まっている時間だ。

「先生はここでなにやってるんですか？」

「いや、一時間目は授業がなくてな。ここで昼寝だ」

　井上はにやりと笑った。「昼寝」などという単語をこの教師の口から聞くとは思ってもみなかった。

「ひ、昼寝？　朝のホームルームには行かなくていいんですか？」

「ホームルーム？」

　井上は怪け訝げんそうな顔をする。

「ホームルームってなんだ？」




　カズキと翠は人ひと気けのない廊ろう下かを走っていた──今の時間にはほとんどの教室に教師がいる。もし校舎にとどまろうとしたら、教師が来ない教室に行くしかない。

　カズキたちのクラスは校舎の三階にある。階段を上がりきった時、慎しん介すけの大声が聞こえた。

「はぁい……悩みはありまァす！」

　手のつけられない酔よっぱらいのような、呂律ろれつの回らない声だった。答えからすると、どうやら風ふう花かと会話しているらしい。

（あのバカ、どうして俺おれたちを呼ばなかったんだよ）

「俺の悩み……声がァ…大きすぎることでェす！」

（あいつ、答えやがった）

「君、何組？」

　隣で走っている翠みどりが言った。カズキと違って、息も切らせていない。

「さ、三組」

　ぐん、と翠が加速して、カズキを追い抜いた。そこへ慎しん介すけの声が廊ろう下かに響ひびき渡った。

「これ……口に入れればいいんすかァ？　分かりましたァ！」

　その瞬しゆん間かん、翠ががらっと扉とびらを開けて教室へ飛びこむ。カズキも翠の後に続いた。

「えっ？」

　教室の中は妙な熱気に包まれていた。

　教きよう壇だんには風花が立っている。なぜか男子生徒たちが全員教室の前の方に集まっており、彼女を熱いまなざしで見つめていた。一見するとアイドルとそのイベントに詰めかけたファンクラブの会員たちという眺ながめだったが、風花が披ひ露ろうしようとしているのが歌ではないのは明らかだった。隣には「アネモネ」を口にくわえたままの慎介が立っている。

　黒板には大きな字で、




　風花先生のお悩み相談室




　と、書かれていた。かなり好き勝手やっていたらしい。慎介の顔にはさっき翠に転ばされた時と同じように、陶とう然ぜんとした笑みが浮かんでいる。いや、よく見ると男子生徒全員が同じうっとりとした目で風花を見ていた。

（なんだ、これ）

　その答えが出る間もなく、翠は慎介を押しのけながら風花に突進していった。

「姉さん！」

　と、翠が言うと、

「あ、翠ちゃん」

　当たり前のようにすっと両手を上げて構えた。指と指を組み合わせるように、翠は姉の両手をしっかりと握った。最初、仲良く手をつないでいるのかとカズキは思ったが、ほどなくそれが壮そう絶ぜつな力比べだと気づいた。二人の四本の腕がぶるぶると震ふるえている。背の高い風花の方が優勢らしく、翠の膝ひざはゆっくりとたわみ始めていた。

「どうして、いつも、翠ちゃんは、わたしの、邪じや魔まばっかり、するの？」

　引きつった笑みを浮かべつつ、風ふう花かは食いしばった歯の間からつぶやいた。そのまま上からのプレッシャーで翠みどりを押しつぶすつもりらしい。

　カズキのクラスメイトたちは、ことの成り行きを呆ぼう然ぜんと見守っていた。特に女子生徒たちは教室の反対側に固まって、ひそひそと冷えた目つきでなにか話し合っている。担任の教師は現れず、謎なぞの美少女によるわけの分からない悩み相談室が始まり、そして別の美少女の乱入による格かく闘とう──不審に思わない方がどうかしている。

「姉さんが、迷めい惑わくばっかり、かけるから、でしょ！」

　翠の膝ひざに力がこもり、ぐいと両手の位置が互角のラインまで戻る。おお、と男子生徒たちの口から感かん嘆たんの声が洩もれた。

「わたしに、かなうと、本気で、思ってるの」

　風花が再び妹を押す──翠の両足がずるっと滑り、彼女の顔が苦しげに歪ゆがんだ。

「がんばれェ！」

　と、慎しん介すけが叫ぶ。それが合図のように、他ほかの男子生徒たちもとろんとした目つきのまま一いつ斉せいに歓声を上げ始める。どちらか片方ではなく、両方を応援しているらしい。教室はたちまち意味不明な叫び声で満たされていった。

　カズキは一歩下がったところからこの騒さわぎを見ていた。おかしくなっているのは男子だけだった。そして、彼らを異様な興奮状態に陥おとしいれている原因は、どうやらこの姉妹らしい。

　ふと、カズキは二人の足元に、風花のハンドバッグが転がっていることに気づいた。ちらりと翠が彼の方を見る。ヘアピンとバレッタでまとめた翠の髪がほどけてばらりと落ちた。善戦しているものの、やはり翠の方が不利らしい。あまり時間は残っていなかった。

　彼はそばにいた慎介の手から、例の奇妙な金属製の管を取り上げた。続いて、風花の白いハンドバッグを足で引っかけて引き寄せる。

「ちっ」

　風花の舌打ちが聞こえる。突然、膝蹴げりが翠の腹に決まり、彼女はよろよろと後ろに下がった。教きよう壇だんから踏み外しかけた彼女の背中を、慌あわててカズキが受け止める。

「あ、ありがとう」

　頰ほおを赤く染めながら、翠がカズキに礼を言った。彼に向かって突進しようとしていた風花が、ふと怪け訝げんそうな顔で足を止めた。

「あなた、さっきから翠ちゃんと一緒にいるの？」

「え？　そうだけど」

「ふーん」

　それがどうしたんだよ、と問いかける暇いとまもなく、不意に風花が向きを変えた。生徒たちの机と机の間をすり抜けて、後ろのドアを開けて廊ろう下かへと飛び出していった。

　後に残されたのはカズキと翠だった。我に返ったらしい男子生徒たちや、成り行きを見守っていた女子生徒たちの刺すような視線が二人に集まる。誰だれもが詳しい説明を求めているようだった。

「い、行こうか」

　と、小声でカズキは翠みどりに言った。二人は黙だまって教室を後にした。
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　カズキが校舎を出たとたん、さっきまで忘れていた尿によう意いがより大きな波となって蘇よみがえってきた。一いつ瞬しゆん、すべてを決壊させるかと思われるほどの大波で、思わず立ち止まりそうになった。

「よかった。姉さんが記き憶おくを吸ったのって、君とあの先生だけみたい」

　翠は姉のハンドバッグを探さぐりながら言った。バッグの中にはガラスの小ビンが沢たく山さん入っていたが、中身が入っているのは二本だけだった。これから駐車場に行って井いの上うえの記憶を戻し、その後でカズキの記憶をも戻すことになっていた。

「大丈夫？　なんか顔色悪いみたいだけど」

　急に歩みの遅くなったカズキを、翠が振り返った。

「えっ。別になんでもないよ」

　小走りで翠に追いつく。大地を一歩踏みしめるたびに、膀ぼう胱こうが振動で刺激される。本音を言えば、今すぐ彼女を置いてどこかへダッシュして心ゆくまで溜たまりきったものを放出したかった。しかし、理由を告げずに突然立ち去るようなマネは避けたかった。万が一、心配した彼女が自分の後を付いてきて、決定的瞬間を見られたらこの世の終わりだ。

　カズキは下半身に最後の力を振り絞る。どうにか体内の警戒レベルが一つ下がった。もう少しだけならもちそうだった。

　二人は駐車場に到着する。井上は自分の車の中で、軽くいびきをかいていた。安らかに眠っているようだが、顔は普段と同じくしかめっ面つらのままだった。

「この先生の悩みって、きっと『ホームルームに行きたくない』だったんだね」

　と、翠が言った。カズキにはこの教師がそういうことを考えるタイプには絶対に見えなかった。逆にだからこそ「悩み」になってしまうのかもしれない。少なくとも誰にも話したことのない悩みだったはずだ。

　ふと、カズキは疑問を覚えた。

「君の姉さんって、どうやって悩みを聞き出したんだろ。俺おれにやったみたいに、力ずくでどうにかなるような相手じゃないと思うんだけど」

「別に力ずくじゃなくても大丈夫だよ」

　彼女の声にかすかな苦みが混じっていた。

「山やま姫ひめが質問すればなんでも答えてくれると思うよ」

「え？」

「なんでもない。それじゃ、始めるね」

　彼女は風ふう花かから取り上げた「アネモネ」の先端を、静かに体育教師の口の中に滑りこませた。そして、灰色の「プネウマ」が詰まったビンのうちのひとつを握りしめる。

　翠みどりはビンの栓せんを開けながら、ちらりとカズキの顔を見上げる。彼がじっと見ていることに気づくと、恥ずかしそうに目を伏せた。

「な、なんか見られてるとやりにくいな……」

　そして、おもむろにビンの中身を口の中に空けると、ふうっとその中身を管の中に吹きこんだ。風花がやったのとは逆の過程だった。なんとなく人工呼吸のように見える。

　びくりと井いの上うえは体を震ふるわせた。

「これでもうこの人の記き憶おくは戻ったよ……じゃ、次は君」

　すぽんと井上の口から金属の管を抜くと、にこやかにカズキに向かって差し出した。

「どうぞ」

「……」

　カズキは目の前の「アネモネ」を見下ろす。これを口に入れるということは、三十二歳体育教師・独身と間接キスということになる。はっきり言って嬉うれしくない。それに、慎しん介すけも教室でこれを口に入れていた気がする。

「この『アネモネ』って一本だけ？」

「うん。あたしたちの家に帰ればまだあるけど、今は姉さんもこれ一本しか持ってないはずだよ」

「これを使わないで記憶を戻す方法ってないの」

「えっ！」

　翠がいきなり大声を上げたので、カズキの方が驚おどろいた。想像もしていなかった質問らしい。しかし、カズキにとっては看かん過かできない問題だった。

「いや、なんていうか……もしそれがあるんだったら、そっちの方が嬉しいかなって」

　妙に気まずい沈ちん黙もくが流れる。翠は弱りきった表情でしばらくカズキの顔を見ていたが、やがて重たげに口を開いた。

「……ないことはないんだけど、やめた方がいいと思うよ。あたしも一度もやったことないし……あたしがイヤだとかそういうことじゃないんだけど、それだとあんまり君は嬉しくないんじゃないかな……」

　最後の方は消え入りそうな声になっていた。

　その様子は気になったが、カズキにはもうこれ以上話を続ける余裕はなかった。我慢に我慢を重ねた尿によう意いが、今までの借りを利子つきで返す勢いで一気に襲おそいかかってきていた。

「あー今思い出したけどあっちの倉庫の裏に水道の蛇じや口ぐちがあるからちょっと行ってこれ洗ってくるよそれじゃ！」

　自分でもほとんど聞き取れないほどの早口でそう言い終えると、カズキは「アネモネ」をひったくるようにつかんで走り出した。微妙に腰が引き気味になるのを抑えきれない。口の中では無意識のうちにヤバい、ヤバい、と繰り返している。

　倉庫の角をくるりと曲がって翠みどりから完全に姿を隠したとたん、カズキは立ち止まった。そして、その場でとんとんと足踏みをしながら制服のズボンのジッパーを下ろす。

　数秒後。

「ふ────」

　思わずカズキは深い安あん堵どのため息を洩もらした。見たこともないような勢いで放出は続いている。これで人生すべての問題は解決したような気がした。

　全身から力が抜けていこうとする瞬しゆん間かん、肩にぽんと誰だれかの手が置かれた。

「ちょっとお話ししていいかしら？」

　カズキの体が石像のように固まった──耳のすぐ後ろから聞こえたのは、風ふう花かの声だった。
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　カズキは声にならない悲鳴を上げた。今までの人生でこれほどの危機に遭そう遇ぐうしたことはない。必死に体をよじって、少しでも後ろから見えないように前まえ屈かがみになる。

　じょろじょろじょろ。

　情けないことにまだ放出は続いていた。

　彼はズボンのポケットに差しこんでいる「アネモネ」のことを忘れていなかった。片手で素早くポケットから取り出すと、胸の前でしっかりと抱かかえこんだ。そして、握りつぶさんばかりにぎゅっと力をこめる。

「それ、返してもらえる？」

　うなじのあたりに風花の息がかかった。相変わらず肩に手を置いたままだ。

「お、お前に返すわけないだろ。これはあの子に返すんだから」

　風花に渡したら次の犠ぎ牲せい者が出てしまうことになる。絶対こいつに渡さない、とカズキが心に誓いかけた時、

「あら、ごめんなさい？　それじゃあなたと話しても仕方がないわね？」

　風花はくすくす笑いながら言った。

「うちの妹をここに呼ぼうかしら……あなたも今の自分の姿を妹に見せたくて仕方がないみたいだし、あの子もきっと大喜びで見学」

「すいません、俺おれが悪かったです！」

　カズキは涙目になりながら肩越しに「アネモネ」を差し出した。

　それを取り返しても風ふう花かは立ち去らなかった。排はい尿にようを続けながら肩越しに振り返ると、彼女は腕組みをしてカズキの背中を見守っていた。

「……な、なにやってんだよ」

「見てるだけよ？　どうぞ続けてちょうだい」

　彼女の視線がごりごり背中を小突いてくるようで、猛もう烈れつに落ち着かない。カズキは腹が立ってきた。

「……俺おれがこうなってるのってあんたのせいだろ」

「なんのことかしら？」

「なにって、えーっと、よく分かんないけど、こういうことはどこか決まった場所でするはずだろ！　俺から吸い取った記き憶おくってその場所のことなんじゃないのか」

　そう言い終えた時、長い長い放出が止まった。カズキは慌あわてて露ろ出しゆつしているものをしまいこむ。そのとたん、風花は子供が人形遊びでもするように、カズキの片腕をひねって無む造ぞう作さに背中にねじり上げる。

「冴さえない見た目のわりには察しがいいのね。そのよくできた頭を使って、わたしの妹になにかしたのかしら？」

　どうしてここで翠みどりの話が出てくるのか、カズキには分からなかった。

「言葉巧たくみに騙だましたのかしら。それともなにか妹の弱みでも握ったの？　正直に答えないと、たった今自分の出したもので顔を洗うことになるわよ」

　カズキは思わず自分の足元で湯気を立てているものを見下ろした──この女、確かに人間じゃない。悪あく魔まだ。

「そ、そんなことするわけないだろ！　なにもしてないって」

「じゃあ、どうして妹はあなたと一緒にいるの？」

「えっ？」

「普段のあの子は人間の男性と接するのを怖がっているわ。自分からはめったに話しかけないし、まして一緒に行動することなど今までに一度もなかったのよ。あなたがなにかしたとしか思えないのだけど？」

　カズキは絶句した。そういえば、翠はカズキ以外の男性とほとんど会話しようとしない。彼が最初に挨あい拶さつした時も、反応がおかしかった。ひょっとすると、あれが異性に対する普段の翠の態度なのではないだろうか。「男の人と話しちゃいけない」と言っていた。

「……でも、なんでそんな」

「山やま姫ひめだからよ」

　と、風花は厳おごそかに告げた。

「わたしたちは人間の男性を魅み了りようする特異体質を持っているわ。山姫が目を見て話せば人間の男性はわたしたちに近寄ってくるし、自分の理性を失ってわたしたちに従うのよ。そういう宿命だから」

「え……」

　そんなバカな、と言おうとしたが、今日だけでも思い当たるフシがいくつもあった。翠みどりに怒鳴られておかしくなった慎しん介すけ、あっさり風ふう花かに悩みを打ち明けた井いの上うえ、なんの疑問もなく風花を受け入れたクラスメイトたち。

「じゃあ俺おれはなんなんだよ。俺は理性なんか失ってないだろ」

　二人とも確かにかわいいとは思う。でも、カズキにとってはそれ以外はごく普通の「人間」だった。

「それは多分、あなたが……」

　その時、駐車場の方から足音が近づいてきた。風花はカズキの耳元に囁ささやきかける。

「とにかく、うちの妹におかしなマネをしたら許さなくてよ」

「あの子に一番迷めい惑わくかけてるのはあんたじゃないか」

「わたしは人間の皆さんに幸せを運んでいるだけよ？」

「……本気で言ってんのかそれ」

「ね、ずいぶん時間かかってるけど──」

　顔を覗のぞかせた翠が凍りつく。カズキの腕をねじり上げている風花、そしてカズキの足元の妙な水たまりに目を留めた。

「姉さん！」

　風花はぱっとカズキの手を放した。彼女の注意は翠の方に逸それている。カズキは反射的に風花の手をつかんだ──いや、正確にはその手の中のアネモネをぎゅっと握りしめていた。

「放しなさい」

　カズキの腰骨のあたりに重い蹴けりが入った。吹っ飛んだカズキはプレハブの倉庫の壁かべに激突する。ただし、「アネモネ」はつかんだままだった。

「あっ」

　と、声を上げたのは風花の方だった。カズキが自分の手の中の「アネモネ」を見ると「花」の部分だけがある。風花の手には「茎くき」の部分が残っている。金属の管は完全に二つに分かれていた。

「…………」

　風花は無言のまま、半分になった「アネモネ」を見つめている。

　そして、不意に踵きびすを返して走り出した。

「姉さん、待って！」

　翠とカズキもその後を追った。
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　校門の近くで、カズキたちは風ふう花かを見失った。彼女は外へ出て、商店街の方へ走っていった。

「君の姉さん、足速いな」

　カズキは息を切らせながら翠みどりに言った。

「姉さん、ああ見えてすごく体鍛きたえてるから」

　今日一日見ただけでも、それはよく分かる。翠も鍛えているようだし、少なくともカズキよりは足も速いが、それでも風花には劣る。

「……これ、直るのかな」

　半分になった「アネモネ」を見せると、翠がうなずいた。

「多分、姉さんが持っていったもう半分があれば、すぐ直せると思うんだけど……」

「アネモネ」が完全でない限り、カズキの記き憶おくは戻らない。なんの記憶を失ったのか分からないが、嫌な予感がした。

「分からないけど、とにかく追いかけようよ」

　彼はうなずいた。しかし、このまま走っても追いつけるとは思えない。

（慎しん介すけに自転車借りよう）

　カズキは校舎の下まで走っていくと、上の階に向かって思いっきり叫んだ。いちいち教室まで行っている時間はない。

「慎介──────！」

　もう一時間目の授業は始まっている。カズキのクラスだけではなく、あちこちの教室の窓も開く。すぐに慎介が顔を覗のぞかせた。カズキが両手でメガホンを作って、自転車、と叫ぼうとすると、

「自転車の鍵かぎか！」

　と、慎介が三階の窓から叫んだ。さすが長年の付き合いだとカズキは思う。大きくうなずくと、慎介は三階から鍵を投げてくれた。

　カズキは駐輪場に置かれた自転車に飛び乗って、校門のそばにいる翠の元へ戻った。彼女が後ろの荷台に飛び乗ると、カズキは思いっきりペダルを踏んだ。

　一いつ瞬しゆん、体のどこかにかすかな違和感を感じたが、すぐにそのことも忘れた。カズキたちは風花の姿を求めて、商店街へと走っていった。




　途中までは探索は順調だった。風花の外見はかなり目立つ。人通りの多いところでは、通行人に尋たずねれば彼女が向かった大まかな方角は分かった。しかし、住宅地へ入るとそれも難しくなった。通行人がほとんどいなくなったからだ。

「とにかく、このへんぐるぐる回るよ」

　ちらりと後ろを振り向くと、彼女は黙だまってうなずいた。人ひと気けのない狭い道を当てもなく走り回っているうちに、カズキは妙な気持ちになってきた。風ふう花かを捜す、という当初の目的が少しずつ薄うすれていった。

　こうして一緒にいること自体が楽しい。もちろん、風花を捜さなければカズキの記き憶おくは戻らないのだが、今のところはこれ以上風花の犠ぎ牲せい者は増えないはずだった。彼女の手にも「アネモネ」は半分しかないのだから。

　翠みどりも最初はあたりを注意深く見回していたが、しばらくすると頭をカズキの背中に預けてきた。カズキは背中の感触にはっと息を吞のんだ。

「も、もう少ししたら、一回浮うき雲ぐも荘そうに戻ってみようか」

　と、カズキは言った。翠は黙っていた。

　眠ってるのかな、とカズキが思いかけた時、

「あたし、こうやって男の子と話すの初めてなんだ」

　翠はぽつりとつぶやいた。

「あたしたちと一緒にいると、男の人ってなんかすぐにおかしくなっちゃうから。だから怖くて。色々な人が話しかけてくるけど、あたしから話したいって思ったことなかった」

「さっき君の姉さんからちょっと聞いた。山やま姫ひめにはなんか……男の人を引きつける力があるって」

　彼女はカズキの背中に頭を預けたままで、こくりとうなずいた。

「でも、嫌われてるわけじゃないんだよね？　だったら別にいいんじゃない。結局モテるってことなんだし」

「従わせるだけだよ。相手の気持ちなんか関係ないんだから。そういうのモテるって言うと思う？」

「……言わないと思う」

　理性を失ってしまうと風花は言っていた。さっきの井いの上うえのように、眠っているのと一緒だ。

「でも、こうやって俺おれとは話してるよね？」

「だって他ほかの男の人と違うし」

　彼女は嬉うれしそうに言った。

「俺が？」

「君はあたしに挨あい拶さつしたけど、あたしと話してもなんともなかったでしょ？　あたしたちに普通に挨拶する男の人って、なかなかいないんだよ」

（そういうことだったんだ）

　風花は翠がカズキと一緒にいるのは、カズキがなにかしたからだと言っていた。確かにそれは間違ってはいなかったのだが、ただの「おはよう」がきっかけだとは思ってもみなかった。

「ひょっとして、俺おれが『ニブい』ってそのこと？」

「うん。たまに『山やま姫ひめ』の力が通じにくい人間がいるって。それってすごい才能なんだよ。なにか変わったことがあっても全部素通りしちゃうんだから」

「……」

　あまり誉ほめられている気がしない。

「姉さんはそういう相手を警戒しなきゃいけないって言ってるけど、あたしはそう思わない。そういう人じゃないと、あたしたちと普通に仲良くなるのはムリなんだから」

「……普通」

　と、カズキはつぶやいた。

　確かに朝の挨あい拶さつは「普通」だったし、あの時、山姫の力が自分に通じなくてラッキーだったと思う。しかし、カズキの望みは「普通に仲良くなる」のとは少し違う──「普通以上に仲良くなる」だった。

「なにか言った？」

　その時、カズキの腰に回された翠みどりの手にぎゅっと力がこもった。カズキは大きく目を見開く。全身を奇妙な戦せん慄りつが貫つらぬいて、彼は口をつぐんだ。

「……」

「あたし、ほんとは姉さんを捜しに来たくなかったんだ。見つけないと大変なことになっちゃうから、仕方なく来たけど」

「……」

「君、あの道をすごくいやそうに掃そう除じしてたでしょ。毎朝通りかかるたびにそれが気になってて。この人もあたしと同じで、きっと仕方なくやってるんだろうなって思ったらなんかおかしくなったの。他人っていう感じがしないっていうか……」

「……」

「君が挨拶する前からね、この人と普通に話せたらいいなって思ってた」

　突然、カズキは自転車を停とめた。顔色が少し青ざめていた。彼女は怪け訝げんそうに自転車から降りる。

「……どうかしたの？」

　もはや彼女の話はあまりカズキの耳に入っていなかった。それどころではない事態に陥おちいっていた──そもそもは尿によう意いを我慢しすぎたことと関係があるのかもしれない。学校を出た時にも違和感がすでにあったのだが、彼女と話しているうちにようやくそれがなんなのかはっきりした。

「あのさ、聞きたいことがあるんだけど」

　カズキの額から脂あぶら汗あせが流れる。もうなにもかも終わりだと彼は思った。

「……え？　なに？」

　彼女の澄んだ瞳ひとみがすぐ目の前にある。彼の自尊心が最後の抵抗を試みたが、結局は切迫した状況の打開が優先した──カズキは震ふるえる声を絞り出した。

「俺おれ、ウンコしたいんだけど、どこですればいいと思う？」
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「がんばって！　もうちょっとで君のアパートに着くから！」

　自転車のペダルを漕こいでいるのは翠みどりの方だった。カズキは荷台でぐったりしている。これ以上、下へ手たに力をこめると大だい惨さん事じになりかねないと打ち明けて、翠に運転を代わってもらったのだった。

　今は浮うき雲ぐも荘そうへ向かっている。ささいな段差にぶつかるたびに、急所を直ちよく撃げきされたカズキは悲鳴を上げそうになった。

「ごめん……できれば歩道は走らないでほしいんだけど」

　全身に嫌な汗がにじんでいる。ほんのわずかなショックでも与えられたくなかった。

「でも、急いでトイレ行かないと！」

　カズキには「トイレ」が知らない国の言葉のように聞こえた。

「……あの、『トイレ』っていうのは本当にうちのアパートにもあるんだよね？」
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「心配しなくても大丈夫。ほんとにちゃんとあるよ！」

　カズキは不安だった──本当にその「トイレ」というのを自分は毎日使っていたのだろうか。まったくイメージが湧わかない。やがて、自転車は浮うき雲ぐも荘そうの前に停止した。

　二人は出ていこうとした人物と玄関であやうくぶつかりそうになった。

「ああっ！」

　カズキが声を上げた。風ふう花かだった。車輪つきの大きなスーツケースを引きずっている。

「な、なにやってんだよここで！」

「あ、翠みどりちゃん。わたし、お家うちに帰るわね」

「えっ？」

　カズキは思わず姉妹の会話に割って入った。

「俺おれから吸い取ったのって『トイレ』ってヤツの記き憶おくだったんだな！」

「ええ。だって『トイレなんてなくなってしまえばいい』って言っていたでしょう。だから、トイレに関係する記憶を全部消してあげたの」

「な、なに言ってんだ……あ」

　カズキは情けない声を上げる。彼の忍耐もいよいよ限界に達しようとしていた。

「うちの『トイレ』ってどこ？」

　翠が一番奥のドアを指さす。カズキは走っていって、音高くドアを開けた。

「うわっ、なんだこれ！」

　スリッパのような形状の大きな白い陶とう器きが、床に埋めこまれていた。底の方には少量の水が溜たまっている。カズキはその陶器に顔を近づけた。

「そ、それはしゃがむものなの！」

　カズキは言われた通りに床の上に腰を下ろそうとした。

「ち、違うの。またいでしゃがんで……右足はこっちで、左足がこっち」

　翠は困りきった表情でカズキに説明する。

「ううん。違う。向きが逆！　あ、あの、し、下は脱がないと……その前にドアを閉めて！」

　カズキはドアを閉めようとして、ふと壁かべにかけられた円筒形の奇妙なものに気づいた。

「ごめん。この巻いてある紙はなんに使えばいいの？」

　それを聞いた翠は頭を抱かかえた。

「……やっぱりダメ！　これ以上はムリ！」

　彼女は今にも浮雲荘を出ようとしている風花の方へ走っていった。

「姉さん、今すぐ『アネモネ』の半分を出して！　あの人の記憶を戻さないと」

「できません」

　と、風花はにべもなく言った。

「なに言ってるの。もともと自分のせいでしょ！　出さなかったら、あたし一生姉さんのこと許さない！」

　翠みどりが声を震ふるわせて叫ぶと、風ふう花かは肩をすくめた。

「そんなこと言われても、どうしようもないわ……外れただけじゃなくて部品がちょっと折れちゃってるから、ちゃんと修理しないと直らないもの」

「え？」

　風花はポーチから「アネモネ」の半分を出して、翠に手渡した。翠は目を近づけて熱心に確かめていたが、どうやら本当に直りそうもないらしい。のろのろと風花にそれを返した。

「翠ちゃんがもう半分を持ってるんでしょ？　家に帰ってお母様に修理してもらいましょう」

「で、でも、あの人が……」

　心配そうに翠がカズキを振り返る。風花も興味なさそうにカズキをちらりと見た。

「待ってもらったら？　四、五日ぐらい我慢するわよきっと」

　一いつ瞬しゆん、カズキの気が遠くなった。

「で、できるわけないでしょ！　今すぐどうにかしなきゃ！」

　風花はかすかに眉まゆをひそめた。

「でも『アネモネ』なしでアンチメモニクスを使うわけには行かないわよ？　そんな大それたこと……翠ちゃんも分かってるでしょ？」

「トイレ」で二人の会話を聞いているカズキは、ふと学校の駐車場での会話を思い出した──確かに「別の方法」があると翠は言っていた。しかし、一度もやったことはないし、あまりよい方法でもないと。

　翠は唇くちびるをかんでうつむいている。

（きっと危ない方法なんだ）

　だとしたら、翠を危険に晒さらすわけにはいかない。突然、カズキの頭がすっと落ち着いた。諦あきらめの境地に達していた。

「……もういいよ。色々ありがとう。後は自分でどうにかするから」

　カズキは一いつ旦たん小部屋から出ると、翠に向かって言った。妙にすっきりした気分だった。

　今から「トイレ」の使い方を教えてもらっても間に合わない──むしろ、レクチャーを受けているうちに大爆発、という結果になりかねない。

「だから、せめて俺おれを一人にしといてほしいんだけど」

　それがせめてものカズキの自尊心だった。年老いたゾウは誰だれもいない場所で死のうとするという。その気持ちが今の彼には分かる気がした。

　ふと、翠が顔を上げる。なぜか頰ほおが真まっ赤かに染まっていた。彼女は小刻みに震える手で、バッグから小さなガラスビンを取り出す。風花が目を瞠みはった。

「なに考えてるの翠ちゃん。いいじゃない、この人が我慢するって言ったんだから」

　言ってない、と訂正する気力もなかったが、とにかく出ていってもらいたかった。二人に向かって口を開きかけた時、

「うるさい！」

　と、翠みどりが叫んだ。驚おどろいたカズキはなにも言えなくなった。

「黙だまって見てて！」

「まあ……」

　風ふう花かも絶句している。翠は覚悟を決めた様子で、カズキに近づいてくる。こっちを見ていられないらしく、顔を伏せたままだった。

「あの……先に謝るけど、ごめんね。君があたしのこと、キライじゃなければいいんだけど」

　彼女はビンの栓せんを開けて、ぐいと中身を口にあおった。それからカズキの首に自分の両腕を巻きつけて、直接彼の唇くちびるをふさいだ。

「んんー？」

　温かく柔らかい唇の感触に、彼はこれ以上ないほど大きく目を見開いた。次の瞬しゆん間かん、口の中になにかがいっぱいに広がった。

　翠の方はしっかりと目を閉じている。

　トイレのドアの前が、二人のファーストキスの場所だった。
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　篠しの原はらカズキには、嫌いなものが三つある。

　早起きと、掃そう除じと──トイレだ。

　彼は無表情のまま、浮うき雲ぐも荘そうの前を掃はいている。あれから一週間が経たっていた。

　あの日、記き憶おくを取り戻したカズキが最初にしたことは、もちろんトイレに飛びこむことだった。そして、外に出てみると山やま姫ひめ姉妹の姿はどこにもなかった。

　それ以来、彼女たちの消息は分からない。

　カズキの顔など見たくもないはずだと思う。

　彼にトイレの使い方を思い出させるために、山姫翠みどりはよりによって初めてのキスを差し出してしまったのだから。しかもトイレの前でだ。これほど割に合わない取り引きが、他ほかにあるだろうか、いやない。

「普通以上に仲良く」などと考えていた自分はバカだとカズキは思った。結局、普通以下に仲良くなったわけだ──要するに「仲良くない」ということなのだが。

　カズキはため息をついた。これからまだトイレ掃除が控えている。少しでもそれを後回しにしたくて、こうしてだらだらと外の掃除を続けている。しかし、トイレが嫌だからといって、掃除しないわけにも行かない。

　この世からトイレがなくなるわけには行かないのだから。

　彼は物思いに沈んでいた。

　だから、今け朝さは近づいてくる足音にはまったく気づかなかった。

「おはよう」

　と、彼女は言った。カズキはびくっと体を震ふるわせる。

　彼が顔を上げると、ジーンズとジャケットを着た髪の長い女の子が立っていた。傍かたわらには大きなスーツケースが置いてある。

「……おはよう」

　やっとのことでカズキは言った。頭の中は真っ白だった。

「どうしたの？」

「姉さんがまたこの街に来てるみたいなの。今度はうまく隠れてるから、なかなか見つからなくて」

　山姫翠は笑顔で言った。彼女の態度はこの前となにも変わらない。

「そ、そうなんだ」

　カズキは目を逸そらした。顔を見ながら話せない。この前と同じようにしよう、と自分に言い聞かせる。多分、普通に接するのが彼女の望みなのだろう。わざわざあのことを蒸むし返すのはやめようと思った。

「俺おれにできることがあったら、なんでもするけど」

「うん。ありがとう」

　ふと、カズキは彼女のスーツケースに目を留めた。どうして、わざわざこんな大きな荷物を持ってきたのだろう。

「じゃあ、四号室に案内してくれる？」

「はあ？」

　カズキはつい間抜けな声を出した。

「姉さんの居場所がはっきりしないから、今度はあたしも部屋を借りてじっくり捜そうと思って……ここに住もうと思うの。あ、君のおばあさんにはちゃんと話してあるよ。契約ももう済んでるし」

　再びカズキの頭の中が真っ白になる。

　状況を把は握あくするまで、しばらく時間がかかった。

「あの、なんでわざわざここに住むことにしたの」

　この浮うき雲ぐも荘そうは、翠みどりにとっていい思い出のある場所とは思えない。

　カズキがそう言うと、彼女はうつむいてしまった。

「だってそれは……君に……」

　彼女はつぶやく。最後の方はよく聞こえなかった。

「え？」

「ううん、なんでもないよ」

　ぱっと顔を上げた時には、元の笑顔に戻っていた。彼女はカズキに向かって右手を差し出した。

「これからよろしくね」

　彼女の白い指先を見つめるうちに、心臓がどきどきし始めた。普通に、普通に、と自分に言い聞かせる。

「うん。よろしく」

　カズキはどうにか普通の笑顔で、彼女の手を握った。
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　ここは大だい途と学園・理科準備室。

　実験道具や薬品の入ったキャビネット、古いカエルの標本、作り物の内臓を晒さらして立っている人体模型などなど、あまり生徒たちが触りたがらないものが並んでいる。

　今は昼休みで、誰だれもいない。窓は開きっぱなしで、カーテンが風にそよいでいた。

　そこへばたばたと足音が近づいてくる。勢いよくドアが開いて、中等部の制服を着た女の子が現れた。この学校に転入してきたばかりなのか、制服はまだ真新しい。

「姉さん！　今度は逃がさな──」

　彼女は部屋の中をぐるっと見回して、

「……逃げられた」

　と、悔くやしそうに言い直した。それから部屋の中央に置かれたテーブルを見る。なぜか『ほ乳類の交尾』という題名の分厚い本が置いてある。ちょうど「ヒト科の生せい殖しよく器き」というページが開きっぱなしになっていて、なにかの妙な断面図が載っていた。

「なんでこんな本を……」

　彼女は顔を赤らめながらぱたんと本を閉じる。本のすぐそばでは、カップに入った赤い液体が湯気を立てている──中身は紅茶らしい。

　あたりにはまるで似合わないフローラルの香りがかすかに漂ただよっている。たった今まで、ここにいた何者かはこの妙な本を読みながらくつろいでいたに違いない。翠みどりは机の前に置かれた椅い子すに手を置く。まだ微妙にぬくもりが残っていた。

「まだ遠くへは行ってない」

　と、彼女はつぶやいた。多分、ここに来るほんの少し前に窓から逃げ出したのだろう。この大途学園のどこかに彼女の姉がいるはずで、こうやって休み時間を使って捜しているのだが、あと一歩のところでいつも逃げられる。

　ふう、と彼女はため息をついた。

「……やっぱり、風下から近づかないとダメかな」

　校内での人捜しというより、飛ひ驒だ高たか山やまでクマでも追跡しているような独り言だが、彼女は真剣そのものだった。なにしろ彼女が追っている相手ときたら──。

「風ふう花か先生！　焼きそばパン買ってきましたっ！」

　いきなり声が聞こえて彼女は飛び上がった。ドアのそばに太った男子生徒が立っている。真まっ赤かに上気した額からだらだらと汗が流れ落ちていて、土俵から降りたばかりの力士のようだった。言葉通りパンの袋をぶら下げているところを見ると、購買とこの部屋をダッシュで往復してきたらしい。うつろなわりに妙にギラギラした目つきにイヤな予感がした。

　彼は準備室の中をきょろきょろと見る。

「あれ、風ふう花か先生は？」

「もういないよ。『先生』じゃないし……ここでなにがあったの？」

　彼女は言葉を短く区切りながら言う。なるべく無む駄だな話はしないで、聞きたいことだけ聞いてさっと立ち去るつもりだった。そうしないとちょっと──いや、かなりまずいことになる。

「僕、生物部だからここで昼飯食べようとしてたんだけど、そうしたら風花先生が来て、僕に言ったんだ……『焼きそばパン買ってこい』って」

　彼はなぜかうっとりとした笑みを浮かべた。パシリにされたのがよほど嬉うれしかったらしい。この生徒ならすぐに姉に「魅み了りよう」されてしまうだろう。ますます彼女は緊きん張ちようを強めた。一いつ瞬しゆんでも早く話を切り上げたかったが、その前に聞くべきことは聞かなければ。

「だから『先生』じゃないってば。姉さ──じゃなくて、山やま姫ひめ風花になにかされなかった？　例えばなにか口から吸われたりとか」

　彼女ははっと口をつぐんだ。相手は相変わらずねっとりした笑みを浮かべているが、その笑顔ははっきりと彼女に向けられている。

「……かわいい」

　彼女の背中にぞっと寒気が走る。しまった、と思った。これでも会話のしすぎだったらしい。

「風花先生もキレイだけど……よく見ると君も……」

　微妙に失礼なことを言いながら、血走った目で彼女の体をじろじろと眺ながめ回す。それから彼女の方へ足を踏み出した。

「ねえ、名前なんていうの？」

「し、質問に答えて！　山姫風花になんかされなかった？」

　相手の遠えん慮りよのない視線に、彼女はブラウスの襟えりをぎゅっとかき合わせた。身の危険を感じるほど強そうな相手ではなかったが、不愉快なことに変わりはない。

「来てすぐに買い物頼まれたから、別になにもされてないよ」

　彼女はほっと息をついた。この生徒は「アンチメモニクス」の被害には遭あっていない。しかし、次の瞬間両肩にねっちりした両手を載せられていた。

「そんなことより、名前教えてよ。ねえ」

　はあはあと荒い息ごと顔を近づけてくる。ただ名前を聞きたいだけにはとても見えなかった。

「……」

　この状況にあっても翠みどりは怒りも恐怖も感じていなかった。初対面でこんな風に迫られるのは初めての経験ではない。彼が特別おかしいわけではなく、こうなるのも彼女たちの「体質」のせいだった。短時間接しただけで大たい抵ていの異性を魅了し、正気を失わせてしまうのだ。

　それを防ぐ方法もあることはあるが、今は彼女の手元にない。やれることは一つしかなかった。

「ごめんね」

　肩に置かれた両手をぱんとはじくと、彼女は膝ひざを折って体を沈めた。上から覆おおいかぶさってくる相手の動きに合わせて、伸び上がりながらカウンターで相手のあごに掌しよう底ていを叩たたきこんだ。

「ぐわっ！」

　男子生徒は悲鳴を上げながら吹っ飛んだ。「山やま姫ひめ」に魅み入いられた人間を正気に返すには、強い衝しよう撃げきを与えるしかない。

「……あたしの名前は山姫翠みどり」

　翠はぱんぱんと両手を払いながら、大の字になった男子生徒に名乗った。

　山姫一族は人間ではない。古くから山中に棲すみ、人間の男性を誘ゆう惑わくする人じん外がいの血を引いている。

　彼女たちの能力は「アンチメモニクス」──人間の記き憶おくを抜いてしまう秘術だった。
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　山姫翠が東京に住み始めるようになってからまだ一週間しか経たっていない。わざわざ東京までやってきたのは、一応は姿を消した姉を追うためだった。

　彼女の姉──風ふう花かは一族の中でも飛び抜けた変わり者だった。自分の能力を使って人間を救う、というよく分からない使命感に燃えて里を飛び出してしまった。

　救うといっても彼女にできるのは人間の記憶を抜くことぐらいで、その上自分では記憶を元に戻すこともできない。放っておけば記憶を失った人々が街にあふれてしまう。

　風花を捕まえるのと、被害に遭あった人間の記憶を戻すのが翠の目的、ということになっている。ちなみに翠は記憶を戻せても抜くことはできない。二人いなければ成立しない能力だった。

　翠は今学校の近くの「浮うき雲ぐも荘そう」という古いアパートに一人で暮らしている。じっくり時間をかけてこの街のどこかにいる風花を捜すつもりだったのだが、状況が変わってしまった。




　三日前の夕方のこと。

　翠が浮雲荘の自分の部屋にいると、ノックの音が聞こえた。

「はい？」

　翠がドアを開けると、篠しの原はらカズキが立っていた。翠と同い年で、入院中の祖母に代わってアパートの管理人をしている。少し前に風花から記憶を抜かれたことがあり、風花を追いかける手伝いもしてもらっていた。

「山姫さん宛あての手紙、間違えて母おも屋やに届いてたから」

　と、カズキは言った。彼は山姫といくら話しても正気を失わない、特異体質の持ち主だった。どうも他ほかの人間より感覚がニブいらしい。

　性格もちょっと変わっていて、山やま姫ひめの存在をわりとあっさりと受け入れている。世間一般の常識に流されないとも言えるが、常識にもニブいだけかもしれない。

「あ、ありがとう」

　彼女もなんとなくカズキの顔を見ずに手紙を受け取った。こうして話していると妙に緊きん張ちようする。翠みどりがここに住むようになってから、二人はずっとこんな調子だった。

　せっかく普通に話せる同い年の男の子がいるのに、と翠は思っている。もっとも、カズキの記き憶おくを「戻した」時の騒そう動どうが尾を引いているのかもしれない。

　手紙を渡してもカズキは帰ろうとしなかった。

「あの、ちょっと話があるんだけど」

　翠はどきっとした。

「え、うん……じゃ、ちょっと手紙読むの待っててくれる？　どうせ短い手紙だから」

　手紙の差出人は山姫要かなめ。要は翠と風ふう花かの母親で、今の山姫家の当主だった。

　要は昔からいい加減で、その上面倒くさがりだった。お世せ辞じにも気を利きかせるタイプではない。案の定、便せんにはほとんど電報のような短い文章が書いてあるだけだった。




「編入手続きを取っておきましたので、大だい途と学園という学校へ行きなさい。『カワセミ』を使って構いません。すぐにこちらから送るつもりです……」




　翠はにっこり笑った。彼女がわざわざ引っ越してきたのは、人間の学校に通ってみたかったせいでもある。毎朝普通に学校に行くのがあこがれだった。

「どうかしたの？」

「大途学園に通いなさいって」

　うきうきと翠は答えた。カズキと同じ学校に通えるのも嬉うれしかった。

「え？」

　カズキはびっくりしたらしい。

「学校って……行って大丈夫？」

　多分、「山姫」の特異体質のことを言っているのだろう。翠は要から来た手紙をカズキに見せた。

「『カワセミ』があれば大丈夫だよ」

「カワセミ？　鳥の？」

　と、カズキは聞き返す。人間が山姫の使う道具のことを知っているはずがない。翠は慌あわてて付け加えた。

「首から下げるアクセサリーみたいなもの。あたしも使ったことないけど、それを首に巻いてると声の質がほんの少し変わるらしくて。それで山姫の力がある程度抑えられるんだって」

　記き憶おくを「吸う」時に山やま姫ひめが使う道具を「アネモネ」と呼ぶが、「カワセミ」も重要な道具の一つだった。

「そんな便利なものがあったら、こないだも使えばよかったのに」

「『アネモネ』と違って、母さんの許可がないと外に出しちゃいけないことになってるの。普段はしまっておく決まりになってて……ん？」

　翠みどりは自分で説明しながら首をひねった。そういえば、翠が風ふう花かを追いかける時には貸してくれなかった。その時は不思議に思わなかったが、学校に行くために使わせてくれるのだったら、あの時はどうして持たせてくれなかったのだろう。

「あたし宛あてに小包って来てない？」

「いや。来てないけど？」

　翠はますます首をひねった。「すぐに」送るつもりだったら、この手紙と一緒に送れば済む。ふと、彼女は便せんがもう一枚あることに気づいた。この手紙には続きがあるらしい。彼女は便せんをめくった。




「……けど、『カワセミ』を置いた場所を思い出せません。がんばって捜しますので、しばらく我慢してください」




「……母さん」

　翠は思わずため息をついた。

「どうかしたの？」

「『カワセミ』が見つからないんだって」

　以前、風花を捜しに来た時に「カワセミ」を出してくれなかった理由もなんとなく分かった。

　見つからなかったのだろう。

「しばらく、学校に行けそうもないよ」

　喜びが大きかっただけに落らく胆たんも大きかった。山姫の「体質」をどうにかしなければ、男子生徒どころか男性の先生とも話せない。編入手続きが終わっていても学校に行くわけにはいかない。

　ふと、さっきのカズキの言葉を思い出した。

「あ、そういえば話があるって言ってなかった？」

　手紙をたたみながら翠はカズキに尋たずねた。カズキは言葉を選んでいるようだったが、しばらくして遠えん慮りよがちに口を開いた。

「俺おれ、ここんとこ休み時間にあまり教室にいないから気がつかなかったんだけど、今日ちょっとクラスの奴やつからヘンな噂うわさ聞いて」

「え？」

「君の姉さん、うちの学校に毎日来てるみたいなんだけど」

　翠みどりは啞あ然ぜんとした。
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　翠は廊ろう下かに出て、静かに理科準備室のドアを閉めた。倒れている男子生徒はちゃんと息をしていたし、多分怪け我がもしていないと思う。そのうち目を覚ますはずだ。

「……ふう」

　彼女はため息をつく。

　カズキ以外の男の人とはまったく話ができないまま、一人で風ふう花かを捜すのは難しかった。前にここで姉を捜した時は、一緒にいたカズキが彼女の代わりに男の人と話してくれた。彼女の編入したクラスはたまたまカズキと同じだった。なんとなく自分のそばにいてくれる気がしたのだが、カズキは昼休みになるとどこかへ行ってしまう。

　翠は自分の教室に向かって歩き出す。すれ違う生徒は知らない顔ばかりだった。ここには自分の知っている人はほとんどいない、と改めて思った。

（カズキ君にはカズキ君の用事があるんだし）

　と、翠は自分に言い聞かせた。一緒にいなければならないわけではない。それでも、胸のあたりがなんとなくもやもやした。

「……さん」

　低めの女の子の声が聞こえる。話しかけられていると思わずに歩いていこうとすると、

「山やま姫ひめさん」

「えっ」

　翠は振り返った。メガネをかけた背の高い女の子が立っている。ストレートのロングヘアがよく似合う美人だった。なぜか小さなホワイトボードを小こ脇わきに抱かかえている。

　誰だれなのかはっきり思い出せない。首をかしげていると、彼女は自分を指さして言った。

「深み村むらあゆみ」

「……こんにちは」

　しばらく沈ちん黙もくが流れた。同じクラスにしては、教室の中で見た記き憶おくがなかった。少なくとも今日の午前中にはいなかったと思う。

　深村あゆみは自分と翠を交互に指さすと、

「同じクラス」

　と、表情を変えずに言った。

「昨日と今日の午前中は、保健室で寝てた」

「あ、ごめん。あたしまだクラスの人の顔よく憶おぼえてなくて」

　別にいい、という風にあゆみは首を振った。

「えっと……深み村むらさん？　これからよろしくね」

　彼女は答えない。あれ、と翠みどりは思う。なんだか変わった人らしい。

「教室に帰るところ？」

　と、あゆみは言った。

「うん。そうだけど」

「じゃあ、一緒に」

　二人は教室に向かった。あゆみは黙だまったままだし、翠もなにを話したらいいか分からなかった。あゆみはぴんと背を伸ばしてつかつかと歩いている。手に持っているホワイトボードがかすかに揺れている。

　なんのためにこんなものを持っているのか不思議だった。翠が口を開きかけた時、

「山やま姫ひめさんは」

　と、あゆみが前を向いたまま言った。

「篠しの原はら君以外の男子と話さないね」

　それから翠の顔を見下ろした。

「なぜ？」

「な、なぜって。えーっと、まあ」

　翠はうろたえた。山姫の「体質」の話をするわけにはいかない。色々考えたあげく、彼女は小さな声でつぶやいた。

「その……内気だから？」

　我ながら噓うそっぽい。普通、内気な女の子は掌しよう底てい一発で男子生徒を倒さない。

「……内気」

　あゆみは口の中でつぶやいた。

「うん。とにかく、なんか男の子と話すのが怖くて」

　自分の体質が怖いのは本当だった。あゆみは表情を変えずにじっと翠を見ている。見透かされるようで緊きん張ちようしてきた。

「へ、ヘンかな」

　ヘンだね、という答えが返ってくると思ったが、あゆみは首を横に振った。

「そんなことない。一人でも話せる男の子がいるのはすごいと思う」

「え？」

「わたしは──」

　その時、廊ろう下かのずっと先から、一人の男子生徒がものすごい速さで走ってきた。翠たちがよけようとすると、彼はその前で足を止めた。カズキの友達の慎しん介すけだった。

「ああっ！　深村さんと山姫さんだっ！」

　あまりの大声に廊ろう下かを歩いていた生徒たちが振り返った。翠みどりはきーんという耳鳴りに思わず顔をしかめた。

「カズキがどこ行ったか知らない？　捜してんだけど！」

「知ら……」

　言いかけて、翠ははっと口をつぐんだ。さっきの理科準備室でのことが頭をよぎった。男の子と話すわけには行かない。黙だまって首を横に振る。

　ふと、あゆみを見上げた翠はぎょっとした。あゆみの顔は真まっ青さおで、体は小刻みに震ふるえている。

「深み村むらさんはっ？」

　と、慎しん介すけが言った。あゆみはブレザーのポケットからペンを出すと、ホワイトボードになにか書き始めた。そして、それをくるりと慎介に向ける。




「わたしも知らない」




　と、角ばったきれいな字で書いてあった。

「そっか！　どこ行ったんだろ！　呼んでも来ないし！」

　慎介は叫んだ。あゆみはホワイトボードの文字を消すと、そこに別の文字を書きこんだ。そして、それを慎介に見せる。




「ケータイにかければ？」




　慎介は感心したようにぱんと手を打った。

「おお！　そっか！　深村さんありがとう！　じゃっ！」

　と、言って二人から離れていった。黙もく々もくとホワイトボードの文字を消しているあゆみを、翠は啞あ然ぜんとして眺ながめていた。

「……そのホワイトボードって、筆談するために持ち歩いてるの」

　あゆみはうなずいて、

「わたしは男の子と話せない」

　と、小声で言った。慎介は彼女がホワイトボードで話しかけてきても、全然驚おどろかなかった。普段からそうしているのだろう。

「どうして？」

「内気だから」

　それから自分と翠を交互に指さして、照れたように微笑ほほえんだ。

「……山やま姫ひめさんと同じ」

　そうじゃないんだけど、と言いたくなるのを必死にこらえた。
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「深み村むらさんは四国にある小さな島で育ったんだけど、色々な事情があって、そこには男の人が一人もいなかったんだって」

　昼休みがもうすぐ終わろうとしている。教室の自分の席に戻った翠みどりは、前の席の木き戸ど原はら千ち晴はるの話を聞いている。彼女たちがいるのは廊ろう下か側の席で、窓まど際ぎわの方ではあゆみが男の子たちとホワイトボードを使ってなにか話している。

「今年になってこっちに引っ越してきてね。男の子を見たのはこの学校に入ってからで、どうしても男の子と話そうとすると声が出なかったの。最初はみんな理由が分かんないし、女の子の友達もいなかったからフォローする人がいなくてね。シカトしやがってみたいな感じになったんだけど、篠しの原はらがまあまあって止めに入ってきて……」

「カズキ君が？」

　と、思わず翠は言った。まだカズキは教室に戻ってきていない。千晴はとたんににやにやしながら翠のおでこを人差し指でぐいっと押した。

「もー、心配しないの。別になんでもないんだから」

　千晴は少しおしゃべりだが、この学校に来たばかりの翠に色々と世話を焼いてくれている。クラスの誰だれもがそれなりに親切で、のんびりしたいいクラスだった。

「で、話戻すけど、篠原が紙とペンを深村さんに渡したわけ。喋しやべらないんじゃなくて喋れないみたいだから、良かったら紙に書いて話しなよって。で、それで男の子に慣れてないってことが分かって、クラスの全員とも話せるようになって、めでたしめでたし」

「……」

　翠はなんとなく引っかかった。確かにあゆみはクラスにすっかり溶けこんでいるように見える。話ができるようになったのはいいことかもしれないが、根本的な解決になっていないような気もした。

「でも、山やま姫ひめさんも似たようなもんでしょ？」

「は？」

「だって男の子と話さないし。だからみんな『山姫さんも深村さんみたいに男の子と話せないんだ』って思ってて。仲間ができたって深村さんも喜んでると思う」

「……」

　複雑な気持ちだった。男子と話さなくても不審に思われないのはいいとして、「カワセミ」が送られてくれば彼女は普通に話せるようになる。かえって不自然に思われる気がした。

「まあでも、山姫さんにはまだカレがいるからいいよね」

「カレ？」

　翠みどりはきょとんとして聞き返した。

「だって篠しの原はらと付き合ってるんでしょ？　みんな知ってるからもう大丈夫……っていうか手遅れです」

　翠は絶句した。カズキと一緒にいると、クラスメイトたちが妙に生温かい目で見守っているのが気になっていた。そういう風に思われていたらしい。

「えっ。違うよ。前にも言ったけど、カズキ君のところのアパートに住んでるだけで」

「大丈夫だよ。そんな言い訳しなくても……だから深み村むらさんのこと聞いてきたんでしょ？　篠原ってなに考えてるかよく分かんないところあるけど、いつもちゃんと山やま姫ひめさんのこと気にかけてるよ」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、翠は千ち晴はるの言葉を否定するのを忘れた。翠には人間の男の子というものがなにを考えているのか実はよく分からない。

　山姫の力をもってすればほとんどの男子はあっさりと正気を失うわけで、そういう相手を理解しようにもできなかった。

　周りから見ると、本当にカズキは自分を気にかけているのだろうか。

「……ほんとにそう思う？」

　つい真剣に翠は尋たずねていた。千晴はちょっと考えこんでから、ばつの悪そうな笑顔を浮かべた。

「あー、ごめん。言ってみただけ。よく分かんない」

「……」

「まあそれはともかく！」

　千晴は強引に話題を変えた。

「山姫さんも他ほかの男子と話したかったら、深村さんみたいにホワイトボード使いなよ。あたしたちは慣れてるし、ヘンな目で見たりしないし」

　そういう問題ではないのだが。

　ただ、翠はこの学校にいるはずの風ふう花かを捜さなければならなかった。「カワセミ」が来るまで待っていられない。

　突然、千晴はぽんと翠の肩を叩たたいた。

「内気だからってヘンなわけじゃないからね？」

　と、千晴は真剣な顔で言った。翠が悩んでいるのを別の意味にとったらしい。

「男の子と話せないっていうのも、あたしは個性だと思う！」

　はあ、と翠はため息をついた。
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　次の日の朝。

　浮うき雲ぐも荘そうを出た翠みどりとカズキは学校へ向かって歩いていた。カズキはなにか言いたげな顔で、翠が小こ脇わきに抱かかえているものをちらちら見ている。そのことを話したくなかったので、翠はカズキに別の話を振った。

「そういえば、毎日昼休みにどこへ行ってるの」

　一応、世間話のつもりだったが、カズキの表情がくもった。彼は困ったように目を逸そらした。

「……えー、ちょっと行かなきゃいけないところがあって」

「どこに？」

　カズキは答えなかった。この前から聞いているけど、はっきり答えてくれない。

　風ふう花かが校内に出没するのは昼休みが多かった。カズキが一緒に来てくれたら、無む駄だな苦労もしなくて済むのに。

「今日も？」

「……今日は別になにもないけど、ひょっとしたら……でもどうだろう。大丈夫だと思うんだけど、うーん」

　なに言ってるんだろう。

　用事があるならはっきり言えばいいのに、と翠は思った。

　会話が途切れて、二人は黙もく々もくと歩いていった。学校に近づくにつれて、制服姿の生徒たちの数が増えてくる。校門が見えてきたあたりで、カズキがふと口を開いた。

「ずっと気になってたんだけど、それなに？」

　翠は教科書を入れたバッグの他ほかに、小さなホワイトボードを抱えている。バッグにはぎりぎりで入りきらなかったのだ。

「……ホワイトボードだけど？」

　翠はカズキの顔を見ずに言って、足早に校門をくぐった。他の生徒たちも妙なものを抱えている翠をちらちら見ている。猛もう烈れつに恥ずかしかった。

「なんでそんなもん持ってんの？」

「昨日、駅前のお店で買ったから」

「え……そうじゃなくてなにに使うの？」

「あたし、男の人と話せないから。姉さんを捜す時、これ使って男の人とも話そうと思って」

　カズキはちょっと考えこんでから、

「なんか、深み村むらさんみたいだな」

　ぼそっとつぶやいた。翠はますます複雑な気持ちになった。

「じゃあ、俺おれも一緒に捜すよ。今日なんにもなかったら」

「えっ。ほんと？」

　とたんに翠みどりはほっとした。笑みが浮かびそうになったが、それを顔に出すのはやめておいた。一緒にいられるからといって、あまり喜ばない方がいいような気がした。

　別に付き合っているわけじゃないんだから。

「あ、でも用事があったら別にいいよ」

　昇降口に足を踏み入れた二人は、上うわ履ばきの入ったロッカーへ歩いていった。

「でも、そろそろ大丈夫だと思う。今日は──」

　カズキは自分のロッカーの扉とびらを開けて、はっと口をつぐんだ。ぴたりと動きが止まっている。

「どうかしたの？」

「え、なんでもない」

　彼は靴くつをはきかえる。同時にロッカーの中に入っていた白いものを、さりげなく制服のポケットに突っこんだ。翠ははっと息を吞のんだ。

　封筒だったと思う。

（……手紙？）

　妙に翠の心臓がどきどきし始めた。

「……やっぱり昼休みに用事ができた」

　彼女の方を向いて、カズキは言った。

「悪いんだけど、一人で捜してくれる？」
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　午前中の授業が終わって昼食の時間になると、カズキは教室から出ていった。気がつくと翠はその背中を目で追っていた。見ているうちに自分も立ち上がって付いて行きそうになる。

　昼休みの「用事」はロッカーに入っていたあの手紙のせいなのだろう。誰だれかと待ち合わせなのかもしれない──女の子とか。

「どうかした？」

　目の前で大きめのランチボックスを開きかけていた千ち晴はるが言った。

「ううん。別に」

　半分上の空で翠は答えた。カズキがどこでなにをしていようと関係ないはずだった。例えばどこかに呼び出されて、誰かに告白されて、それで付き合うことになってももちろん関係ない。

「……お弁当食べないの？」

「えっ。うん。食べるよ」

　翠ははっと我に返った。カズキがどこへ行ったのかよりも、風ふう花かがどこにいるのかを考える方が大事だと自分に言い聞かせた。バッグからランチボックスを出そうとして、翠みどりは嬉うれしそうにおかずを確認している千ち晴はるを見つめた。

　校内を捜し回るのに気を取られて、自分のクラスメイトに話を聞いたことがなかった。

「木き戸ど原はらさんってあたしの姉さんと話したことある？」

　と、翠は言った。

「え、風ふう花か先生？　直接話したことはないかな」

　風花先生、というのもかなり気になったが、とにかく話を先に進めることにした。

「相談に乗ってもらった人を誰だれか知ってる？」

　風花が学校に現れる、という話を聞いてからもう一週間近く過ぎている。誰かが「アンチメモニクス」の被害に遭あっているはずだった。

「うーん。あたしの周りにはいないかな。でも、相談したけどなんかダメだったって話は聞いたことあるけど」

「どういうこと？」

　翠は驚おどろいた。風花のモットーは「人間を救う」だったはずだ。

「なんか風花先生って、恋愛相談が苦手なんだって。苦手っていうか全然分かんないみたい。『恋愛ってなんですか？』って言ってたんだって」

「あ……」

　翠には思い当たるフシがあった。山やま姫ひめは人間の男性を理解する機会がない。本人に興味がなければ、恋愛がどういうものなのか分かるはずもなかった。

　特に風花は人間の悩みを「解消」することには熱心でも、翠と違って自分の「体質」についていちいち悩んだりしない。

「なんか途中から動物かなんかの話になっちゃって、聞いた子も困ってたって」

「動物？」

「あたしもよく分かんないけど、そういう相談がダメってことが分かったから、風花先生に相談した人ってあんまりいないみたい」

「……そうなんだ」

　翠はほっとしていた。それなら被害に遭った人は案外少ないかもしれない。

　その時、背後に人の立つ気配を感じた。振り返ると、ホワイトボードを持ったあゆみが立っていた。

「あ、体大丈夫？　今日も保健室にいたんでしょ？」

　と、千晴があゆみに尋たずねる。

「平気」

　あゆみは短く答えて、

「なんの話？」

　と、言った。

「風ふう花か先生の話。風花先生に相談してる人って誰だれかいるのかな」

　ちょっとあゆみは考えこんだ。

「うん。風花先生には……」

「ごめん。ちょっと待って」

　ついに我慢できなくなって、翠みどりは二人の話を遮さえぎった。

「前から気になってたんだけど、どうしてみんな姉さんを『先生』って呼ぶの？　先生じゃないでしょ？」

　あゆみと千ち晴はるは顔を見合わせた。

「えー、でもみんな先生って呼んでるよ」

　と、千晴。

「先生じゃなかったら、なに？」

　と、あゆみも言った。

「なにって……なんていうか、ただの変な人？　とにかく先生でもないし生徒でもないから。だって授業にも出てないし、なにもしてないでしょ？」

　二人は考えこんだ。納得していない様子だった。

「……でも、先生っぽいよね」

　と、千晴。あゆみも真顔で言った。

「先生じゃなくても、いい人だと思う」

　翠は頭を抱かかえそうになり──ふと、あゆみの顔を見上げた。

「深み村むらさん、うちの姉さんと話したことあるの？」

　あゆみは当然、というようにうなずいた。

「今、保健室で会ったけど」

　次の瞬しゆん間かん、翠は椅い子すを蹴けって立ち上がり、教室から飛び出していった。
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「……『交尾』？」

「違いますっ。『告白』です！」

　三つ編みの女の子が真まっ赤かになって否定した。彼女は「風花先生」と保健室で向かい合っている。さっきまでベッドで休んでいた女子生徒が教室に帰っていったので、機会をとらえて「先生」に相談したのだった。

「どこが違うのかしら……」

　と、風花は真顔で言った。彼女は白衣の下にフリルのついた黒いワンピースを着て、形のいい脚を組んで椅い子すに座っている。

「ぜ、全然違いますよ！」

　どうしてこんなことになっちゃったんだろう、と女の子は思った──恋の悩みを聞いてもらおうと思っただけなのに、さっぱり話が通じなかった。

「それでも、繁はん殖しよく行動はもう可能なはずでしょう？」

　風ふう花かはさわやかな笑顔で言った。

「あなたの話をまとめるとこういうことになるかしら」

　と、彼女の話を聞きながら取っていたメモを読み上げ始めた。

「現在、あなたは繁殖期に入っています。所属している群れのリーダーのオスをつがいの相手に選びましたが、現時点ではそのオスと交尾する機会はなさそうです」

「……」

　彼女は啞あ然ぜんとした。彼女が言ったのは「テニス部の部長をしている先せん輩ぱいが好きなんですけど、その先輩はわたしを全然好きじゃなくて」のはずだ。

　風花は彼女の様子におかまいなしに話を続けた。

「それに、そのオスにはすでにつがいのメスがいます……」

　それにその先輩にはもう彼女がいるんです……と、話した気がする。

「そこへ別の群れのやや若いオスがあなたに求愛行動をしかけてきました。つがいの相手としては平均的ですが、巧たくみな求愛行動によってあなたは発情しつつあります。ただ、このまま交尾に及んだ場合のリスクを考えると──」

[image: ]

「そ、そんな話してません！」

　彼女の相談の続きはこうだった──そこへ、同じクラスの男の子が告白してきました。カッコいいわけじゃないけど優しくされて心が揺れています。どうしたらいいでしょうか？

「さっきから繁はん殖しよくとかこ……交尾とかなんなんですか！　動物じゃないんですよ！」

「あら、でも人間も交尾はするはずよね？」

　そう言われてぐっと詰まった。一体なにをどう説明したらいいのか分からない。とにかくとてもイヤだった。

「それで、結局あなたの『悩み』はなんなのかしら？　分かりやすく交尾行動に例えて答えてちょうだい」

「こ、答えられません！　全然分かりやすくないし！」

　その時、ぴくっと風ふう花かの眉まゆが震ふるえた。

「……あら、来ちゃったわ」

「え？」

　風花が椅い子すから立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、ばあんと音を立ててドアが開いた。同時に風花めがけて平べったい白いものがくるくると回りながら飛んできた。

「ちっ」

　風花は舌打ちしながら片手でそれをつかむ──飛んできたのはホワイトボードだった。

　ドアの前には髪の長い女の子が立っている。どことなく風花に似ていた。

「姉さん！　今度は逃がさないから！」

　三つ編みの彼女は驚おどろいて立ち上がった。風花とこの人の間にはなにかあるらしい。邪じや魔まにならないように脇わきにどこうとした時、風花に両肩をぐっとつかまれた。二人の間に入るような形になる。

「ごめんなさい。ちょっと盾たてになってもらえるかしら？」

　と、風花は言った。




「こんなところで暴れたら、この子が怪け我がするかもしれないわね……」

　と、風花は言った。彼女に捕まっている三つ編みの女の子は、困ったようにきょろきょろしている。

「なに考えてるの！　人ひと質じちなんか取って！」

「だって、いちいち翠みどりちゃんの相手するのって面倒なんだもの。ねー？」

　と、風花は女の子に同意を求める。彼女は引きつった笑みを浮かべながら、つられたようにうなずいた。

「その子になにかしたの？」

　と、翠みどりは風ふう花かに言った。

「なにもしてないわよ。ちょっと交尾について相談を受けていただけで」

「こ、交尾？」

「あの、ちょっと恋愛のことで」

　三つ編みの女の子が小声で訂正する。翠はほんの少しだけほっとした。どうやらまだ記き憶おくを抜かれてはいないらしい。

「最近、誰だれかにアンチメモニクスを使った？」

「もちろん使ったわよ。だって、そうしないと人間を助けられないから」

「誰に使ったの？」

「それは言えないわ」

　風花は冷ややかな笑みを浮かべた。翠は唇くちびるをかむ。確かにそう簡単に言うはずがない、と思った時、

「名前、忘れたから」

　と、彼女は言った。

「名前ぐらい憶おぼえときなさいよ！」

「あ、でもメモは取った気がするわ。えーっと、三つ編みのあなた、わたしのバッグ取ってもらえるかしら？」

　どうやら盾たてにしている女の子の名前も憶えていないらしい。

　三つ編みの女子生徒はおとなしく手を伸ばして、机の上にある風花のハンドバッグを取った。バッグはやけに重そうにふくらんでいる。風花は片腕を彼女の首に回し、もう片方の手でそれをひったくった。

「確かこの中に……」

　風花が開けたバッグの中身に、翠はぎょっとした。「アンチメモニクス」で抜かれた記憶は「プネウマ」という物質となり、普通はそれを小ビンに溜ためておく。バッグには中身の入った小ビンが七、八本も詰まっていた。

「ちょっと、何人から記憶を抜いたの？」

「大丈夫。一人だけよ」

　翠はぞっとした。一人の人間からあんなに記憶を抜いてしまったら、日常生活もおぼつかなくなるかもしれない。翠の顔色に気づいたのか、風花はにっこり笑った。

「心配しないで。毎日ちょっとずつ抜いてるだけだもの」

「ま、毎日？　今日も？」

「ええ。さっき抜いたばかりよ」

　頭のどこかでかすかに引っかかるものがあった。

「あら。メモも出てこないわ……おかしいわね」

「さっきって……保健室に来てた人から記き憶おくを抜いたの？」

　風ふう花かは顔を上げて翠みどりを見る。

「ええ、さっきここにいた子から抜いたの」

　嫌な予感がする。翠は床の上に転がっているホワイトボードを指さした。

「その人、それと同じようなもの持ってなかった？」

「あら。知っているの。無口で変わった子よね」

　深み村むらさん、と翠は心の中でつぶやく。はっと我に返ると、目の前に三つ編みの女の子が迫ってきていた。風花が突き飛ばしたらしい。

「あっ」

　と、彼女と翠は同時に声を上げてぶつかった。その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、風花は廊ろう下かの外へ飛び出していった。
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　翠が教室に戻ると、廊下のドアの前にあゆみが立っていた。

「……深村さん」

　と、翠はつぶやいた。向こうも翠の姿を見つけたようだった。

「どこ行ってたの」

　あゆみは言った。どうやら急に飛び出していった翠を心配してくれたらしい。

「うん。ちょっと……それより、姉さんに変なことされてるでしょ？　アネモネ……金属の管みたいなので息を吸われたりとか」

　彼女の表情がほんの少しだけ動いた。

「うん。『悩みを解消する』って」

　やっぱり、と翠は思った。

「あのね、名前とか誕生日とか住所とか、そういうことでなにか思い出せないことない？　詳しく話せないけどすごく大事なことなの」

　あゆみは首をかしげる。

「思い出せるけど？」

　忘れていることすら忘れているのかもしれない。だとしたら、こちらから質問するしかない。

「じゃあ、あたしの方から質問させてもらっていい？」

　彼女は軽くうなずいた。翠は思いつく限りの質問をしていった。忘れている記憶によっては、まともな日常生活を送れなくなる場合がある。以前、カズキの身に起こったことはまだ翠の記憶に生々しく残っていた。

　最後の最後でそのことを尋たずねたのは無意識のうちだった。さっきの保健室で人ひと質じちの女子生徒の言っていたことが頭のどこかに残っていたのかもしれない──多分。

　最後の質問はこうだった。

「今、好きな人のこととかは？」

　言ってから翠みどりは自分でもぎょっとした。二人の間に微妙な沈ちん黙もくが流れる。彼女は慌あわてて付け加えた。

「べ、別にあたしに言わなくてもいいんだけど、思い出せるかどうか聞きたいだけ。もちろん、今いなければそれでいいし」

　しどろもどろになりながら翠は言った。ちゃんとした答えが返ってくるとは思わなかったが、あゆみははっきり答えた。

「好きな人、というか」

　あゆみは言葉を切ってちょっと考えこんだ。

「ちゃんと自分の口で話したい人ならいる、かもしれない」

　表情は変わらなかったが、かすかに頰ほおが赤くなっていた。

「わたしが困っていた時、助けてくれた人」

「……それって」

　カズキのことではないだろうか。

　その時、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。廊ろう下かにいた生徒たちがだらだらと自分たちの教室へ戻っていく。

　ふと、あゆみは廊下の先の方を見た。翠もつられてそちらを見ると、カズキが教室に向かって歩いてくるところだった。突然、あゆみは逃げるように教室に入ってしまった。

（ひょっとして）

　と、翠は思った。あゆみの「悩み」というのは、カズキに関係したことなのかもしれない。あゆみはカズキのことを──。

「なにやってんの」

　と、カズキが言った。風ふう花かと会ったことを話した方がいいか迷ったが、結局やめておいた。話しすぎるとあゆみのことに触れなければならなくなる。

「ううん。別になんでもない。どこ行ってたの？」

　カズキは無言で首の後ろを撫なでた。どことなく疲れているように見える。

「……どうしたの？」

「今まで話さなかったんだけど、なんか俺おれイタズラされてんのかも」

「イタズラ？」

「実は靴くつのロッカーにこんなの入っててさあ」

　彼はポケットから白い封筒を出す──今け朝さ、昇降口で見かけたものだった。彼は中の手紙を翠みどりに渡した。

「読んでみて」

「え、でも……」

　翠はためらった。

「いいから」

　カズキに促うながされて、結局手紙を開いた。角ばったきれいな字で書かれている。




「篠しの原はらカズキ様。

　あなたにお話があります。もしよろしければ、昼休みに中等部校舎の屋上へ一人で来てください。お待ちしています」




「これがイタズラ？」

　そっけないがただの呼び出しの手紙に見える。

　カズキは無言で同じような白い封筒を次々と制服のポケットから出して翠の手のひらに置いていった。全部で七、八通あった。翠が中を確かめると、どれも一字一句同じ文面だった。

「その手紙が毎朝必ずロッカーに入ってるんだよ。全然分かんないんだけど、ひょっとするとなんか大事な相談かもしれないし、無視すんのもどうかと思って、毎日屋上に行ってたんだ」

　翠はまじまじと手紙を読む。彼女が見ているのは文章ではなくて字そのものだった。カズキはこれが女の子から来た可能性も考えていないようだった。

「でも、誰だれも来ないんだよ。それなのに朝になるとまた俺おれのロッカーにこの手紙が入ってて、この一週間ぐらいその繰り返し。でも、そろそろ付き合ってらんないよ。君の姉さん捜すのも手伝いたいし」

「……これ出した人の心当たりってないの？」

　カズキは首をひねった。

「なんか字はどっかで見た気がするんだけど、はっきり思い出せないんだよなー」

　翠は表情を変えないように努力しなければならなかった。

　カズキは時々なにを考えているか分からないところはあるけれど、わけの分からない手紙で毎日屋上に行ったりするのはいい人だからだと思う。ただ、はっきり言ってニブい気がする。山やま姫ひめの体質に影えい響きようされないのもそのせいなのかもしれなかった。

（普通気がつくよ）

　と、翠は思った。

　手紙の字はあゆみの字によく似ていた。
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　次の日の昼休み。

　翠みどりは一人で保健室に向かって走っていた。

　今け朝さもカズキのロッカーには例の手紙が入っていた──もうこんな手紙に従わないとカズキは言っていたが、翠は待ち合わせ場所に行った方がいいと言い張った。

「今日は来るかもしれないし、あたしの方はなんとかなるから」

　本当はカズキがいない状態で風ふう花かと話したかったからなのだが、説得されたカズキが教室を出ていった時には、かなり時間が経たっていた。

　教室にいたはずのあゆみの姿ももうなかった。

（間に合わなかったかも）

　と、思いながら、翠は勢いよく保健室のドアを開けた。

「あら、翠ちゃん」

　風花はハンドバッグを持って立っている。もうここから立ち去るところらしく、白衣も脱いで椅い子すの上にたたんであった。あゆみの姿はどこにもない。風花は時計を見ながら言った。

「ゆっくり話したいけれど、あまりのんびりしていると本物の先生が戻ってきてしまうから……」

「深み村むらさんは毎日なにを相談しに来てるの？」

　と、翠は言った。風花は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようだが、すぐにいつもの笑顔に戻った。

「あのホワイトボードの子？　変わってるわよね。なんでも誰だれかを手紙で呼び出したんだけど、待ち合わせ場所に行こうとすると不安にかられるそうなのよ。来てくれなかったらどうしよう、とか、話を聞いてもらえなかったらどうしようって」

　聞いていると胸がもやもやしてきた。きっと、あゆみはずっとカズキにそんな気持ちを抱いだいてきたのだろう。

「あんまり悩んでるから、わたしが手紙を出した記き憶おくを抜いてあげたの。そうしたらもう悩まなくていいでしょう？」

　翠は初めてあゆみと話した時のことを思い出した。カズキの行き先を知らない、とあゆみは言っていたが、本当は記憶を抜かれていただけだったのだ。

「でも、じゃあなんで毎日手紙を……あ」

　翠ははっとした。

（深村さんの中では手紙を『出してない』ことになってるんだ）

「そうすると、次の日にまた手紙を書いて出してしまうの。それで、また同じように悩んでいたわ。それでまた同じようにわたしに相談して、わたしが同じように記憶を抜いてあげて……毎日その繰り返しだったの。わたしもいい加減飽あきてきたわ」

「な、なに考えてるのよ！　それじゃいつまで経たっても深み村むらさんカズキ君に告白できないじゃない！」

「あら。あの女の子、あのトイレ男と交尾するつもりなの？　変わった趣味だわ……」

「トイレ男じゃないっ。それに告白って言ったでしょ！　変なこと言わないでよ！」

「同じじゃないかしら？　告白して合意に達したらそうするんだもの」

「そうとは限らないでしょ……」

「じゃあ、なにするものなの？」

「な、なにって、例えばキ……」

　翠みどりの顔が耳まで赤くなった。仕方ない事情があったとはいえ、以前翠はカズキとキスしていた──トイレの前で。

「あら、結局翠ちゃんもよく知らないのね？　知ったかぶりは駄だ目めよ」

　風ふう花かは翠の手を優しく握った。

「じゃあ、見に行きましょう。ね？」

　と、妹の顔を覗のぞきこむ。

「は？」

「あの無口な女の子、今日は相談に来なかったの」

　と、風花は言った。

「だから、今いま頃ごろはちゃんと待ち合わせ場所に行ってるはずよ？」
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「あ、別に怒ってるわけじゃないんだけど」

　と、カズキはいつもの醒さめた口調で言った。

「でも、なんで毎日手紙で呼び出したのに来なかったのか、理由が聞きたいんだよ」

「……」

　他ほかに人のいない屋上で、あゆみは石のように固まっていた。

　多分、カズキは本当に怒っているわけではなく、純粋に理由が聞きたいだけなのだろう。それは分かっていたが、あゆみにも答えられなかった──手紙を出したのは「今日が初めて」だったからだ。

「一応、そのこと聞いとかないとと思って……ってあれっ」

　カズキはあゆみの手元をじろじろ見た。

「深村さん、ホワイトボード持ってないじゃん」

　ここに来た時から持っていなかったのだが、今頃気がついたんだ、とはあゆみはもちろん考えなかった。ホワイトボードを持ってこなかったのは、「自分の口で話す」という決意の表れだった──が。

「忘れたの？　俺おれ、なんか書くもん持ってたっけな……」

　と、言いながらカズキは吞のん気きにポケットを探さぐっている。

　あゆみの体がかすかに震ふるえ始めた。勇気を出して喋しやべればいいと分かっているのに、どうしてもその勇気がなかった。

　気がつくとあゆみはくるりとカズキに背を向けて走り出していた──今はこの場から逃げ出したい一心だった。




「ちょっと姉さん……やめようよ。あたし見たくないってば」

　翠みどりは風ふう花かに引きずられるようにして、屋上へ向かう階段を上がっていた。

「なに言ってるのかしら。人間の生態を観察するまたとないチャンスでしょう？　早く行かないと終わってしまうかもしれなくてよ」

　なにが、と質問する元気もなかった。しかしイヤと言いつつここまで来てしまったのは、カズキたちの話がどうなるのか気になってしまったせいでもある。

（深み村むらさんが告白したら、カズキ君はどうするんだろう）

　ひょっとすると、付き合うかもしれない──それはいいことだと頭では分かろうとしているつもりだったが、どうしても祝福する気持ちにはなれなかった。

　その時、屋上へ通じるドアが開いてあゆみが現れた。うつむいたまま階段を駆け下りてくる。翠たちには目もくれていない。そのまま二人のそばを通りすぎようとした時、風花が突然彼女の前に立ちふさがった。

「どこへ行くの？」

　優しい声で言うと、そろそろとあゆみは顔を上げた。普段の硬い表情はどこかへ消えて、ほとんど泣き出しそうになっている。

「どうしてここへ……」

　突然現れた風花に、あゆみは心から驚おどろいているらしい。

「先生はなんでもお見通しなのよ」

　と、風花は胸を張った。横で聞いていた翠はつい苦い顔になった。相談を受けたのだから知っていて当然である。しかし、その説明をおかしいと思う余裕は、今のあゆみにはないようだった。

「うまく行きませんでした」

　絞り出すような声で彼女は言った。

「わたし、勇気がないから」

「なにを言っているの。勇気なんか必要ありません。本能の命ずるままに行動すればいいのよ」

「えっ」

　あゆみと翠みどりは同時に声を上げた。

「別に難しいことじゃないはず。人間なら……いいえ、動物たちだってみんなやっていることだもの」

　よく聞くと微妙にかみ合っていない会話だったが、それでもあゆみは心を動かされているようだった。

「もう一度チャレンジしてみなさい。今度こそきっとうまく行くわ」

「……そうでしょうか」

「もちろんよ」

　と、風ふう花かはあゆみの両手をとった。

「できないわけがないでしょう。あなたは立派な大人おとなです。うまく行かない理由なんかありません」

　あゆみはうるんだ目で風花を見つめていたが、ぎゅっと彼女の両手を握り返した。

「ありがとう……風花先生」

　そして、もう一度階段を駆け上がっていった。

　その後ろ姿を見送りながら、風花は不思議そうにつぶやいた。

「……人間の交尾って、そんなに難しいのかしら」




　突然ドアが開いて、あゆみが屋上に戻ってきた。

　カズキは首をかしげた。書くものを取りに行ったと思ったのだが、やはり両手にはなにも持っていない。

「あれ、教室に行ったんじゃなかったんだ？」

　近づいてくるあゆみにそう言うと、

「篠しの原はら君」

　よく通る落ち着いた声で、彼女ははっきりと言った。

　カズキは息を吞のんだ。

（深み村むらさんが……喋しやべった）

「今までありがとう。わたしが困っていた時、助けてくれて嬉うれしかった」

　彼は呆ぼう然ぜんとあゆみの口元を眺ながめていた──確かに喋っている。

「でも、どこへ行ってももう大丈夫だと思う」

「……え？」

　カズキはようやく我に返った。「どこへ行っても」というのはどういうことだろう。

「わたしは来週転校する。その前に篠原君にお礼が言いたかった」

　沈ちん黙もくが流れた。

　なんとなくその言葉に続きがあるような気がして、カズキは息を詰めて待った。

　しかし、彼女は微笑ほほえんだだけだった。

「……それだけ？」

　思わずカズキは聞いてしまっていた。あゆみはうなずいた。

「話は、それだけ」
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「結局、なんだったんだろ」

　と、カズキは首をひねっている。翠みどりは黙だまって彼の隣を歩いていた。

　朝の登校時間だった。

「深み村むらさん、自分の口でお礼言うためにわざわざあんなことしてたのかな」

　カズキにとってはなにも起こっていない。全部、彼とは関係のないところで始まって終わった出来事だった。

　あゆみは三日前に引っ越していた。さほど遠い土地に行ったわけではない。夏休みには遊びに来るつもり、と言っていた。

[image: ]

　彼女には別れ際ぎわに「風ふう花か先生のおかげ」で、何度も「先生にお礼を言っておいて」と頼まれたが、翠みどりにも姉の居場所は分からない。

　あの日以来、風花は大だい途と学園には姿を現さなくなっていた。相変わらず、この街のどこかにいるはずだったが。

　もう一つ、あゆみからは別れ際に言われたことがある。




「お──────い！」

　振り返ると、自転車に乗った慎しん介すけが全速力で走ってきて、二人のすぐそばで速度を緩ゆるめた。

「おはようカズキ！」

「あ、うん」

　好対照のテンションで二人は挨あい拶さつを交わす。それから、慎介は翠の方を向いた。

「おはよう山やま姫ひめさん！」

「うん。おはよう」

　と、翠は答えた。慎介はしばらくそのまま並走していたが、いきなりよろよろとバランスを崩して倒れそうになる。

「うお！　山姫さんが俺おれにアイサツした！」

　と、慎介は叫んだ。カズキも目を瞠みはっている。そういえば、彼にもまだ説明していなかった。

「うん。今までごめんね……なんか深み村むらさんのおかげで勇気が出たっていうか」

　と、翠は慎介に言った。本当はそういうわけではないのだが、他ほかの説明を思いつかない。

「いや！　そんなのいい！」

　慎介は自転車のバランスを立て直して、ペダルに両足をかけた。

「俺、先に行ってみんなに言ってくる！　すげー！　山姫さんが俺と喋しやべった！」

　と、言いながら走り去っていった。カズキが横目でちらちらと彼女の方を見ている。

「カワセミ、だっけ？」

　翠はうなずいた。それから、ブラウスの襟えりから銀色の細いチョーカーを引っ張り出してカズキに見せる。翼つばさを広げた鳥のかたちのトップがついていた。

「それが『カワセミ』？」

「昨日届いたから、さっそく使おうと思って」

　彼女はほっとしていた。今の慎介の様子では、ちゃんと効力を発揮するらしい。

「良かった。これで普通にみんなと話せるんだ」

　と、カズキは笑顔で言った──確かにそうだけど、と翠は思った。

「それは嬉うれしいけど、こうなってみるとちょっと残念かも」

　もうカズキとだけ話していればいい、というわけにはいかなくなったから。

「えっ？」

　彼はびっくりしているようだった。




「篠しの原はら君はニブいから気をつけて」

　別れ際ぎわにあゆみは笑いながら言った。その時に翠みどりはふと思った。

　あゆみはただカズキにお礼を言いたかったのではなく、本当に告白したかったのかもしれない──。

（ニブいのがいいところでもあるけど）

　カズキの顔を見ながら翠は思った。

「よく分かんないな。どういうこと？」

　彼はまだ悩んでいる。翠は噴き出しそうになった。

「……なんでもない。早く行こ」

　と、彼女は言った。
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　その大きな自然公園は小高い山の上にある。

　広い芝しば生ふをさまざまな種類の木々と遊歩道が取り囲んでいる。日が落ちてからかなり時間が経たっていて、この公園にやってくる人もほとんどいない。

　芝生の真ん中にマフラーとジャンパー姿の小学生の男の子が立っている。

　男の子──新しん開かい吉よし信のぶはビデオカメラの電源を入れる。先週、十二歳の誕生日に父親から贈られたものだった。今まではただ映るのが嬉うれしくて周囲にあるものを撮りまくっていただけだが、今日はちゃんとした目的がある。

　起動したカメラの液晶モニタを確認する──と、そこにツインテールの女の子が映っていた。はっと顔を上げると、一つ年下の妹の双ふた葉ばが腕組みしている。

「い、いつからいたの？」

　反射的にカメラを背後に隠しながら吉信は言う。見つからないようにこっそり家を出たつもりだったし、尾つけられていないか何度も確認したのに──。

「お兄ちゃんのやってることなんか、双葉にはぜーんぶお見通しなんだから」

　双葉はふふんと鼻で笑いながら近づいてくる。吉信の背中に冷や汗が流れた。

「そのカメラでＵＦＯ撮ろうとか思ってるんでしょ？」

　図星だった。最近、夜になるとこのあたりの空を謎なぞの光る物体が飛んでいる、と吉信たちの小学校で噂うわさになっていた。それをビデオに撮りたいと思って、こうして公園に来たのだった。

「ふ、双葉には関係ないだろ……」

　突然、双葉の眉まゆがつり上がった。ピンクのサンダルが吉信のスニーカーを思いっきり踏みつけ、彼はぎゃっと悲鳴を上げた。

「お兄ちゃんのくせにナマイキだぞ！」

　左右にはねた髪の毛が悪あく魔まの角のように見えた。

　顔はかわいいが凶暴なこの妹に、気弱な吉信は頭が上がらない。

　この双葉、幼い頃ころからおままごとで「料理」と称するドロ水や雑草を兄に食べさせる、風呂の浴よく槽そうに兄を頭から沈める、プラスチックのバットで兄が泣くまで殴なぐる、など数々の乱暴をはたらいてきた。

　兄のものをぶんどるなど日常茶飯事で、文句を言うと「お兄ちゃんのものは双葉のもの、双葉のものは双葉のもの」で、すべて済ませてしまう。

（絶対、邪じや魔まされる）

　吉信が立ちすくんでいると、妹の顔がふっと優しくなった。

「お兄ちゃんのバーカ。そんな心配そうな顔しなくても、邪魔なんかしないよ。ちょっと様子見に来ただけ。双ふた葉ば、すぐ帰るよ」

　ほっと安心しかけたが、そこで話が終わるほど甘くなかった。

　双葉はにやりと悪代官の笑みを浮かべた。

「……帰ったら鍵かぎかけとくから。厳重に」

　え、と聞き返す間もなく、妹は公園の出口へと走り去っていった。

　びゅう、と冷たい風が誰だれもいない芝しば生ふを吹き抜ける。家に帰ったら本当に鍵は閉まっている気がする。今日は両親は出かけているので開けてくれる人もいない。寒い玄関でぼーっと座っている自分の姿をはっきりと想像できてしまった。

　ため息をつきながら空を見上げたその時、

「えっ………」

　思わず声を上げる。ぼんやりと青白く光るものが空に浮かんでいた。不安定にふらふらと揺れている光は、飛行機でもヘリコプターでももちろん鳥でもない。

　吉よし信のぶは慌あわててカメラの録画ボタンを押しながら、カメラのレンズを空に向けた。液晶モニタを見ながら、光体がファインダーの中央に来るように調整する。

　光に向かってズームしようと思ったとたん、光が揺れながら移動し始めた。

　空とモニタを見比べながら、吉信は必死に青白い光を追う。光は揺れながら斜ななめに空を横切っていき、やがて芝生の向こうにある木立の中へ消えていった。

（落ちた……？）

　吉信はカメラを構えながら、光の消えた木立の方へ歩きかけた。

　それが合図のように、木立の中からさっきとは比べものにならない強い光が放たれた。はっと吉信は立ち止まり、目を大きく見開いた。

　光を背にして、誰かが芝生の方へ歩いてきている。双葉と同じぐらいの背だった。一いつ瞬しゆん、本当に妹かもしれないと思った。

　人影はゆっくりと木立を抜け、吉信と同じ芝生の上に立つ。

　その「誰か」は、銀色のぴったりしたスーツのようなものを着ていた。体のわりに大きな頭はスーツと同じ銀色で、髪の毛もない。大きなアーモンド形の黒い目と小さな口がついている。

　吉信はぽかんと口を開け、カメラを構えたまま突っ立っていた。

　そこに立っているのはどう見ても人間ではなかった。確か、リトルグレイとかいう名前がついていたような──。

（宇宙人だ……）

　ビデオカメラを抱かかえたまま、吉信はその場で気絶した。
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　そして三年後。昼下がりの新しん開かい家の居間。

　中学の制服を着た吉よし信のぶが来客と向かい合って座っている。客の年齢は二十代後半というところで、がりがりに瘦やせた不健康そうな男だった。

「昨日の夜中、僕のところに宇宙人が戻ってきたんです」

　と、吉信は真顔で言った。それを聞いた客──村むら雨さめも同じように真剣な顔で身を乗り出す。

「どういうことか、詳しく説明してもらえるかな？」

「昨日の夜中、目を覚ますと部屋の中に誰だれかがいるような気がしたんです。体が全然動かなくて、目を開けるとぼくの上に誰かがのしかかっていました」

「それは良かっ……いや、大変だったね」

　村雨は奥歯をぐっと嚙かみしめる。笑いをこらえているのがバレなきゃいいんだが、と彼は思った。

「相手はぼくに色々話しかけてきましたが、会話の内容まではよく憶おぼえていません……ぼんやりして思い出せないんです」

「やっぱりね。宇宙人の撮影に成功して以来、君は『彼ら』に監視されているんだよ。今までにも同じことが何度もあったはずだ。『彼ら』によって記き憶おくが消されていただけでね」

　村雨はこの数ヶ月、何度となく繰り返してきた話を口にした。

　彼はオカルト関係の記事を得意とするライターだった。この数ヶ月、彼はこのもっさりした中学生に「取材」で何度も会っている。

　三年前、新開吉信が撮ったＵＦＯと宇宙人（のようなもの）の映像は、世間の注目をそれなりに集めた。いくつかのオカルト雑誌でも特集が組まれたし、テレビのニュースでも何度か流れたことがある。

「それで、『彼』がどんな風に現れたのか、詳しく教えてもらえるかな？　わたしが本を書く時にもとても大事なエピソードになるはずだから」

　村雨の目的は吉信の目もく撃げき談を題材にして、ＵＦＯに関する本を書くことだった。しかし、何年も前に一度ＵＦＯを見ただけ、というのはいかにも話として弱い。

　商売に熱心な村雨が思いついたのが、「今も宇宙人に監視されている」という体験談を吉信に語ってもらうことだった。

　もちろん、村雨の事情に合わせて宇宙人が吉信を「監視」してくれるはずはない。だったら吉信にそう思いこませればいいわけで、根気よくその話を吹きこみ続けてきたのである。

　今、その努力が実を結ぼうとしている。要するにやっていることはただの「暗示」だった。

「まだベッドに入ってからあまり時間が経たってなかったから、ぼくもうとうとしていた時だと思います。『彼』……彼女かもしれないですけど、気がつくとぼくの部屋の中に立ってたんです。すぐにこれは幻げん覚かくとかじゃないって分かりました」

　自信ありげに吉よし信のぶは話している。普段はもう少しおどおどしているのだが、今日はどことなく態度が違っていた。「宇宙人が来た」せいで興奮しているのかもしれない。

（まあ、典型的な入にゆう眠みん時じ幻覚ってやつだな）

　村むら雨さめは心の中でつぶやいた。半分眠った状態で、人間は恐怖感を伴ったリアルな幻覚を見ることがある。別に宇宙人などいなくても、不安にかられた人間さえいればいくらでも起こる現象なのだが、

「うん、典型的な宇宙人との遭そう遇ぐう例れいだね」

　と、まるっきり心にもないことを言う。絶対に口には出せないが、実は彼自身はＵＦＯどころか超常現象など爪つめの先ほども信じていない。あくまで金のための仕事だった。

「ただ、ちょっと変わった格好をしていました。昔ぼくが見た時とは全然違っていて」

「我々地球人から見て、服装が変わっているのは当たり前だよ。見たものをそのまま信じればいいんだ。それが真実なんだからね」

（今、俺おれいいこと言った）

　村雨はちょっと「真実」という言葉の響ひびきに酔よった──もちろん、深く考えて言っているわけではない。

「それで、その後は一体どういうことが起こった？」

「実を言うとはっきり憶おぼえてないんですが、そいつはぼくの口に変な機械みたいなものを……」

　がちゃん。

　突然、吉信の前に乱暴にコーヒーカップが置かれた。村雨たちが顔を上げると、やはり制服を着たツインテールの少女がお盆を持っていた。

　名前は新しん開かい双ふた葉ば。一歳年下で、吉信と同じ学校に通っているらしい。

「お兄ちゃん、コーヒー」

　と、双葉はぶっきらぼうに言った。気を遣つかって持ってきたわりには目つきが異様に冷たいし、カップは兄の分だけで村雨の分はない。彼女がなにを言いたいか村雨は瞬しゆん時じに悟さとったが、それでもにこやかに声をかけた。

「こんにちは、双葉ちゃん。悪いけど、またお兄さんから話を聞かせてもらいに」

「帰れ」

　双葉はその一言で長ったらしい挨あい拶さつをぶった切った。

（このクソガキが）

　村雨の頰ほおが引きつる。

　今回の仕事の一番大きな障害は、このやたら凶暴なツインテール娘だった。双葉はあらゆる手を尽くして村むら雨さめを吉よし信のぶに近づけまいとしている。警戒されて当然なのは村雨も自覚していたが、かといって商売なので引き下がるわけにはいかない。

　さすがに文句を言ってやろうと思ったその時、

「双ふた葉ば、お客さんにそんな言い方は失礼だよ」

　吉信がきっぱり言った。村雨はぎょっとして吉信を見る。彼の知る限りでは、この少年は妹にまるで頭が上がらず、なにを言われてもほとんど言い返せない。まして「注意する」ところなど想像もつかなかった。

「村雨さんに謝りなさい」

（こいつ、こういうキャラだったか？）

　と、村雨は首をかしげる。しかし、一番驚おどろいているのは双葉だった。真まっ青さおな顔で呆ぼう然ぜんとたたずんでいたが、やがてくるりと背を向けて居間から駆け出していった。

「すいません、妹が失礼なことを」

　吉信は深々と頭を下げる。

「あ、いや……」

　よく考えれば吉信の対応はまともだし、双葉を追い払ってくれたのはありがたい。これ以上気にしないことにした。

「それで、さっきの話の続きだけど」

　村雨が切り出すと、吉信はスケッチブックをテーブルの上に置いた。

「そのことなんですけど、さっきその宇宙人のスケッチを描かいてみたんです。顔ははっきり見えなかったんでちょっと想像入ってますけど、それ以外はだいたい正確だと思います」

　なかなか気が利きいてるじゃないか、と思いながら村雨はスケッチブックを手に取った。目もく撃げき者の描いたイラストがあると、体験談のリアリティが増す。

「でも、あまり上じよう手ずじゃないんですけど」

「その方がいいんだよ……上手だとかえってウソくせえし」

「え？」

「いや、なんでもない」

　スケッチブックは学校の美術の時間かなにかで使っているものらしい。石せつ膏こう像のスケッチやどこかの風景を描いた水彩画をぱらぱらとめくっていく。

　一番最後のページに辿たどり着いた村雨は凍りついた。

「…………これ？」

「そう、それです。どうですか？」

　と、吉信が言った。

「どうって……これは……」

　村雨は頭を抱かかえそうになった。確かに大きな頭と大きな目は、例のグレイ型宇宙人そっくりだった。ただ──。

「この服は？」

「あ、服装は正確だと思いますよ。色も黒でした」

　吉よし信のぶは胸を張る。むしろ正確であってほしくないのは服の方だった。宇宙人が着ているのはレースのフリルがつきまくった黒いワンピースで、丁てい寧ねいに首には同じ色のチョーカーまでついている。

「…………なんだこれは」

　そこに描かかれているのは巨乳でゴスロリのグレイだった。
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「宇宙人？」

　山やま姫ひめ翠みどりは思わず聞き返した。

「うん、宇宙人」

　と、篠しの原はらカズキは言った。

　ここは大だい途と学園中等部の校舎の非常階段。昼休み、翠は教室に戻ってきたカズキに強引にこの階段まで連れられてきた。人目につかないところで話がしたかったらしい。

　それだけでも驚おどろきだったが、最初の質問が「宇宙人っていると思う？」だったので翠はさらに驚いていた。

「よく分からないけど……あたしも見たことないし」

　戸と惑まどいながら翠は答えた。

「山姫が実は宇宙人だとか、そういうこともないよね？」

「え？」

　外見はすらっとしたかわいい女の子でしかないが、実は翠は人間ではない。山姫と呼ばれる人じん外がいの血を引いている。

　人間の男性を誘ゆう惑わくする妖よう怪かいのようなものらしいが、その最大の能力はアンチメモニクス──人の記き憶おくを抜くことだった。

　ただし、まだ半人前の翠には記憶を抜くことはできない。彼女にできるのは奪うばわれた記憶を元に戻すことだけだった。

　篠原カズキは彼女の周りで、ほとんど唯一翠の正体を知っている人間だった。翠とは同じクラスで、彼女が今住んでいるアパートの大家の孫でもある。どうも普通の人間よりニブいらしく、山姫の男性を誘惑する「体質」にもあまり反応しない。

「そんなはずないと思う……多分」

　山姫がもともとどういう種族なのかは翠にもよく分からないが、いくらなんでも地球外生物ということはないだろう。

「うーん。じゃあ、君の姉さんが宇宙人ってこともないんだよな……」

　翠みどりの姉の風ふう花かはこのあたりのどこかにいるらしく、一応翠は姉を追って街にやってきていた。翠とは反対に人間の記き憶おくを抜くことはできるが戻すことができない。

　その上、本人は自分を幸福の使者だと思いこんでいて、人間の記憶をやたらと抜きたがっている。カズキも風花のアンチメモニクスの犠ぎ牲せいになったことがあった。

「あの、さっきから何の話？」

　と、翠が言った。

「一組に新しん開かいって奴やつがいるんだけど、最近、宇宙人に襲おそわれたって言ってるんだって。夜中に目を覚ますと、誰だれかが体の上に乗ってて、口の中に変な機械を突っこまれたって言ってるらしくて……」

　翠はなんとなくイヤな予感がしてきた。山やま姫ひめはアンチメモニクスを使う時、アネモネという道具を人間の口に入れるからだ。

「で、これが新開が描かいた宇宙人の似顔絵のコピー」

　カズキはポケットから一枚の紙を取り出した。それを覗のぞきこんだ翠は顔をしかめる。

「……気持ち悪。なにこれ」

「うん。そうなんだけど……」

　カズキの言いたいことは翠にも分かる。確かに顔は宇宙人そのものだったが、服はフリルのついた黒のワンピース──風花はこういう服をよく着ている。

「ひょっとすると、君の姉さんじゃないかな、これ」

　と、カズキが言った。

「あと、君の姉さん、最近またこの学校に来てるみたいだよ」
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　同時刻。

　これまた人ひと気けのない体育倉庫の裏で、新開双ふた葉ばは黒のワンピースを着た若い女と向かい合っていた。服や体つきは吉よし信のぶが描いたスケッチとそっくりだが、顔は人間で──しかも相当の美形だった。

「どういうことなのか説明してください！」

　と、双葉は大声を上げる。女──山姫風花はまったく動じた様子もなかった。

「どうって、ちゃんとあなたのお兄さんの悩みを解消してあげたのよ、わたしのアンチメモニクスで」

　双葉が風花と出会ったのは一週間前だった。風花は時々この大だい途と学園をうろうろしていて、生徒たちには「風ふう花か先生」と呼ばれている。

　よく考えるとなんの先生なのか全然分からないのだが、恋愛以外の相談にはなんでも乗ってくれるという話だった。悩みをきれいさっぱり忘れさせる不思議な力を持っている、という噂うわさも耳にしていた。

　それで双ふた葉ばは吉よし信のぶのことを話してみたのだった。目的はあのインチキくさい村むら雨さめから兄を守ること。できれば吉信が「宇宙人」に興味をなくすようにしてほしかった。

　話を聞いた風花は、吉信には特別な儀ぎ式しきで記き憶おくを「抜く」ことが必要だと言った。それはそれでうさんくさい気もしたのだが、どうせ記憶を抜かれるのは吉信である。

　双葉は夜中に風花を家に上げ、兄の部屋に案内した。

　うまく行ったわよ、と風花は言っていたのだが。

「全然うまく行ってないじゃないですか！」

「そうかしら。ずいぶん明るくなったと思うのだけど……」

　人差し指を頰ほおに当てて、風花は首をかしげる。

「明るいっていうか、あれは人格変わっちゃってますっ！」

　吉信は風花の訪問以来変わった。妙に社交的になって口数も増え、学校でも例の宇宙人のスケッチを見せて「宇宙人は存在する」という話をしまくっているらしい。

「それに……兄妹きようだいなのにあたしの言うことも全然聞いてくれないんですよ？　前だったら命令すればどんなことでもしたのに！」

　兄妹の間で「命令」という発想はおかしい、とは双葉は思わなかった。ちなみに風花も不思議に思っていない。

「そう言われても、彼の悩みはちゃんと解消されたわよ？」

「は？　お兄ちゃんの悩み？　あのボケキャラにそんなもん」

「妹にバカにされるのが悩みですって」

　双葉はぽかんと口を開けた。うまく行ったのが嬉うれしいのか、にこにこしながら風花は話を続ける。

「だから、とりあえず『あなたにバカ呼ばわりされた時の記憶』を彼から全部抜いたの。そうしたら、自分に自信が持てるようになったみたいね」

　双葉の頭の中を兄との思い出が走そう馬ま燈とうのように駆けめぐる。吉信の困った顔や泣き顔や悲しげな顔ばかりが次々と浮かんでは消えた──兄をバカと呼ばずに過ごした日は一日もなかった気がする。双葉の顔がみるみる青ざめていった。

「ちょっと待って……そんなことしたら、お兄ちゃんあたしのことほとんど憶おぼえてないんじゃ……」

　風花は笑顔のままで深くうなずいた。

「もちろん。あなたに関係する記憶は十分の一……いえ、二十分の一ぐらいになっているかしら」

　思わずその場に座りこみそうになる。あの楽しかった思い出の数々（といっても楽しかったのは双ふた葉ばだけだが）は、吉よし信のぶからは完全に失われている──。

「でも、大丈夫。あなたの名前ぐらいは憶おぼえてるから、日常生活にはあまり支障もないと思うわ」

「大丈夫じゃないです！　あたしのお兄ちゃんを返してください！」

　と、双葉は叫んだ。風ふう花かは戸と惑まどったように眉まゆをひそめる。

「でも、本人も喜んでると思うわよ？　あんなに根深かったトラウマも解消されて」

　双葉はぶんぶんと首を振る。いつのまにか泣き出しそうになっていた。

「あんな生意気なお兄ちゃんなんか、あたしのお兄ちゃんじゃない！　お兄ちゃんはあたしの家来なんだから！」

　じわっと涙があふれてきた。

　誰だれも信じてくれないが、双葉は吉信が大好きだった──ただ、兄の意思を尊重する気がまったくないだけである。

「第一、風花先生が宇宙人って思われてどうするんですか！　全然逆効果だし！」

　双葉は風花の目の前に、ゴスロリ宇宙人のスケッチのコピーを突きつける──突然、風花の笑顔が消し飛んだ。

「……これはなにかしら？」

「なにって……風花先生でしょ」

　沈ちん黙もくが流れる。かすかに風花の両肩が震ふるえている。

「これがわたし？」

　双葉はうなずいた。風花は蔑さげすむような冷たい目つきでスケッチをにらむ。

「この山やま姫ひめ風花を、どうすればこんな風に醜みにくく描かけるのかしら？」

「宇宙人って思いこんでたからじゃないですか？」

　風花はスケッチを引ったくると、その場でびりびりと破り捨てた。

　よほど腹が立っているらしい。さっきまでとは別人のような険しい顔になっている。

「分かりました。宇宙人に関係する記き憶おくを抜けばいいのね？　そのうち、あなたの家にもう一度お邪じや魔まするわ」

　双葉はほっとした──しかし、まだそれで話を終わらせるわけにはいかなかった。

「あ、でも、その前にお兄ちゃんを元に戻してください」

　風花はちょっと考えこんでから、ハンドバッグから小さなビンを取り出した。中にはもやもやした灰色の霧のような物体が入っている。

「これを山姫翠みどりに渡しなさい。この学校のどこかにいるはずよ」

「なんですか、これ？」

　ビンを受け取りながら双ふた葉ばは尋たずねた。

「プネウマ。記き憶おくの塊かたまりよ。渡せば分かるから、よろしく言っておいてね？」

　と、風ふう花かは言った。
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「よろしく、だそうです」

　と、双葉がカズキたちに言った。

　翠みどりはむすっとした顔で立っている。

　──ここは三年三組の教室前の廊ろう下か。

　非常階段から教室に戻ってきたカズキと翠は、新しん開かい吉よし信のぶの妹を名乗る双葉に呼び止められた。双葉はプネウマのビンを手渡して、二人に一通り事情を話した。カズキたちが思った通り、山やま姫ひめ風花が吉信にアンチメモニクスを使ったらしい。

　しかも、双葉が頼んだのとはまったく別の記憶を抜いてしまったという。

「姉さんはあたしに記憶を戻してもらえって言ったの？」

「よく分からないですけど、渡せば分かるって」

　翠は不機嫌そうだった。それはそうだよな、とカズキは思った。風花自身は抜いた記憶を元に戻せない以上、最後はいつも翠が後始末をすることになるのだから。

「あの、ちょっと聞きたいんだけど」

　と、カズキが初めて口を挟はさんだ。

「宇宙人がいるかどうかよく分からないけど、君の兄さんって本当にＵＦＯ撮ってたよね。小学生の頃ころ、俺おれもテレビでその映像見たことあるし」

　光るものが林の中に落ちて、突然その林が光って、そこから宇宙人が現れる──カズキの通っていた小学校でも話題になっていた。この近くの自然公園で見たというのも皆の興味を引いていて、「自分たちも宇宙人を捜す」と出かけていったクラスメイトもいた。

「だったら、それを取材しに来る人がいてもヘンじゃないだろ。それにホラ、本当にあれが宇宙人だったら、監視されてるっていうのもないこともないかも……」

「そんなこと絶対ないです！　宇宙人なんかいるわけないもん」

　と、双葉はきっぱり言った。

　カズキはちらっと隣の翠を見る。山姫という「人ではない存在」がいるのだから、宇宙人がいないとは言い切れないような気もする。

「え、でも一応ビデオに撮れてたよね？」

　突然、双葉はぐるっと廊下に視線を走らせ、他ほかに誰だれも聞いていないことを確かめた。そして、カズキたちに顔を近づけて怒ったように囁ささやいた。

「あの宇宙人、あたしなんです」

「ええっ！」

　カズキと翠みどりは同時に声を上げた。

「あたし、何日も前から知ってたんです。お兄ちゃんがお父さんとお母さんの留守に、ＵＦＯ撮りに公園まで行くつもりだって。だから色々準備しておいたの。お兄ちゃんが信じたら後からバカにしようと思ったのに、大おお騒さわぎになって言えなくなっちゃって」

　カズキはまじまじと双ふた葉ばを見た。あの時はこの子も小学四、五年生だったはずだ。

「でも、なんか光が空飛んでたけど」

「あれは凧たこを真っ黒に塗ったんです。それに小さいライトをくっつけただけ。あの日、すごく風が強かったから、凧なんか簡単に揚あがって」

「じゃ、光が落ちた後で林が光ったのは？」

「凧を林に落としてから、お父さんの持ってたキャンプ用のライトつけたんです。で、あたしがカメラに映るように林から出ていって」

「でも、あの宇宙人のカッコは……」

「頭はパーティとかに使うマスクで、服はうちのミシンで作ったんです。あたし、そういうの作るの得意だから」

　カズキの膝ひざから力が抜けそうになった。

「俺おれ、本物かどうかちょっと悩んだのに、あれ」

　確かに怪あやしいなとは思ったが、ひょっとすると本当かもしれないとも思っていた。悩んだ自分が情けなかった。

「偽にせ物ものです！」

　と、双葉が胸を張った。

「でも、なんでそんな……」

　言われてみれば小学生にもできないこともない。しかし、どうしてそこまで労力を使って兄を騙だまさなければならないのか。

　双葉はぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「だって、お兄ちゃんがあたしに隠れてなにかしてたから。あたしに断りもなく、一人でなにかするなんて許せないじゃないですか」

「いや、許すって。許さない方がおかしいし」

「あたしは許さない！」

「……」

　カズキは絶句する。そして、ここまでわがままな妹を抱かかえている新しん開かい吉よし信のぶの苦労を思った。

　その時、翠がようやく口を開いた。

「分かった。お兄さんの記き憶おくはちゃんと元に戻してあげる」

「山やま姫ひめさん……」

「でも、お兄さんにちゃんと今までのことも説明して謝ってね。騙だましてたんだから」

　双ふた葉ばは無言で目を逸そらす。さすがに騙していたという自覚はあるらしい。しかし、謝るのは心外なようで、苦い顔のまま彼女は言った。

「え……まあ、はあ。じゃあ、今日うちに来てください」

　ほんとに謝るのかな、とカズキは思った。
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「今日、お父さんたちは？」

　と、吉よし信のぶは言った。

「今日と明日はよそで食事するって」

　吉信は双葉とダイニングで夕食のカレーを食べていた。さっきから双葉はスプーンを持ったまま、なにか言いたげにそわそわしている。

「双葉、どうかしたの？　ご飯食べてないけど」

　吉信は優しく話しかけた。ここ数日、生まれ変わったようなすっきりした気分だった。自分の言動に自信が持てるようになり、なにかとくよくよすることもなくなっていた。なにも問題はないはずだが、妹への自分の態度には違和感がある。なにか慣れないことをしているような──。

　かといって以前がどうだったのかははっきり思い出せない。

「うん、あのね……」

　双葉は弱々しくつぶやいて、うつむいてしまう。妹のそんな態度にも違和感があった。そういえば妹についても色々思い出せない気もするが、あまりにも気分爽そう快かいなのでそんなことはどうでもよくなっていた。

「もし良かったら……相談に乗るよ」

　妹の憂うれいを帯びた目はかわいらしかった。じっと見ているうちに、なんとなくめまいがしてきた。

「もうちょっと？」

「え……なんの話？」

　気のせいかもしれないが、微妙に舌が重くなってきた。

「そろそろかな？」

　不意に双葉が立ち上がった。それを目で追った瞬しゆん間かん、部屋全体がぐらりと傾いた。

「なに……」

　体に力が入らない。腰ががくんと床に落ちて、吉信は床に横たわった。徐々に暗くなっていく視界の中で、無表情に双ふた葉ばが彼を見下ろしていた。




　新しん開かい家の外で待っていた翠みどりとカズキは、双葉に呼ばれて家の中へ入った。二人とも学校帰りなのでまだ制服を着ている。

　ダイニングに足を踏み入れた瞬しゆん間かん、翠は立ちすくんだ。

「ど、どうしたの？」

　吉よし信のぶは床の上で薄うす目めを開けたまま倒れていた。

「大丈夫です。ちょっと晩ご飯に睡眠薬を入れただけですから」

　双葉はテーブルの上のカレーを指さした。

「ちょ、ちょっと睡眠薬って……」

　カズキがそう言うと、双葉は唇くちびるを尖とがらせた。

「だってちゃんと眠っててくれないと、また宇宙人って思われちゃうじゃないですか」

　一瞬、翠はカズキと顔を見合わせた。

「あの……謝ってないの？」

　と、翠が言った。そのとたん、双葉は苦しげに顔を逸そらした。

「…………あとで？」

「なんで疑問形なんだよ。ほんとは謝る気ないだろ」

「そ、そんなことないですよ？　一応、謝るつもりなんじゃないかなあ」

　聞いていた翠は、はあ、とため息をついた。双葉が謝らない・謝るつもりもないとしても、このまま帰るわけにはいかない。

「とにかく、記き憶おくは戻すよ。でも、後でちゃんと謝ってね」

「…………はあ」

「『はい』だろそこは……」

　と、カズキ。

　翠は制服の上着のポケットから「アネモネ」と呼ばれる金属の管のようなものを出した。吉信の頭の脇わきにぺたんと腰を下ろして、口の中に管の先端を入れる。

　そして、吉信の抜かれた記憶──プネウマの入ったビンを取り出した。

　ふと顔を上げると、カズキと双葉が翠のしていることをじっと見つめている。これからプネウマを吉信の口の中に吹きこむのだが、なんとなく翠は恥ずかしくなってきた。

「ごめん、二人ともちょっと後ろ向いててくれる？」

　特にカズキに見られるのは抵抗がある。どうしてもカズキにアンチメモニクスを使った時のことを思い出してしまう。あの時はアネモネが壊れていたせいで、口移しで記憶を戻すはめになったからだ。

「あ、うん。分かった」

　カズキはうなずいて、双ふた葉ばと一緒にくるりと背を向けた。

　翠みどりはビンの中身を自分の口に含んで、自分も金属の管の端をくわえる。それから吉よし信のぶの口の中に一気にプネウマを流しこんだ。

　体内にプネウマを受け入れた吉信の体がぴくっと震ふるえる。ほんの少しだけ開いているまぶたの奥で、吉信の瞳ひとみがかすかに動いた気がした。

（あれ、起きてる……？）

　アネモネを引き抜きながら、翠は吉信の目元を確かめようとする。

　その時、背後から誰だれかの視線を感じた。

「あの、まだ見ないでくれると……」

　振り返った翠は凍りついた。

　ダイニングと廊ろう下かをつなぐドアのところに、アネモネを手にした風ふう花かが立っていた。カズキもぽかんと口を開けている。

「……なんで姉さんがここにいるの？」

「え、だって翠ちゃんが記き憶おくを戻したら次はわたしの番だもの」

「どういうこと？」

　翠は双葉に尋たずねるが、返事はなかった。代わりに風花が答える。

「だからこの前、頼まれたのとは別の記憶を抜いてしまったものだから、改めてちゃんと抜きに来たの」

　そう言いながら風花は翠の方へ近づいてきた。

　不意に翠は猛もう烈れつに腹が立ってきた。好き勝手に風花が記憶を抜きまくるせいで、翠がどんなに苦労しているか──。

「なにしてるの。早くどいてちょうだい、翠ちゃん」

　腰に手を当てた風花が、偉えらそうに翠を見下ろしている。

「翠ちゃんはどうだか知らないけど、わたしは色々と忙しいのよ？」

　翠の中でなにかがぷちんと切れる音がした。

　彼女はすくっと立ち上がると、

「忙しいのはあたしの方だっ！」

　と、叫んで宙を飛んだ。

　次の瞬しゆん間かん、翠の両足が風花の巨乳に食いこんだ。
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　次の日の午後。再び新しん開かい家の居間で、吉信と村むら雨さめが向かい合っていた。

「む、村雨さん。昨日の夜、また宇宙人がぼくのところに来たんですけど……」

　と、吉よし信のぶは言った。

　村むら雨さめは疑り深そうに目を細めて、スケッチブックと吉信の顔を交互に見比べた。

　吉信はこの前とはうって変わって、背中を丸めて聞き取りにくい声で喋しやべっている。すっかり以前のおどおどした彼に戻っていた。

（まあ、性格は直ったみたいだな）

　しかし、直っていないものもある。村雨は吉信が描かいた新しいスケッチを見下ろした。

「き、昨日の宇宙人はもう一人いました」

　そこにはゴスロリのグレイと一緒に、双ふた葉ばと同じ学校の制服を着たグレイが描えがかれている。こちらはゴスロリの方とは違って貧乳の部類だった。

「こないだと同じで、顔はよく見えなかったんですけど、服とかポーズは正確です」

「…………で、ポーズはこれ？　三十二文ミサイル？」

「え？　は、はい。間違いないです」

（いや間違えてるだろ、色んな意味で）

　スケッチの中では、貧乳・制服のグレイが、巨乳・ゴスロリのグレイに見事なドロップキックをかましていた。

「この後は？」

「ぼ、ぼくが必死になって体を動かしたら、二人ともどこかに逃げていきました。他ほかにも部屋の中に何人かいたと思うんですけど……」

　村雨はスケッチブックを閉じて、テーブルの上に放り投げた。吉信も村雨の渋しぶい表情に気づいたらしい。

「あの……ヘタでしたか？」

　吉信がおずおずと言った。

「はあ？　そういう問題じゃね……あ、いや」

　思わず本音が口をついて出そうになって、慌あわててもごもごと口の中でかみ殺した。

「……まあ、君も疲れてるんだと思うよ。だから、あり得ないものを見たんじゃないかと」

「げ、幻げん覚かくじゃありません！」

　と、吉信は首を振った。

「それに村雨さんだって言ったじゃないですか。こういうのは典型的な遭そう遇ぐう例れいだって」

「それはそうだけど、この服はねえ……しかもプロレスの最中だし」

　中学生やゴスロリのコスプレをして戦う宇宙人が「典型的」と言った憶おぼえは絶対にない。

「ぼ、ぼくも最初は変だと思いましたけど、見たものをそのまま信じればいいって思ったんです。し、真実なんだから」

　村雨は口を開きかけたが、結局なにも言えなかった。

「見たものをそのまま信じろ」──この前彼自身が口にしたことである。

「でも、もうちょっとこう……検討が必要なんじゃないかな。例えば別の可能性も考えられると思うよ」

「別の可能性？」

「たとえば……えー、君の妹の双ふた葉ばちゃんがいたずらをしたとか」

「双葉が？　まさかそん……」

　突然、はっと吉よし信のぶは息を吞のんだ──なにか思い当たるフシがあるようだった。

　みるみるうちに表情が暗くなる。

（マズい。なんか気づいたか？）

　双葉の名前を出したのは失敗だったかもしれない。

　どうフォローしようかと焦あせっていると、吉信がぐっと村むら雨さめの方に身を乗り出してきた。

「あの、ちょっと村雨さんにお願いがあるんですけど」
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　その日の夜。

「早くご飯食べてよ、お兄ちゃん」

　と、双葉が言った。兄の前には昨日の残りのカレーが湯気を立てている。しかし、吉信はまったくそれに手を付けようとしない。

（どうしたんだろ）

　双葉は不審に思った。

　昨日の晩、山やま姫ひめ風ふう花かにもう一度記き憶おくを抜いてもらうつもりだった。

　しかし、その前に山姫姉妹が大げんかを始めた上、吉信が目を覚ましそうになったので、慌あわてて風花たちに帰ってもらったのだった。

　だから風花には今日も来てもらっている。今いま頃ごろは新しん開かい家の外で待っているはずだ。

　改めて記憶を抜いてもらうために、一刻も早く吉信を眠らせたかった。しかし、なぜか睡眠薬入りカレーには手を付けようとしない。

（ひょっとして、気がついたのかな）

　しかし、兄が罠わなに感付くというのは今までにないことだった。一度はまった罠でも同じである。

「片づかないから、ほんとに早くして」

「……お、お前に話がある」

　吉信が怒りのこもった声で言った。双葉は今度こそ驚おどろいた。兄から「お前」と呼ばれたのは生まれてこの方数えるほどしかない。

「このカレー、な、なんか入ってるんだよね？　なんかの薬とか」

　いきなり真実を突かれたが、双ふた葉ばはすぐに切り返した。

「なに言ってんの。バカみたい。なにが入ってんのよ？」

「じゃあ、た、食べてみなよ」

　と、双葉の方に皿を追いやった。双葉はいい匂においを放っているカレーを見下ろす。

　昨日、思ったよりも早く兄が目を覚ましてしまったので、さらに多くの睡眠薬を加えてある。一口食べただけで間違いなく眠ってしまうはずだった。

「……あたし、カレー嫌いだから」

　涼しい顔で双葉は言う。もちろん、吉よし信のぶは納得しなかった。

「き、昨日は食べてただろ！」

「昨日の夜から二十四時間も経たってるでしょ？　食べ物の好き嫌いぐらい変わるの！」

「そ、そんなバカなはずが」

「ちょっと、疑ってるの？　お兄ちゃんのくせに」

「お、お兄ちゃんなんて呼ぶな！」

　吉信は叫んだ。双葉は思わず飛び上がりそうになる。怒っているのは確からしいが、同時に緊きん張ちようしているらしくやたらと口ごもっていた。

「この前からおかしいって思ってたんだ。な、なんでぼくが村むら雨さめさんと話してるといちいち邪じや魔まするんだろうって」

「あんなヤツ、噓うそつきだからに決まってるでしょ」

「な、なんでそんなことお前に分かるんだよ」

「それは……」

　双葉はなにも言えなくなった。あたしが噓をついたからです、ごめんなさい、とはどうしても言えなかった。

「やっぱり……ぼ、ぼくの思った通りだったんだ。ほ、本当はお前が……」

　吉信は震ふるえながら双葉にスプーンを向けた。バレちゃったんだ、と双葉は思った。

　なぜか初めて罪悪感が湧わいた。最初から自分の口で説明して謝る方がよかった気がする。双葉はいつになく神妙に兄の言葉の続きを待った。

「……お前が宇宙人だったんだ」

「うん、あたしが宇宙……ってええっ？」

　うなずきそうになっていた双葉は、心の底からぎょっとした。

「お、お前が双葉になりすましてたんだな！　妹を返せ！」

　吉信はスプーンをテーブルに叩たたきつける。ちゃりん、と金属音が響ひびいた。

「公園であのビデオを撮った時の宇宙人がお前だったんだ。背の高さだって双葉と同じぐらいだったし！」

「だ、だってあれはあたしだったから……」

　どちらも双ふた葉ばなのだから、背の高さが同じなのは当たり前だ。しかし、吉よし信のぶはその言葉に大きくうなずいた。

「ほ、ほら、やっぱりお前が宇宙人だ！」

　双葉の顔から血の気が引いた。話がとんでもない方向に流れている。

「あの変な服の宇宙人たちはお前の部下なんだろ？　き、きっとあいつらに命令してぼくの記き憶おくをいじくろうとして……」

「バカじゃないの？　全然違うってば！」

「じゃあ、どこが違うのか言ってみろよ」

「ど、どこって……」

　一言ではとても説明できそうにない。

　あの時宇宙人の格好をしていたのは確かに双葉だし、吉信の記憶の操作を頼んだのも本当だ。根本的に間違っているのに、微妙に事実にかすっている。

「あれ？　ちょ、ちょっと待って。こんがらがってきちゃった」

「ご、ごまかそうとするな！」

「違うの！　とにかくあたしは宇宙人じゃないし、あの人たちもあたしの部下とかじゃなくて」

「あの、まだかしら？」

「いいから黙だまって聞きなさいよ！　…………えっ？」

　双葉はぎょっとしてダイニングのドアの方を振り向いた。

　そこには黒いワンピースの風ふう花かが立っていた。

「な、なんでこんなところにいるんですか？」

「だって、なかなか呼びにこないから待ちくたびれたの」

　と、風花が唇くちびるを尖とがらせる。

「ヒィ───！」

　悲鳴が二人の会話を遮さえぎった。吉信は風花を見て目と口を大きく開いている。

「おおお、お前は！」

「あら、こんばんは」

「なななにしに来たんだよ！」

「なにって……そこの人に頼まれて、あなたの記憶を抜きにきたのよ？」

「ああっ。それ言っちゃダメっ！」

　双葉はうめき声を上げる。

　吉信はよろよろと後ずさりする。庭に通じる窓を背にして、後ろ手に窓の鍵かぎを探さぐった。庭へ逃げるつもりらしい。

「ちょっと待ってお兄ちゃん！　この人は違うの！」

「ち、違わないだろ！　お前に命令されたって言ったじゃないか。お、お前ら、人間のふりなんかしやがって！」

「命令じゃなくて頼んだの！　た、頼んだけど……えーっと、とにかく、あたしもこの人も人間なんだから！」

　それを聞いた風ふう花かが、不満げに頰ほおをふくらませた。

「わたし、人間じゃなくてよ？　そういう誤解をされると困るわね……」

「ほ、ほら、やっぱり！」

「ああっ！　もうっ！」

　双ふた葉ばは頭を抱かかえたくなった。その瞬しゆん間かん、吉よし信のぶの背後にある窓が勝手にがらりと開く。

「もう！　またあたしの姉さん呼んでる！」

　庭には翠みどりとカズキが立っていた。

「うわあ──っ！」

　吉信ははじかれたように窓から離れて、翠の鼻先に指を突きつける。

「お、お前も人間じゃないんだなっ！」

「えっ、あたしっ？」

　いきなり話を振られて翠は驚おどろいたようだった。

「人間なのか！　こ、答えろ！」

「あ、あたしは……」

　なぜかおろおろと翠は隣のカズキを見る。それに答えたのは風花だった。

「わたしが人間じゃないんだもの。翠ちゃんが人間のはずないわよ？」

　翠は戸と惑まどったように口をつぐんでしまう。

　混乱の極みに達した吉信が他ほかの四人を順々に指さしていった。

「や、やっぱり人間じゃないんだ！　お前も！　お前も！　お前も！　お前も！」

「えっ。俺おれも？」

　と、カズキが聞き返す。しかし、それは今の吉信の耳には入っていないようだった。

「お前らみんな宇宙人だっっっ！」

　吉信は裸足はだしのまま庭へと飛び降りる。そして、翠とカズキの間をすり抜けるように走り去っていった。

「ああっ！　お兄ちゃん待って！」

　双葉は窓へ駆け寄る──噓うそつきとは言われなかったが、宇宙人と言われてしまった。

　なぜかその方がずっと胸が痛む気がした。
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　村むら雨さめは新しん開かい家から百メートルほど離れた月つき極ぎめ駐車場に立っていた。

（まったく、なにやってんだ俺おれは）

　昼間、村雨は吉よし信のぶに「妹が宇宙人かもしれない」という話を聞かされていた。ついては双ふた葉ば（によく似たもの）を問いつめるので、万が一に備えて家のそばで待機していてほしい、と頼まれたのだった。

（あの妹が宇宙人のワケねえだろうが）

　とは思ったが、そうはっきりと否定するわけにもいかない。それで、こうして夜にもかかわらずここで待っているのだった。

（まあ、これも金のためだ）

　そう思った時、駐車場にジャージ姿に裸足はだしの吉信が駆けこんできた。

「村雨さん！」

　と、吉信は駆け寄ってくる。

「や、やっぱりあいつは宇宙人でした！　他ほかの宇宙人も全員ぼくの家に集まってきたんです！　あいつらきっとぼくの頭を操作して自分たちの奴ど隷れいに」

[image: ]

　村むら雨さめは半笑いで聞いていたが、

「……本物だな、こいつ」

　と、ついつぶやいてしまった。ここまでアブない奴やつだとは思わなかった。

「えっ」

「あー、いや。よく分からないんだけど、一体なにがあったのかちゃんと……」

　そこへ双ふた葉ばが駐車場に走ってきた。彼女も裸足はだしである。

　黒いワンピースのゴスロリ女、中学の制服を着た女の子がそれに続いて、最後にこれも制服姿の少年が駐車場に現れた。




「お兄ちゃん！」

　と、双葉──によく似た「宇宙人」が叫んだ。吉よし信のぶは思わず村雨の背後に回る。

「お、おい」

　村雨が戸と惑まどい気味に言ったが、吉信はそれを無視して「双葉型の宇宙人」に言い返した。

「お、お兄ちゃんじゃない。お前はぼくの妹じゃないんだから！」

　一いつ瞬しゆん、相手がひるんだように見えた。ますます吉信は自分の考えに自信を持った。あの双葉が吉信の言葉に動揺するはずがない。

「い、妹をどこへやった！」

「あたしが妹の双葉！　ちゃんと話聞いて！」

「は、話なんて言って、どうせまたぼくを騙だまそうとするんだろ」

　吉信にはもうすべて「分かる」気がした。

　きっかけは村雨だった。宇宙人たちは村雨が現れたことで、真実が明らかになるのをおそれた。それで吉信の記き憶おくを変えようとしている。

「あの時、お兄ちゃんがビデオに撮った宇宙人があたしだったのっ！」

「だ、だからお前が宇宙人だって言ってるだろ！」

「違う！　あたしが宇宙人のフリしてたの！」

「……ちっ」

　その時、なぜか村雨が舌打ちした。

「あのＵＦＯも宇宙人も全部あたしが作った偽にせ物ものなの！　お兄ちゃんを騙しただけ！」

　一瞬、その言葉にぐらりと心が傾きかけたが、すぐに持ちこたえた。

「に、偽物って……本物だったじゃないか！　どう見たって！」

「……そこまでリアルだったか？」

　低い声で村雨がまたつぶやいたが、吉信はほとんどその言葉を意識していなかった。

「だって双葉ががんばって作ったんだもん！　お兄ちゃんにイタズラしようと思って！」

「そ、そんな下へ手たな噓うそついたってダメだ！」

　吉よし信のぶは激しく首を振った。心の中にはもう絶対に「宇宙人」には騙だまされないという強い決意があった。

「に、偽にせ物ものだって言うなら、証拠を見せてみろ！　つ、作ったっていう証拠がなにかあるはずだ！」

「そ、そんなものないよ……全部捨てちゃったもん……」

　弱々しく「宇宙人」は言った。吉信はふんと鼻を鳴らした。

「ほら見ろ！　お前は双ふた葉ばじゃないんだ！」

「とにかく、あたしは双葉なの！　ほんとなんだから！」

　地じ団だん駄だを踏みながら彼女は言った。少し声に涙がからんでいる。それに、目のあたりを何度もこすっていた。

（あんなの演技なんだ）

　と、吉信は思う。双葉が吉信の前で泣いたりするはずがない。

「噓うそをつけ！　そろそろ正体を現せ、この宇宙じ……」

　その時、双葉が人差し指をぴしっと吉信に向ける。そして、両目からぽろぽろ涙を流しながら叫んだ。

「お兄ちゃんのくせに生意気だぞ！」

　吉信の全身にぞっと戦せん慄りつが走る──それは条件反射に近いもので、しかも妙に懐なつかしかった。

「あたしに逆らったら、また物置に一晩閉じこめるんだから！」

　吉信はごくりと唾つばを飲みこんだ。

　確かにそんなこともあった。あれは吉信が小学校に入りたての頃ころだった。暗いところが苦手かもしれない、と言ったらいきなり物置に連れていかれて鍵かぎをかけられたのだ。

　その時の恐怖がありありと蘇よみがえって、吉信の背中にどっと嫌な汗が噴き出した。

「また自転車のブレーキ壊して、坂の上から押してやるんだから！」

　彼の体が小刻みに震ふるえ始めた。

　あの時は死ぬかもしれないと本気で思った。結局途中のカーブで自転車ごと転んで、腕にはまだ二針縫ぬった跡が残っている。

「本当にひどいことされてたんだな……」

　村むら雨さめが同情に堪たえないというように首を振った。

「庭に生えてるヘンな色のキノコでスープ作って、ムリヤリ食べさせるんだから！　うわあああん！」

　こらえきれなくなったように、彼女は大声を上げて泣き始める。

　吉信の腹のあたりがきりっと痛んだ。あのキノコスープを飲まされた時は、腹痛で一晩眠れなかった。

　それでも双葉は笑っていた。楽しそうに。

　今のように泣いてはいなかった。

「おい……顔色悪いぞ？」

　遠えん慮りよがちに村むら雨さめが声をかけてくる。しかし、吉よし信のぶは彼の言葉を聞いていなかった。

　次々と突きつけられる思い出にこの上ない恐怖を感じるのに、なぜか妹の方へ強きよう烈れつに引き寄せられている気がした。

「……双ふた葉ば……」

　吉信はふらりと村雨のかげから離れて、彼女に近づいていく。彼を動かしているのはほとんど本能に近いものだった。

　妹の言うことを聞かなければならない。妹のすることには耐えなければならない。

　そして、妹を泣かせてはならない。

「あと……あと、スタントマンごっこで……お兄ちゃんの服に……」

　両方の拳こぶしで両目を覆おおって、鼻をすすり上げながら双葉は言った。

　目の前で泣きじゃくっている少女は、もう宇宙人には見えない。どこまでも噓うそつきで凶暴でかわいい自分の妹だった。

「ライターで火を点つけるから！」

　と、言いながら双葉は顔を上げた。

　吉信はふっと微笑ほほえむ。

「あ、あの時は双葉も慌あわててたね……消火器が見つからなくて」

　その瞬しゆん間かん、双葉の顔がぐしゃっと歪ゆがむ。

「お兄ちゃんのバカ！」

　そして、双葉は吉信に渾こん身しんのさば折りをかけた。

　──のではなく、力いっぱい抱だきついてきた。ちょうど吉信の鼻の下あたりに、妹の髪の毛の分け目がある。

「バカバカバカバカお兄ちゃんのバカ！」

　双葉は泣き続けている。バカ、という罵ば倒とうに不思議な心地よさを感じながら、吉信は双葉の頭を撫なで続けた。




　ふと振り向くと、村雨の姿が消えていた。
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「まったく、全部バラしやがって、あのガキ」

　と、ぼやきながら村雨は夜道を歩いていた。

　吉信たちが妙な兄妹きようだい愛あいを確かめ合っている間に、彼はとっととその場を立ち去った。もうすべてが終わったと分かったからである。

　以前から村むら雨さめは双ふた葉ばがあの映像を仕組んだ可能性が高いと踏んでいた。ＵＦＯなど存在しない以上、どこかに犯人がいるはずだ。かといって吉よし信のぶに噓うそをついている様子はない。そうなると、犯人は発見者に一番近い人間の可能性が高い。

　もっとも、双葉自身が自分から種を明かすとは思っていなかった。村雨に反感はあっても、自分をあえて追いつめるようなことはしないように見えた。

　むしろ時期を見て、小こ遣づかいでもちらつかせて自分の味方につけようと思っていた。

「全部パーだな。金とか金とか金とか」

　村雨はつぶやいた。せっかく少しはまとまった金が手に入ると思ったのに。

「あーあ。どっかに落ちてねえかな。金目のものとか、金になる話とか、死にそうな金持ちとか……」

「その金銭欲があなたの悩み？」

　背後から異様に涼しげな声が聞こえた。振り向くと、さっき双葉と一緒に来たあのゴスロリ女が立っていた。きっと吉信がスケッチに描かこうとしたのは彼女なのだろう。

（結局、誰だれなんだこいつは）

　警戒心が頭をもたげた。なんとなくこのまま話を続けてはいけない気もしたが、同時にもっと彼女の声が聞きたいという欲求がむくむくと湧わき上がってきた。

[image: ]

「……どうして俺おれを追いかけてきたんだ？」

「ええ。だって悩みがありそうだったから」

　彼女と話していると頭がくらくらしてくる。酒にでも酔よったような気分だった。

　村むら雨さめは遠えん慮りよなく相手の体を眺ながめ回した。服装はあまり好みではないが、吉よし信のぶが絵に描かいた通りの巨乳は気に入った。

　人間離れしていると言ってもいい。

「そりゃ……悩みは絶えないな……」

　いつのまにか呂律ろれつが回らなくなっていた。頰ほおが勝手に緩ゆるんでくる。もっともっとこの女と話したかった。もう警戒心などどこかへ飛んでいた。

「やっぱり、お金なのね？」

「ああ……そうだ……金のことがいつも頭から離れないんだ。一体どうしたら……」

「あらそう。それなら、話は簡単だわ」

　微笑ほほえみながら女は村雨の方へ近づいてくる。右手には金属の管のような道具を、左手には空の小ビンを持っている。

　村雨もつられて笑顔を浮かべつつ、迫ってくる彼女を見守った。
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　数日後の昼休み。

　午前の授業が終わって、カズキと翠みどりが校舎の渡り廊ろう下かを歩いていると、前から吉信が走ってきた。かなり急いでいるらしいが、二人に気づくと手を振ってきた。

「あ、ど、どうも」

　おどおどした態度は相変わらずだった。

「よう」

「こんにちは」

　カズキと翠は同時に言った。

　二人が吉信に会うのはあの日の晩、泣いている双ふた葉ばを連れて吉信が家に帰っていくのを見送って以来だった。吉信たちがどうなったのかカズキと翠も気になっていた。

「こ、この前はどうもありがとう。宇宙人とか言ってごめん」

　と、吉信は丁てい寧ねいに頭を下げてきた。

「いいよ、そんなの気にしなくて」

　カズキが慌あわてて言った。

「でも、悪いし……二人とも妹の相談に乗ってもらってたのに」

　どうやら、双ふた葉ばはカズキたちをそういう風に説明したらしい。

「昔のこと、妹さんから詳しく聞いた？」

　と、翠みどりが尋たずねる。

「うん。詳しく聞いたよ。どうやってぼくを騙だましたのかも、全部」

　なぜか吉よし信のぶはにこにこ笑っている。カズキならそう簡単に許せそうもないと思うのだが、価値観が違うらしい。

「それ聞いて、前より妹と仲良くなったと思う。今日もこれから一緒に昼ご飯食べるんだ。まあ、妹がインチキしてたのは分かったけど、ＵＦＯとか宇宙人とかに興味があるのは変わらないんだ。だから、もっと自分でちゃんと調べようと思って」

　カズキは吉信の言葉に感心した。あんな目に遭あって、前向きに考えるのはなかなかできることではないと思う。

「あのオカルトライターの人は？　あれからまだ家に来てる？」

　カズキが尋ねると、かすかに吉信の表情がくもった。

「ううん。実家に帰るみたいだよ。一回電話で話したけど、『お金ってなんだと思う？』とかわけの分からないこと聞いてきて」

「なに、それ」

　と、カズキは言った。

「さあ……なんか疲れてたみたい」

　そういえば、風ふう花かも姿を消したままだった。まあ、どうせこの街のどこかにいるに違いなかったが。

「でも、妹にはすごくバカにされたよ。あんなインチキくさい人にどうして騙されてたのって。妹にも心配かけちゃった」

「ええっ」

　カズキと翠は同時に言った。どうして双葉に「心配をかけた」という話になるのか。

「あの、一つ聞いていい？」

　と、翠がおそるおそる言った。

「あの子……ちゃんと謝ったの？」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、吉信がきょとんとした顔をする。

「あ、うん。ぼくがちゃんと双葉に謝ったよ？」

　カズキが首をかしげた。

「ごめん。俺おれ、今なんか聞き間違えたかも……誰だれが誰に謝ったって？」

「ぼくが、双葉に」

「はあ？」

　その時、吉よし信のぶの携帯が鳴った。彼は慌あわてて携帯を耳に押し当てる。

「あ、双ふた葉ば？」

　と、彼は言った。

「ごめん。まだ買いに行く途中……コロッケパンの他ほかにアップルパイも？　うん。あと三分で戻……分かった。二分で戻るから」

　吉信は携帯を切った。少しせっぱ詰まった表情になっている。

「悪いけど、そろそろ行かないと。双葉のパン買うから！」

　二人を残して吉信は走り出そうとした。

「あ……うん」

（仲いいっていうより、パシリだよそれは）

　カズキは心の中でつぶやいた。

　吉信は満足しているようだが、結局迷めい惑わくをかけられただけで、得たものはなにもないように見える。

（いいのかな、これで）

　その時、視界の端の方でなにかが動く。カズキは窓越しに空を見上げた。

　雲一つない青空の中を、白い光がまっすぐに横切っていく。太陽にかぶさってシルエットははっきり見えない。吉信の撮ったあの「ＵＦＯ」がカズキの頭をよぎった。

（……噓うそだろ）

　カズキは吉信を見る。彼も空を見上げていたが、別人のように落ち着いていた。

「あれさ……」

　と、カズキが言いかけた時、吉信が黙だまって窓を開けた。

　かすかにキーンという爆音が聞こえる──ジェットエンジンだった。

　とたんにカズキの体から力が抜ける。太陽の光を反射しているだけらしい。目を細めると翼つばさの輪りん郭かくも見えた。

「そう簡単に騙だまされなくなったよ。今度のことで」

　吉信がカズキに笑いかけた。

「あれは飛行機だから」

　と、彼は言った。







[image: 第四話　犬男の恐怖]
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　縁側の下から顔を出してみると、曇り空が広がっている。それでも太陽が高い位置まで動いているのは分かった。朝の食事の後でうとうとしているうちに、かなり時間が経たってしまったらしい。

　古い空き家の縁側の下が今の住みかだった。

　ここへ来てからまだ数日だが、あまり外を出歩く気にはなれない。あまり沢たく山さんの人間にここにいることを見られたくなかった。

　姿を見せてもいいのは、朝と夕方に必ずやってくる人間の女の子と、それよりもほんの少し体の大きな男の子だけだ。いつも女の子の方が食べ物を持ってきてくれる。

　彼女は特別だった。食べ物をくれるし、おとなしくしていると頭や背中をくりくり撫なでてくれる。他ほかには……思い出せないけれど、それだけで十分だろう。その女の子の言うことを聞かなければいけない。

　前に住んでいたところでも、食べ物をくれる人間の言うことを聞くことにしていた。それはとても大事なルールだった。

　男の子の方は食べ物をくれないし、あまりこちらに近づこうとしない。だから全然好きになれない。あの女の子が自分ではなく、あのぱっとしない男の子の方といつも一緒にいるのが不愉快だった。ひょっとすると、あの男の子があの女の子に食べ物をあげているのかもしれない。そう考えるとますます嫌な気分になった。

　自分がもしあの男の子だったら、あの女の子ともっと長い時間一緒にいられるのに。

　ふと、足音が近づいてきた。同時にいい香りが漂ただよってくる。姿は見えなくとも誰だれなのか分かった──あの女の子だ。

　床下から這はい出して雑草をかき分けていくと、裾すそにレースをあしらった黒いロングスカートがひらひらとはためいているのが見えた。彼女はこちらに背を向けている。いつもと違って、長い髪の毛の先をくるくると丸めていた。

　スカートを見ると、つい中に飛びこんで相手の足にじゃれつきたくなる。特に裾に派手な飾りがついているスカートが好みだった。ますます嬉うれしくなって飛びかかろうとしたその時、彼女が振り返った。

　ぴたりと足が止まる。目の前にいるのはあの子ではなかった。よく見れば少し背が高すぎるし、体つきも全然違う。少し瘦やせているあの子に比べると、体のでこぼこがはっきり目立つ──特に胸のあたりが。

「あら……こんにちは」

　彼女は笑顔を浮かべながら膝ひざを屈かがめた。気がつくとあごのあたりを軽く撫でられていた。あの食べ物をくれる女の子とよく似た香りがする。少しだけ安心した。

「名前はなんていうの？」

　返事はしなかった。なにしろ自分は──。

「あ、答えられないわよね……犬だもの」

　そういうことだった。

　食べ物をくれるあの女の子は、以前からの飼い主ではない。ここへ迷いこんでから、世話をしてくれるようになっただけだ。

「いつからここに住んでるの？」

　小さな円を描えがくように背中を撫なでながら、彼女は問いかけてきた。話せないのがもどかしかった。

　こんな時に人間だったら、なんでも答えられるはずなのに。

　ふと、彼女は手を止めた。不思議そうに首をかしげている。

「あなた、前にどこかで見かけた気がするわ……」

　そう言われても、こちらには見覚えがない。彼女はさらに身を屈かがめて顔を近づけてくる。

「どこでだったかしら……あら？」

　彼女の目が不意にきらっと青く光った。驚おどろいて体を引きそうになる。

　一いつ瞬しゆん、なぜか目の前の相手が人間ではないような気がした。

「なにか悩みがあるようね？」

　と、彼女は言った。

「良かったらわたしに話してみない？　……犬は専門外だけど」

　なにを言ってるんだろう、と犬は思った。




　　　　　　２




　私立大だい途と学園は昼休みを迎えていた。

　ここ中等部の三年三組でも生徒たちが教室のあちこちでおしゃべりしながら昼食を食べている。

　山やま姫ひめ翠みどりは今け朝さ自分で作った弁当を食べながら、机を挟はさんで座っている篠しの原はらカズキをちらちら見ていた。カズキは朝コンビニで買ったらしい卵サンドのラップをはがすのに集中していて、彼女の視線には気がついていない。

（今日もお弁当じゃないんだ）

　このところ、翠はそれが気になっていた。

　二人は窓まど際ぎわの一番後ろの机を囲んでいる。

　そこはカズキの幼おさな馴な染じみの野の乃の森もり慎しん介すけの席だったが、用事があるとかで職員室へ出かけたまま帰ってこない。普段はその三人に翠みどりの友達の木き戸ど原はら千ち晴はるを入れた四人で昼食を食べているが、今日はたまたま千晴が休みだった。

　二人で一緒にいると、クラスメイトの視線を感じる。あまり教室ではカズキと二人だけで過ごさないようにしていた。このクラスへ編入した時から、「あの二人は付き合っている」という噂うわさが立っていた。

　もちろん、カズキとは付き合っていない。

　そんな風になるはずもない、と思う。

　彼女は──いや、彼女の一族は人間ではない。人間の男性を魅み了りようし、その記き憶おくを抜き取る力を持った「山やま姫ひめ」の末まつ裔えいだった。古くからこの国に住む妖よう怪かいのようなものだ。この街へももともとは故郷から逃げ出してきた姉の風ふう花かを追ってきた。この街に住むことを許されているのも、どこかに姉が潜伏しているからだ。

　翠はカズキの祖母が経営するアパート・浮うき雲ぐも荘そうに一人暮らしをしている。カズキたちもアパートと同じ敷地にある母おも屋やに住んでいて、カズキとは同じ家に住んでいるようなものだ。

「……ん？」

　ふと、カズキは顔を上げた。翠は慌あわてて目を逸そらそうとしたが、彼が見ているのは窓の外だった。

「あ、雨だ」

　その言葉の通り、窓には小さな雨つぶが次々とぶつかっている。いつのまにか空も鉛なまり色いろに変わっていた。

「あたし、今日は傘かさ持ってない」

「俺おれ、持ってるよ……っていうか、学校に置きっぱなしにしてた」

　水滴はあっという間に窓ガラスを埋うずめ尽くして、何本もの筋になって流れ落ちていた。窓の向こうからかすかに雨音が聞こえる。

「俺の傘に入っていく？　どうせ一緒に帰るんだし」

　翠はどきっとした。確かにカズキとは学校へも毎日一緒に行き来している。今日たまたま一つの傘で一緒に帰ったからといって別におかしくはない──はずだ。

　カズキの様子はいつもとなにも変わらなかった。翠の方が意識しすぎているのかもしれない。

「うん……ありがとう」

　なるべくいつもと同じ声で翠は答えて、傘の話を頭から追い出した。

「……犬、大丈夫かな」

　と、翠は言った。数日前、アパートの裏の空き家へ迷いこんできた犬に、翠は毎日エサをやっている。茶色の毛の長い小型犬で、本で調べたらミニチュアダックスフントという種類だった。本当は部屋の中で飼いたかったが、浮雲荘にはペット禁止の規則がある。

「縁の下の奥に入れば大丈夫だと思うけど、帰りに見に行こうよ」

　と、カズキは言った。翠みどりの他ほかに犬のことを知っているのはカズキだけだった。食べ物をあげに行く時は必ず付き合ってくれる。

「あの犬、カズキ君には馴なれないよね」

「俺おれは遊ぼうとしないし、エサもやらないからさ」

　カズキは卵サンドにかぶりついた。

「犬ってエサをくれる人を大事にするらしいよ。飼い主だと思うんだってさ」

　卵サンドをほおばりながら器用に喋しやべって、ごくん、と喉のどを動かして吞のみこんだ。そして、なにげなく付け加えた。

「人間もそうかもな。ひょっとすると、どんな弁当でも食わされてるうちに体の方も馴れて……」

　自分の考えが恐ろしくなったというように、なぜかぶるっとカズキは体を震ふるわせた。

「……お弁当がどうかしたの？」

「え？　い、いや……別に……」

　なんとなく、カズキの顔が青ざめているように見える。

「この前から思ってたんだけど、カズキ君っていつもパンだよね」

　一いつ瞬しゆん、カズキは手の中のサンドイッチを見下ろした。

「うん。まあ……」

「おばあちゃん、まだ具合悪いの？」

　ギックリ腰で入院していたカズキの祖母は一週間前に退院している。ほとんど話したことはないが、てきぱきと家事をこなすタイプに見えた。孫に弁当を作らないのは不思議な気がする。

「いや……元気だけど、弁当は作らないことになってて……」

　翠は軽く咳せき払ばらいをした。この前からずっと言おうと思っていたことがあった。

「あのね、もし良かったら……」

　あたしがお弁当作ってあげようか。

　しかし、そう続ける前にカズキが口を開いた。

「俺は弁当というモノが好きじゃない」

「え？」

　翠は思わず聞き返した。

「……ということになってる」

「ど、どういうこと？」

「うちのばあちゃんは俺の弁当を作りたいらしい。でも」

　カズキは深くため息をついた。

「俺がいらないって言ってるんだ」

「どうして？」

　沈ちん黙もく。カズキは重そうに口を開いた。

「その……料理、下へ手ただから」

「は？」

「まずいんだ、うちのばあちゃんの料理。なんか食べれば食べるほど体の具合が悪くなるっていうか……毒は入ってないと思うんだけど……」

「そ、そんなこと言っちゃダメだよ。自分のおばあちゃんの料理でしょ？」

　カズキは苦り切った表情を浮かべる。

「噓うそじゃないんだよ。ホントにシャレになってないんだ……」

「……」

　カズキの話はよく分からなかったが、翠みどりは少し安心してもいた──本当に弁当が嫌いなわけではないらしい。再び翠は勇気を振り絞った。

「あ、あのね、カズキ君。お弁当のことなんだけど、もし良かったらあたしが……」

「ただいまっ！」

　そこへ慎しん介すけが帰ってきた。手近な椅い子すを騒そう々ぞうしく引き寄せて座ると、バッグの中から弁当箱をすごい勢いで取り出した。

「うー、腹減った！　なんか大した用事じゃないのに長引いちゃって！」

　翠は恨うらみがましく慎介を見た。慎介の前で弁当のことを言い出すのは恥ずかしい。それに、カズキの表情はまだ暗かった。なにか料理にまつわる嫌なことを思い出しているのかもしれない。

「慎介、うちのばあちゃんの料理なんだけど」

　と、カズキは言った。

　慎介が弁当箱を開けかけた姿勢で凍りついた。指から箸はしがこぼれて膝ひざに落ちる。喉のどになにか詰まらせたように真まっ青さおになっていた。

「ど、どうかしたのカズキ？　まさか山姥やまんばが今度食べに来いって言ってたとか……？」

「違う違う。うちのばあちゃんの料理ってまずいよなって話してて……」

　と、カズキが言う。とたんに慎介は胸を押さえながらふうっと息をついた。

「なんだよカズキ！　真ま面じ目めな顔でそんな当たり前のこと言うなよ。あー、驚おどろいた」

　一体どんな料理なのだろう、と思ったが、もう一つ気になることがあった。

「あの……山姥って誰だれ？」

　カズキたちは目を見合わせる。

「うちのばあちゃんのあだ名。今でもこのへんの子供はみんなそう呼んでるみたい」

「な、なんでそんな……」

　カズキの祖母は確かに少し変わっているように見えるが、山やま姫ひめである翠には十分普通の「人間」に見えた。

「見た目が強そうだし……それに口くち癖ぐせが……」

　と、カズキが口ごもる。その後を慎しん介すけが引き継いだ。

「『食っちまうぞ！』だから！　ほんとに食べそうなんだよ！」
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　午後になると雨はすぐに止やんで、雲の間から光が射さした。浮うき雲ぐも荘そうの壁かべを覆おおっているレンガもスレートの屋根もまだじっとりと湿っていた。

　白いかっぽう着姿の背の高い老女が、アパートの前の道路をほうきで掃はいていた。盛り上がった怒り肩のせいか、女装している男性のようだった。玉ねぎのようにきっちりと結い上げた白はく髪はつもどことなくかつらのように見える。

「や、山姥やまんば！」

　少しおっかなびっくりの子供の声に、彼女はばっと顔を上げた。意志の強そうな太い眉まゆをぎゅっと引き締めて、あたりを鋭く睥へい睨げいする。四、五人の小学生の男子が、電柱のかげに隠れながらこちらを窺うかがっていた。

「食っちまうぞ！」

　ほうきをかざしながら彼女はしゃがれた声で叫んだ。うわー、と悲鳴を上げながら小学生たちが遠ざかっていった。耳を澄ませると、その悲鳴には笑い声も混じっている。肝きも試だめしかなにかのつもりらしい。

「……ふう。こんなもんかね」

　彼女──篠しの原はらトミは満足げに掃き掃そう除じに戻った。さっきの子供たちには想像もつかないだろうが、彼女は子供が嫌いなわけではない。むしろ子供は大好きである。

　しかし、地域社会にはイタズラする子供を問答無用で叱しかり飛ばすような頑がん固こな大人おとな──子供にとっては悪役ヒールが必要だと固く信じていた。「山姥」というあだ名を拝命して二十年、トミは忠実に近所の子供たちの悪役ヒールを演じ続けていた。

（あの子らもすぐにでっかくなっちまうんだろうね）

　トミは無言で感かん慨がいにふける。

（うちのカズキだってあんなにでっかくなっちまったんだから）

　ちなみにこの場合の「でっかくなっちまった」は身長ではない。トミは同年代の女性の中では相当な「大女」で、伸び盛りのカズキよりもまだ背が高い。トミから見ればカズキはまだまだ「チビ」である。成長したと感じるのは心の方だった。

（なにせ、色気づく年とし頃ごろだしねえ）

　トミはアパートに住んでいる翠みどりを思い出す。彼女が入院している間に新しく入居してきた女の子で、毎日カズキと一緒に学校へ行っている。

　最初、トミは翠みどりを浮うき雲ぐも荘そうに住まわせるつもりはなかった。しっかりした保証人がついてはいたものの、中学生の女の子を一人で住まわせるのはよくないと思っていた。

　しかし、契約のために病院に来た翠と会って考えを変えた。性格は素直で、受け答えもはきはきしていて気持ちがよかった。ちょっとぼやっとしているカズキとはだいぶ違う。トミは翠を気に入っていた。

　その時、制服姿のカズキと翠が角を曲がって帰ってきた。




「こんにちは！」

　翠はトミに頭を下げた。トミはほうきを止めると、顔中を皺しわだらけにしてにかっと笑った。金歯がきらりと輝いた。

「ああ、お帰んなさい。二人とも早かったね」

　翠はこの豪ごう快かいな老女が好きだった。失礼だとは思うが、堂々とした体格のせいか「男らしい」という表現がぴったり来る。

「うちのバカ孫、学校で迷めい惑わくかけてないかい？」

「そんなことないですよ。あたしの方が迷惑かけちゃってるかも」

「いやいや。この子、ぼやっとしてるからさ。学校でもなんかやってんだろ。人がなに言ってんだか分かってなかったり」

　翠は昼休みの弁当の話を思い出す。結局、あの後も言い出せないままだった。

「うるさいな。変なこと言うなよ」

　カズキは顔をしかめた。

　翠たちは玄関にバッグを置くと、もう一度門の外へ出ようとする。例の空き家へ犬の様子を見に行くつもりだった。

「どっか行くのかい？」

　トミが尋たずねてきて、翠はどきりとした。

「あの、ちょっと……そのへんまで」

　浮雲荘でペットを飼うのが禁止されているのは、トミが動物嫌いだからだと聞いている。この近くで犬にエサをやっているのをあまり知られたくなかった。

「ああそうかい」

　幸い、トミは二人がどこへ行こうとしているのかあまり気にしていないようだった。

「でも気をつけなよ。今け朝さからここいらを変な女がうろついてるからね」

「変な女って？」

　と、カズキは言った。翠はなんとなく嫌な予感がした。

「相当変だよ。フリルだのレースだのいっぱいついた変なワンピース着てさ。作り方間違えたフランス人形みたいな格好して……」

　やっぱり、と翠みどりは思った。姉の風ふう花かだ。

　彼女は山やま姫ひめ一族に伝わる「アンチメモニクス」の使い手だった。「アンチメモニクス」は人間の記き憶おくを操作する秘術だが、まだ完全に習得していない風花は記憶を「抜く」ことはできても、それを人間に「戻す」ことはできない。結局、「人々の悩みを解消する」などと言いながら、人間の記憶を抜き取って迷めい惑わくばかりかけている。

　翠は風花とは逆に「抜く」ことはできないが「戻す」ことはできる。以前から姉の後始末をするはめになっていた。

「何日か前、駅前の裏通りでも見かけたんだ。スナックとか連れ込み宿とか並んでるいかがわしい通りがあるだろ？　あそこを昼間っからふらふらしててさ……ありゃまともな人間じゃないね」

　あたしの姉さんです、とは言えなかった。トミの入院中、風花がこの浮うき雲ぐも荘そうに勝手に寝起きしていたことをトミは知らない。

「……駅前でなにしてるんだろう？」

　と、カズキは首をひねった。トミはふんと鼻を鳴らした。

「あたしゃこのへんでなにをしてるのかの方がよっぽど気がかりだけどね。とにかく、このお嬢さんになんかあったらお前が守るんだよ」

「え……俺おれ？」

　カズキが思わず聞き返した。

「当たり前だろ！　男の子なんだから！」

　風花が相手なら、どちらかというと翠がカズキを守らなければならない立場の気がする。

　人間が山姫にかなうわけがない。

「その女の人、どっちへ行きました？」

　と、翠は言った。このあたりでまた「アンチメモニクス」の被害者が出るかもしれない。トミは例の空き家へ通じる路地を指さした。

「そこの横道を入っていったよ。一体なにしに行ったんだろうね。あっちは行き止まりだってのに……」

　胸むな騒さわぎがした。あそこには翠がエサをやっている例の犬がいる。

「ありがとうございますっ」

　翠はカズキを引きずるようにして走り出した。
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　古いコンクリートの塀へいに囲まれた空間に、手入れをされていない草木が生い茂っている。どうして解体されないのか、誰だれもが首をかしげたくなるような古い木造住宅がその中にぽつんと建っていた。

　カズキたちは裏庭にいる。翠みどりは地面にしゃがみこんで、縁側の下を覗のぞきこんでいる。カズキはその後ろ姿を見守っていた。やがて、彼女は肩を落としながら後戻りしてきた。

「いない……どうしたんだろ」

　と、翠は不安げに言った。

「ひょっとして姉さんがあの犬になにかしたのかも……」

「え、犬の記き憶おくって抜けるの？」

　翠はうなずいた。

「うん。『アンチメモニクス』のやり方は変わらないよ。記憶の仕組みも単純だから、動物の方がやりやすいぐらい。姉さん、子供の頃ころはよく動物の記憶を抜いたりして遊んでたから……」

　どういう子供だよ、とカズキは思った。

「じゃ、その頃から君が今みたいに記憶を戻してたの？」

「ううん。動物ぐらいだったら姉さんでも記憶を戻せるし。でも、動物だと記憶って人間ほど鮮明じゃないから、細かく記憶を選んで抜いたり戻したりするようなことはできない……はずなんだけど、姉さんのすることだし……」

　カズキも身を以もつて体験したことがあるので、風ふう花かの「アンチメモニクス」がどういうものなのかはよく知っている。一応、彼女の目的は「人間」の悩みの解消だ。犬に人間のような悩みがあるとも思えない。

「あのさ、別に君の姉さんがあの犬になんかしたんじゃなくて……」

「あたし、ちょっと家の玄関の方も見てくる」

　カズキの言葉はあまり耳に入っていないらしい。建物の角を曲がっていく翠をカズキは無言で見送った。

　カズキは雑草や植木の伸びきった庭を見回す。ここには、小さな犬が隠れられる場所がいくらでもある。ちょっと縁の下から出て庭のどこかをうろついているだけだと思う。

　翠のように心配する気にはなれない。もともと、カズキは別に犬好きでもない。

（じゃあ俺おれ、なんで毎日ここに来てるんだろ）

　あのダックスフントもカズキの性質を見抜いているのか、まったくなつかなかった。女の子のスカートにじゃれつくのが妙に好きな犬で、カズキは心の中で「スカートめくり」というまるで愛情のこもらない名前で呼んでいた。

　ただ、翠が犬と楽しそうに遊んでいるのを見るのは好きだった。正直に言えば、楽しみにしていた。

（……ん？）

　犬が好きでもないし、犬に会いたいわけではないのに、毎日ここへ来ている。つまり、翠が好きで、翠みどりに会いたいから、ということに──。

「ならないよ。おかしいだろその理屈」

　カズキは自分で自分にツッコミを入れた。

　ここに来なくとも、翠とは学校でも浮うき雲ぐも荘そうでも一緒にいる。わざわざ会いに来る必要はない。では翠を好きでもないのかというと、そっちはなかなか難しい問題だった。

　翠とは初めて会ったその日にキスまでしている。風ふう花かに「アンチメモニクス」をかけられたのが原因で、言ってみれば事故のようなものだった。二人ともそのことには触れないようにしている。

　カズキはともかく、翠にとってはトラウマに違いない。出会いがそんな調子だったので、むしろカズキはなるべく「普通」に、なれなれしくしすぎないようにしていた。なにしろ学校では「二人が付き合っている」という妙な噂うわさが立っている。

　そういえば、今日の昼休みに翠が弁当のことでなにか言いかけたのが気になっていた。後から考えると、あれは「弁当を作ってあげる」と言いたかったのではないだろうか。

　今からでも聞けばいいのは分かっているが、それを「普通」の態度でどう言えばいいのかよく分からない。「普通」を意識すればするほど、かえって普通ではなくなる気がした。

　素直に思っていることを言えばいいだけなのは分かっているのだけれど──。

（あ、そうか）

　ふと、カズキは思い当たった。もともと、自分は翠ともっと仲良くなりたいし、思っていることをきちんと話したい。いちいち考えすぎて身動きが取れなくなっていた。

「……俺おれ、犬がうらやましいんだ」

　と、カズキはつぶやいた。人間であるカズキは、素直にいつも一緒にいる翠に接したりできない。要するに本能のままに生きているあの犬のようになりたいのだ。

「あら、そうだったの？」

　いきなり生温かい息が耳元にかかって、カズキはほとんど飛び上がりながら振り返る。

　すぐそばでフリルのついた黒のワンピース姿の山やま姫ひめ風花がにこにこと笑っていた。
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「きゃー」

　翠が空き家の玄関の前まで来た時、気の抜けるような女の悲鳴が聞こえた。

「姉さん？」

　風花の声だった。振り向くとあの茶色いダックスフントを抱だいた姉が、裏庭の方からやってくるところだった。

「大変だわー。どうしたらいいのかしらー」

「な、なんなの？」

　翠みどりは戸と惑まどった。風ふう花かの顔はちっとも困っていない。その上、紙に書かれた文章を読み上げているような完全な棒読みだった──が、風花が抱だいているダックスフントがぐったりしていることに気づいて、翠は顔色を変えた。

「ちょっと！　その子どうしたの？」

　目の前にいるにもかかわらず、たった今気がつきました、という感じに風花は大おお袈げ裟さに胸を押さえた。

「あああ、翠ちゃん。ここで会えるなんて偶然だわー。あなたに頼みたいことがあるの」

　と、これまた棒読みで言ったが、翠は無視して彼女の手から犬を奪うばい取った。とりあえず怪け我がもしていないし、ちゃんと息もしている。

「その子はちょっと寝てるだけよー。なにもしてないから大丈夫だわー」

　もちろんそんな言葉は信用できなかった。翠は犬のまぶたを押し開いて、瞳ひとみの奥をじっと覗のぞきこんだ。翠の持つ山やま姫ひめの能力のひとつで、記き憶おくのどこかに空白があると、瞳の色が微妙に違って見える。

（この子の記憶は欠けてないみたい）

　ほっと翠は息をついた。風花が彼女の目の前へ小さなビンをにゅっと差し出してきた。灰色の液体と気体の中間のような物体がみっしりと詰まっている。

　翠はそのビンを手に取った。

「この『プネウマ』……姉さん、これ誰だれの記憶？」

　翠は姉の方へずいと詰め寄った。その灰色の塊かたまりは「アンチメモニクス」によって吸い出された記憶そのものだった。山姫一族はそれを「プネウマ」と呼んでいる。

「これはね、あっちの庭にいるトイレ……じゃなくて篠しの原はらカズキの記憶なんだけど……」

「またカズキ君の記憶抜いたの！」

「彼、悩んでるみたいだったから、ちょっと出来心で抜いてしまったの……反省しているわー。良かったらすぐに戻してくれない？」

　まったく反省の感じられない口調で風花は言い、翠を上目づかいに窺うかがう。

　どうもおかしい。明らかになにか企たくらんでいる。しかし、カズキを放ってはおけない。

「あとでちゃんと説明してもらうから！」

　翠は犬の体とプネウマのビンを抱かかえたまま、庭の方へ走っていった。風花もその後ろから付いてきた。

「カズキ君！」

　庭を見回しながら叫んだ。さっきカズキが立っていたあたりに向かって、茂みをかき分けながら進んでいくと、ぐにゅ、となにか柔らかいものを踏んづけた。

　足元を見ると、シロツメグサの上にカズキが大の字になっていた。彼女は膝ひざをつきながら、抱かかえている犬を自分のすぐ隣に横たえた。

　そして、スカートのポケットから笛のような形をした金属の管を取り出す。「アネモネ」と呼ばれる記き憶おくを抜き差しするための道具で、その管の一端を彼の口の中へぐいと押しこんだ。

「今日は口移しじゃないのね……」

　と、背中から風ふう花かの声が聞こえる。

「うるさいっ！」

　と、翠みどりは真まっ赤かになりながら言い返した。カズキに「アンチメモニクス」を使うのは二回目だった。一回目の時はアネモネが壊れていて、仕方なく口移しで記憶を元に戻した。あの日のことを翠の方から話したことはない。カズキがその話題に触れないようにしているのが分かっているからだ。

（多分、思い出したくないんだろうな……）

　翠にとってはそうではないけれど──。

　一いつ瞬しゆん、手を止めていた翠ははっと我に返った。

　ビンの栓せんを開けて、中のプネウマを全部口に含む。

（あれ？）

　今までに何度となく人間の記憶を戻してきたが、このプネウマは妙に濃い気がする。一体どれぐらいの記憶を抜いたのだろう。

　しかし、今はカズキの記憶を戻す方が先だった。

「アネモネ」のもう一方の端をくわえて、彼の口の中へふっと息を吹きこんだ。とたんにカズキの体がぴくっと震ふるえる。これでもう記憶は元に戻ったはずだ。翠はスカートのポケットに「アネモネ」をしまいながら振り返った。

「姉さん、一体どういうこと……」

　翠は啞あ然ぜんとした。たった今まですぐ後ろに立っていたはずの風花はいなくなっていた。あの犬も消えている。風花が運び去ったに違いない。

「……どうなってるの？」

「急にどっか行ったと思ったら、こんなところにいたんだね」

　しゃがれた声に翠の体がびくっと震えた。

　声の主はトミだった。彼女は空き家の角を曲がって、こちらへ歩いてくる。

「……ん？」

　トミは地面に倒れているカズキに目を留めて、呆あきれたようにため息をついた。

「なんだろうね、この子は……こんなところで昼寝なんかしてんじゃないよ。みっともない」

　とても昼寝には見えない気もするが、トミは膝ひざを屈かがめてカズキの頰ほおをべしべしと叩たたいた。カズキはうう、とうめいて薄うす目めを開ける。

「しかし、二人してこんな寂しいとこでなにしてたんだい？」

　翠みどりは返事に困った。姉のことも犬のこともトミはまったく知らない。

「まあ、あたしはこう見えてもわりとさばけた性格だからね。逢あい引びきなら逢い引きで構わないさ。若い子には若い子の事情ってもんが」

「ち、違います。そんなんじゃありません！」

　翠が慌あわてて首を振る。

「ま、そうだよね。うちの孫にそんな甲か斐い性しようあるわけないから」

　トミはからからと笑った。どうやらからかわれたらしい。

「この子、なに考えてるかよく分かんないだろ。いつもぼーっとしててさ……もうちょっと色々はっきり態度に出してくれるようになると、あたしも安心なんだけどね」

　と、しんみりした声で言った。

「でも、カズキ君って……」

　翠が口を開きかけた時、突然カズキがむっくりと起き上がった。

「あ、大丈夫？　頭とか、痛く……」

　翠ははっと口をつぐんだ。カズキは翠の顔を見てにんまり笑っている。なんとなく別人のような、違和感のある笑顔だった──と、次の瞬しゆん間かん、彼は翠の制服のスカートをまくり上げて、彼女の素足に抱だきついた。

「やだ！　ちょっと、なにする……きゃっ！」

　翠はスカートの裾すそを押さえながらバランスを崩して、草むらに倒れこんだ。彼女の体の上にカズキが馬乗りになって、べろべろと彼女の顔をなめ始める。

　まるで犬だった。

「な、なにしてんだいあんたは！」

　うろたえたトミの叫ぶ声が聞こえた。

「いくらなんでもはっきり態度に出しすぎだよ！」
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「申し訳ない！」

　浮うき雲ぐも荘そうの翠の部屋で、トミは額をこすりつけるように土ど下げ座ざをした。翠も向かい合って正座している。

「あたしの育て方が間違ってたんだ。あんたやあんたの親おや御ごさんにもなんてお詫わびしたらいいか……」

　祖母の隣に座っているカズキが大あくびをした。

「お前も頭を下げるんだよ！」

　怒声とともにトミの平手がカズキの頭に飛んだ。ぱあん、といういい音がして、カズキの上半身が前のめりになる。トミが孫の首根っこをつかんで、無む理り矢や理り頭を畳たたみに押さえつけようとする。カズキの口元から、うー、という不機嫌そうなうなり声が洩もれた。

「あ、あの……おばあちゃん？」

「あんたの気持ちは分かる！　でもこの子もきっと出来心だろうし、このあたしに免じて警察に突き出すのだけは勘かん弁べんしてやってもらえないかね？」

「そうじゃなくて、あたしの話も」

　翠みどりが口を開こうとすると、トミはぶんぶんと首を振った。

「その代わりあんたがこの子を煮るなり焼くなり好きなようにしてもらって構わないよ！　あたしが許す！」

　アパートに帰ってきてからずっとこの調子だった。トミもパニックに陥おちいっているらしく、ひたすら頭を下げ続けている。

　翠はカズキの様子をじっと見守っていた。押さえつけられているのが不満なようで、腕を踏ん張って少しずつ頭を上げようとしている。

　なにが起こったのか翠は理解しつつあった。彼女はカズキの方に少し身を乗り出して、小声で囁ささやいた。

「……伏せ」

　突然、カズキはぺたりと畳の上に上半身をこすりつけた。そして、新しい命令を期待するように、笑顔で翠みどりの方を見上げている。尻尾しつぽがあれば振りかねない勢いだった。
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（やっぱり……）

　スカートの中に潜もぐりこもうとする。伏せと言われると素直に伏せる。一言も人間の言葉を発しない。考えられることはひとつしかなかった。

（これ、カズキ君じゃない……あの犬だ）

　さっき風ふう花かが翠に渡した「プネウマ」──あれはあの犬の記き憶おくだ。理由は分からないが、風花はカズキの記憶を全部抜いて、代わりに犬の記憶を入れるように仕向けたらしい。記憶がまるごと入れ替わるのは、精神そのものが入れ替わるのに等しい。犬の記憶しか持たないカズキは犬になってしまったのだ。

（じゃあ今、あの犬には……）

　翠はぞっとした。あの空き家で確かめた時、あの犬の中には誰だれかの記憶が欠けることなくぎっしりと詰まっていた。あの犬の中にカズキの精神が入っている、ということになる。風花がやったに違いない。動物の体に記憶を入れるぐらいなら姉にもできる。

「……大変だ」

　人間と犬の記憶の入れ替えなど聞いたことがなかった。放っておけばなにかとんでもないことが起こるかもしれない。

　今すぐ風花とあの犬を捜し出して、記憶を元に戻さなければならない。

「おばあちゃん。あたしこの犬……じゃなくて、カズキ君とちょっと出かけてきます！」

　と、翠は言った。相変わらずカズキ──ではなく犬はにこにこと翠を見つめていた。
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　カズキを連れて翠は浮うき雲ぐも荘そうを出た。

「じゃ、駅前に行くよ！」

　翠はカズキに声をかけた。さっきのトミの話では、風花は駅前の裏通りに出没しているらしい。行けばなにか手がかりがあるかもしれない。

「アオン！」

　と、カズキが答える。翠はふと考えこんだ。

　引き綱があれば連れていきやすいが、見た目は「人間」のカズキの体にそんなものをつけるわけには行かない。一いつ瞬しゆんためらってから、彼女はカズキの手を握った。

　手をつなぐのはこれが初めてだった──中身は犬だが。

　翠が走り出すと、カズキも嬉うれしそうに付いてくる。普段のカズキが見せない素直な笑顔で、彼女もついつられて嬉しくなりかけた。

（カズキ君じゃないんだってば）

　と、自分に言い聞かせる。

　カズキは二本足で立って走っているが、背中を丸めて地面につきそうなほど両手を下げている。人間よりも動物に近いしぐさだった。誰だれかに散歩のしつけをされているのか、「主人」の翠みどりよりも先に立って走ろうとはしない。

（きっと、ほんとについ最近まで誰かに飼われてたんだ）

　走っている時はおとなしいが、信号待ちの間にはとたんに翠にじゃれつこうとする。散歩の最中に立ち止まると、落ち着きをなくすくせがあるらしい。

（あまり立ち止まらないようにしないと）

　駅に近づくにつれて、人通りも増えてきていた。

「あれ、カズキー！」

　横断歩道を渡りきったところで、どこからか聞き覚えのある声が聞こえた。振り向くと自転車に乗った野の乃の森もり慎しん介すけが二人の方へ走ってくる。彼女たちの前で、ブレーキ音とともに自転車は停とまった。

「どこ行くんだよ、カズキ！　デートか？」

「ど、どこがデートなのよ！」

　と、答えたのは翠の方だった。

「でも、手ェつないでるじゃないか！　デートなんだろ、カズキ？」

　カズキは答えなかった。散歩を中断されたのが不満なのか、早く行こう、と言いたげに翠を見つめ、

「ワン！」

　と、大きく吠ほえた。慎介はぽかんと口を開ける。慌あわてて翠が割って入った。

「カズキ君、ちょっと具合が悪くて。悪いけどあたしたち急いでるから……」

　翠はカズキの手を引いて立ち去りかけて、ふと足を止めた。慎介だったら翠に協力してくれるかもしれない。彼女は振り返った。

「あのね、野乃森君」

「なに？　山やま姫ひめさん！」

「ほんとのこと言うと、あたしたち困ってるの。良かったら助けてくれない？」

「うん！　いいよ。なんでもやるやる！」

　慎介は即答した。翠はほっと息をつく。

「あたしたち、駅前に行くところなんだけど、野乃森君も一緒に……いやっ！」

　思わず翠は声を上げた。立ち止まっているのに飽あきたのか、カズキは翠に飛びかかってじゃれつこうとした──分かりやすく言うと、抱だきついてきた。

「ちょ、ちょっと。だめ。こんなところで。お座り！」

　しかしカズキ──犬ははあはあと生温かい息を吐きながら、翠の顔をなめようとする。信号を渡っている人々も通りすぎながら二人の様子を見ている。

　慎しん介すけは赤面して目を伏せた。

「や、やだ。やめて。人が見てるでしょ！　あのね、野の乃の森もり君。カズキ君は……」

「……俺おれ、帰るよ」

「えっ！」

「ごめん、デートの邪じや魔まして！　それじゃ！」

　慎介はペダルに足をかけて、横断歩道をダッシュで渡っていった。

「ああっ！　野乃森君！」

　翠みどりはカズキを振りほどくと、車道の方へ足を踏み出した──そのとたん、後ろから両肩をつかまれてぐいと引き戻される。すぐ目の前をトラックの車体が通りすぎていった。

　信号がいつのまにか変わっていた。振り返ると、肩をつかんでいるのはカズキだった。もしそうしてくれなかったら、轢ひかれていたかもしれない。

「あ、ありがとう」

　と、翠は礼を言った。

「ウン！」

　うなずきながらカズキは言う。もう慎介の姿は道路の向こうにも見えなかった。風ふう花かは二人で捜すしかない。再び駅に向かって走り出そうとして──はっと息を吞のんだ。
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（……今、『ウン』って言わなかった？）
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「裏通りって……確かここだよね……」

　翠みどりたちは「駅前ふれあい通り」という古びたゲートの前で立ち止まっていた。もう日も沈みかかっていて、蛍けい光こう灯とうの入ったピンクや紫むらさき色いろの看板が通りを埋め尽くしている。

　この通りの店が具体的にどんなふれあいを提供するのか翠はよく知らないが、未成年があまり足を踏み入れてはいけない場所なのは分かった。

（ほんとにこの通りに姉さんがいるのかな……）

　まさかこういう場所で働いているとも思えない。そもそも、風ふう花かの辞書に「労働」の二文字があるかどうかも相当怪あやしい。

「ン！」

　突然、カズキがつないだままの翠の手を強く引っ張った。翠はゲートを支えている太い柱の方へ引きずられていく。

「なに、どうしたの？」

　カズキは柱を指さした。翠はカズキ、いやこの犬カズキの様子が少しずつ変わってきていることに気づいていた。

　浮うき雲ぐも荘そうを出た時は背中を丸めていたのに、今はしゃんと伸びている。立ち止まってもあまりじゃれつかなくなった。

（だんだん、人間っぽくなってきてる？）

　記き憶おく以外は全部人間だから、精神が肉体の方に影えい響きようされているのかもしれない。このまま人間らしくなり続けたら、一体どんなことに──。

「ン！」

　カズキはそう言いながら、もう一度柱を指さした。そこには一枚の手作りらしいポスターが貼はられていた。

「あ……これ」

　一番上に「この犬をさがしています」と大きく書かれている。その下に犬の写真があり、詳しい特徴も記されていた。ミニチュアダックスフント。オス。三才。ひらひらした布にじゃれつくのが好き──写真はどう見てもあの犬だった。

（名前はフライ。顔を見ながら『フライ』と呼ぶと答えます）

　翠はポスターの文章を目で追った。それから、カズキと目を合わせる。くりっとした澄んだ目が彼女を見つめ返している。見た目はカズキなのに、あの犬と向かい合っている気がした。

「……フライ」

「ウン！」

　元気よくカズキ、いやフライはうなずいた。少々人間くさくなっているが、間違いなくこのポスターの犬だった。

　その時、翠みどりはなにかを踏んでいることに気づいた。靴くつをどけて拾い上げると、レースのついた黒いハンカチだった。フローラルの香りがする。風ふう花かが使っている香水の香りだった。

「これ……姉さんのだ」

　風花の落とし物に違いない。翠は「ふれあい通り」の奥を覗のぞきこむ。やはり、この近くに姉がいるのかもしれない。

　ハンカチがするりと手から抜き取られた。思わずカズキを見ると、ハンカチを鼻に押しつけて熱心に匂においをかいでいた。それからしばらく首をかしげ──いきなり翠の手を引いて走り出した。

「え？　な、なに？」

　制服姿の翠たちは目立つらしく、通りすぎる人々が不思議そうに目で追っているのが分かる。カズキはハンカチを持ったまま、まっすぐに通りの奥を指さした。

「ひょっとして……匂いでどこにいるか分かるの？」

「ウン！」

　と、カズキは言った。体は人間に変わったとはいえ、精神は犬である。どうやら普通の人間よりも匂いに敏びん感かんらしい。

「ふれあい通り」の外れまで来たところで、突然カズキは立ち止まった。

「ココ！」

　と、目の前の安っぽいタイル貼ばりの白い建物を自信ありげに指さす。その看板を見上げた翠は凍りついた。「二時間休憩」とか「宿泊」の文字が黄色い看板にくっきりと浮かび上がっている。

　そこはラブホテルだった。

「ダ、ダメだよカズキ君！　こんなとこ入っちゃダメ！　あたしたちまだ中学生なんだから！　ほ、ほんとにダメ！　それにほら、制服着てるし！」

　私服ならいいというわけではない気もしたが、それぐらい翠は混乱していた。

「ココ！」

　それでもカズキはぐいぐいと翠を引っ張っていく。曇りガラスの自動ドアが近づいてくる。カズキはドアを指さしながら叫んだ。

「イエ、ココ！」

「家？　な、なに言ってるの？……こんなとこに姉さんが住むわけないでしょ！　絶対ありえな……あれ？」

　翠は首をかしげた。ドアの向こうからフローラルの香りがかすかに漂ただよってきていた。あのハンカチと同じ香りだった。

（ここって隠かくれ家がとしてはそんなに悪くないかも）

　風ふう花かがこの街のどこに住んでいるか、ずっと気になっていた。ここなら人通りも少ないし、誰だれが出入りしてもおかしくない。料金を払わなくて済むなら、いい考えだった。そして、風花はお金を払わずに済ませる方法も知っているはずだ。

　翠みどりは自分の首に手を回して、いつも首から下げている銀のチョーカーを外した。それは山やま姫ひめ一族の生まれつきの体質を抑える能力がある。

「カズキ君、行こう！」

　彼女は自分から自動ドアを開けて中に入った。
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　ドアの先はロビーになっている。入ってすぐの壁かべには大きなパネルがあり、それぞれの部屋の写真とボタンが並んでいた。このボタンでどの部屋を使うか選ぶらしい。フロントのカウンターにはアルバイトらしい学生風の男がなにをするでもなく座っていた。

　しかし、明らかに十八歳未満の翠たちに気づくと顔色を変えて立ち上がった。

「ちょっと、お客さん……」

「山姫風花がここに住んでるでしょ？」

　と、翠は言った。彼女が話し始めると、男の目がとろんと濁にごってきた。これが「山姫」特有の体質で、声を聞かせると大たい抵ていの男性を意のままに操ることができた。もちろん、風花も同じ体質の持ち主だった。

「はい……住んでますゥ。一番上の階に……」

　やっぱり、と翠は思った。風花はここのフロント係を操って、自分の部屋を確保しているに違いない。

「たった今、お戻りになりましたよォ……」

「えっ？」

　フロントの奥のエレベーターを見ると、ちょうどドアが閉まろうとしていた。エレベーターの中には黒いワンピースを着た風花が立っている。

「ウォォォォォン！」

　突然、カズキが猛もう然ぜんと走り出した。ほんの数歩でドアまで辿たどり着き、ぎりぎりのところで手を差しこんだ。エレベーターのドアが再びゆっくりと開き始める。扉とびらを止めたのがカズキだと気づくと、風花は微笑ほほえみながらエレベーターから出てきた。

「あら、こんにちは、犬。人間の生活を楽しんでる？」

　風花はカズキの頭を撫なでる。吞のん気きな物言いに翠の怒りが爆発した。

「なに考えてるのよ！」

　翠みどりは姉に向かって一直線に走り、跳とび蹴げりを繰り出した──しかし、風ふう花かはすっと上体を引いてそれをよけると、空中で体勢を崩している翠の脇わき腹ばらに正せい拳けん突きを叩たたきこんだ。

「うっ」

　床に転がった翠は、お腹なかを押さえながら慌あわてて起き上がろうとする。いつのまにか目の前に風花が立ちふさがっていた。彼女の右のかかとがほとんど百八十度開脚に近いところまで振り上げられ、フリルのついた黒いスカートが盛大にまくれ上がっている。

「あんなドロップキック、もう通用しなくてよ？」

　そして、かかとが翠の脳天に振り下ろされる。翠は動けない。覚悟して目を閉じた──が、いつまで経たってもなにも起こらなかった。

　おそるおそる目を開けると、カズキが二人の間に割りこんで、交差させた両腕で風花のかかとをしっかりと受け止めていた。

　あの風花から身を挺ていして守ってくれた──翠の胸が熱くなった。

「カズキ君……」

　思わずつぶやいてから、咳せき払ばらいをして、

「フライ……」

　と、言い直した。

「ウン！」

　と、力強くカズキ──フライは答えた。風花は静かにかかとを床に下ろして、カズキから距離を置いた。

「なんなの、犬。せっかく悩みを解消してあげたのに、どうして邪じや魔まをするのかしら？」

「こんなことしておいて、なに言ってるのよ！」

「え、こんなことって？」

　風花は小首をかしげる。本気で分かっていないらしい。

「カズキ君と犬の記き憶おくを入れ替えちゃったでしょ！」

「だって、それは悩みを解消してあげただけよ？」

「は？」

「この犬、あの篠しの原はらカズキみたいに翠ちゃんといつも一緒にいられないのが悩みだったの。だったら、篠原カズキになれば解決するわ」

　翠はカズキ──フライの顔を見上げる。わずかに赤面しているようにも見えた。

「で、でもカズキ君の方は犬になりたいわけじゃないでしょ！」

「なにを言ってるのかしら？　もちろん、篠原カズキも言ってたわよ？　えーっと、『俺おれ、犬がうらやましいんだ』だったかしら……」

　カズキの物もの真ま似ねのつもりらしいが、これも猛もう烈れつな棒読みだった。翠は心底呆あきれた。

「カズキ君がそんなバカなこと言うわけないじゃない！　噓うそつかないでよ！」

「そんなことないわよ？　翠みどりちゃんすぐ疑うんだから……悲しいわ」

「うるさい！　第一、犬と人間の記き憶おくを入れ替えたら大変なことになっちゃうでしょ！　別の生き物なんだよ！」

「あ、それは心配しなくても大丈夫よ？」

　風ふう花かは優しく慰なぐさめるように言った。

「そのうちちゃんと精神の方が体になじむわ。何時間もしないうちに、両方とも元に戻れないぐらい人間らしく・犬らしくなるから」

　翠の背中にぞっと戦せん慄りつが走った。

「全然大丈夫じゃないよ！　今すぐ元に戻しなさい！」

　この犬はどんどん人間らしくなっている──ということは、カズキの方も今いま頃ごろどんどん犬らしくなっているはずだ。放っておけば手遅れになってしまう。

「でも、本人たちは喜んでるはずよ？　だからあたしからはなんとも……ねえ？」

　風花はカズキに同意を求める──しかし、

「ウウン！」

　と、カズキは叫んで首を横に振った。そして、不器用に唇くちびるを動かし始めた。最初はただのうなり声にしか聞こえなかったが、すぐにたどたどしいがちゃんと聞き取れる言葉に変わった。

「モウ……イイ……」

「えっ？」

　翠と風花は同時に言った。

「ワタシ……イヌ。イエ……ニ、カエリタイ」

　翠は通りの入り口で見たポスターを思い出した。もうこのフライは本物の飼い主のところへ戻れる。それが一番の幸せだと感じているのだろう。

　そして、代わる代わる翠と風花の顔を見つめた。

「フタリ……アリガトウ……タノシ、カッタ」

　翠は複雑な気持ちだった。この犬を元に戻さなければならないのは分かっているのだが、もうすぐお別れかと思うと寂しくなった。

　ラブホテルのロビーに、妙にしんみりした沈ちん黙もくが流れた。

　やがて、ふう、と風花が息をついた。

「まあ、あなたがそう言うなら……元に戻してあげるわ。人間の悩みを解消するのがわたしの使命ですものね……」

「……人間じゃないでしょ」

　と、言ってから翠はぎょっとした。風花は犬を連れていない。

「ねえ、カズキ君は？　……あ、えーっと、カズキ君が入っている犬の方は？」

「ああ、あれ」

　と、風ふう花かは言った。

「あの犬の飼い主が作ったポスターを見かけたから、飼い主の家に連れて帰ってあげたわよ？」
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「フライ、おいで！」

　犬──いや、カズキは声のする方へ素直に走っていった。ショートカットの小柄な女の子が、床に座って腕を広げていた。

　カズキは彼女の膝ひざの上に飛び乗ると、そのとたんにぎゅっと抱だきしめられる。

「よしよし、いい子、いい子」

　カズキは頭を撫なでられる。そうされると無性に嬉うれしい。彼はちぎれんばかりに尻尾しつぽを振った。

「次はなにして遊ぼうか？」

　と、彼女は言った。




　数時間前、目を覚ますとカズキは見知らぬ家のリビングにうずくまっていた。体の様子がおかしい。目の高さが異様に低くなっているし、二本足で立つこともできない。

　窓に映る自分の姿を見て、初めて自分があの空き家にいた犬になっていることに気づいた。夢を見ていないことを自分に納得させるまで、かなり時間がかかった。

（な、なんでこんなことになってるんだ？）

　空き家の庭で風花に出会ったところで記き憶おくが途切れている。こうなっているのは間違いなく風花のせいだろう。「アンチメモニクス」でなにかをしでかしたのだ。

　かなりとんでもないことに巻きこまれているのは間違いない。とにかく一刻も早くここから出て、アパートへ帰って翠みどりに会わなければ。

　元に戻るにはそうするしかない。彼は玄関に通じているらしいドアへと歩いていった。

　しかし、その前にドアが勝手に開いた。一人の女の子がリビングに入ってくる。彼と──いや、人間だった時のカズキと同じぐらいの年のかわいい女の子だった。

「あ、フライが起きてる！」

　彼女はぱっと花が咲いたように笑った。どことなく翠に似ている。彼の目の前に彼女はぺたんと腰を下ろした。

「えへへ。お帰り、フライ！」

　どうやらこの女の子がこの犬の本当の飼い主らしい。彼は開きっぱなしのドアを横目に見ながら、どうやってあそこへ行こうかを考えていた──突然高く抱き上げられた。

「もう、すごく心配したんだよ？」

　もがいて逃れようとした瞬しゆん間かん、ぞくぞくと背筋に快感が走った。

（え……？）

　カズキは戸と惑まどった。ここを出ようという決意が後退しそうになる。この飼い主と一緒にいるのがとても魅み力りよく的な選択肢しに思えてきた。慌あわてて首を振ってその誘ゆう惑わくに耐える。彼女は自分の膝ひざの上にカズキを乗せた。

「はい、じゃあこれあげる」

　鼻先にいい匂においのするものが押しつけられる。からからに乾いた肉だ。これは──。

「いらないの？　フライの大好きなビーフジャーキー」

　生なま唾つばが口の中いっぱいに広がった。次の瞬間、ほとんど考える余裕もなくそれにかじりついていた。体の奥から湧わき上がる本能がそれを欲している。

「おいしい？」

　そう聞かれて、彼は思わず素直にうなずいてしまった。

「すごい！　今、フライがあたしの言葉にうなずいた。ねえ、あたしの言ってること分かるの？」

　知らんふりをしてビーフジャーキーを食べることに専念しようとしたが、質問されると素直にいちいちうなずいてしまう。

　食べ物をくれた以上、彼にとっては大事な相手だった。無視などできそうもない。

「わー。帰ってきたらフライがすごい犬になってる！　今日は沢たく山さん遊ぼうね！」




　いつのまにかすっかり日も沈んでいた。

　カズキはずっと彼女の相手をしている。いや、彼女の方がカズキの相手をしているのかもしれない。カズキが言葉が分かることに彼女は興奮していて、片時も離そうとしなかった。

　カズキの方も夢中になっていて、どれぐらい時間が経たったのかも気づいていない。彼女のそばにいると安心する。なるべく自分にかまってほしいし、体を触られると嬉うれしい。

　自分の素直な気持ちに従えば、ここにいたかった。自分がどうして逃げなければならないのか、だんだん分からなくなりつつあった。

「えいっ」

　突然、彼女はスカートを彼の体の上にすっぽりとかけてしまう。すぐ目の前に白い素足がぼんやりと見える。ぎょっとして身動きできなくなった。

「あれ？　反応ないな。前はこれ大好きだったのに」

　本音を言うと相当嬉しいのだが、さすがに人として素直に喜んではいけない気がする──。

　人として？

「フライ、後で一緒にお風呂に入ろうね！」

　無意識のうちにぱたぱたと尻尾しつぽが揺れた。

　はっとカズキは我に返る。とてもまずい状況だ。このまま犬でい続けたら、人間には戻れなくなってしまうかもしれない。

　その時、玄関のチャイムが鳴った。女の子が立ち上がって部屋を出ていく。反射的にカズキも後を追った。飼い主には付いて行かなければならない。

　思った通り、リビングのすぐ外は玄関になっている。彼女は素足で土間に降りて、ドアを開けた。

　そこには「篠しの原はらカズキ」が立っていた。すぐ後ろに翠みどりと風ふう花かの姿もある。見慣れているはずの自分を外から見るのは初めての経験だった。しかも、自分の意思と関係なく動いている。見ているうちに混乱してきた。

「タダイマ！」

　と、「篠原カズキ」が言った。

「え？　え？」

　女の子はきょとんとしている。知らない人間にいきなりただいまと言われても、混乱するに決まっている。

　しかし、次の瞬しゆん間かんもっとこの場を混乱させる出来事が起こった。「篠原カズキ」は女の子のスカートをまくり上げて、足にしがみついた。

　犬になっているカズキは、やめろ、と叫んだつもりで、

「ワン！」

　と、吠ほえた。自分の体でそんなことをするなと言いたいのか、飼い主を取られたようで不満なのか、よく分からなかった。

　抱だきつかれた女の子は呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる。いつ悲鳴を上げてもおかしくないと思ったが、彼女は手を伸ばして「篠原カズキ」の背中を優しく撫なでた。

　そして、彼女自身も戸と惑まどい気味に口を開いた。

「お、お帰り……なさい」
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「色々あったよな、ほんと……」

　と、カズキは言った。

　彼は翠と一緒に学校への通学路を歩いている。昨日の事件が噓うそのように、いつもの朝を迎えていた。

　あの後、カズキも犬も元の体に戻ることができた。もちろん、その後で風花はまた姿を消してしまった。住みかにしていたというラブホテルにも戻っていないらしい。

「でも、あの女の子が許してくれてよかったよね」

　と、翠みどりは言った。確かにその通りだった。状況から言って「篠しの原はらカズキ」はただの痴ち漢かんなのだが、あの女の子は怒ってすらいなかった。「飼い犬に抱だきつかれたみたいで、別に嫌じゃなかった」と言っていた。

「ほんとだよ。あの犬、他ほかにも俺おれの体で色々やってたんだよね？」

　後から話を聞くと、体が入れ替わっていたたった数時間で、「篠原カズキ」は数々の騒そう動どうを起こしていた。二人の女の子のスカートの中に潜もぐりこみ、慎しん介すけの目の前で翠に抱きつき、翠の手を引っ張ってラブホテルに突入しようとした。

「そっちも大変だっただろ」

「え……あたし？　ううん。そうでもないよ。ちょっとは大変だったけど、素直でかわいい犬だったし。カズキ君が見つかってほっとしたけど、正直言うとちょっと寂し……」

　彼女は慌あわてて言葉をにごし、急にカズキの顔を覗のぞきこんだ。

「あ、あたしよりカズキ君の方が大変だったと思うよ？　姉さんのせいで犬になっちゃったんだし！」

「え、俺？」

　カズキは不意を衝つかれた。

「大変って言えば大変だったけど……別にそんな……どっちかって言うと……」

　カズキも言葉をにごした。頭の中にはあの女の子とじゃれついていた時の喜びがはっきりと蘇よみがえっていた。まだあのアンチメモニクスの影えい響きようが残っているのかもしれない。後ろめたい気分だった。

「姉さん、カズキ君があの犬をうらやましがってたって言ってたよ。そんなバカなことあるわけないよね。変な噓うそばっかりつくんだから……」

　カズキは遠い目をした。「そんなバカなこと」を本当に考えた気がする。

「……カズキ君？」

　翠が不審そうにカズキを見ている。

「え、な、なに？」

「どうかしたの？　変な顔して」

　どう答えようか迷ったその時、道路の反対側のコンビニが目に入った。カズキはほっとしてガードレールを乗り越えようとする。

「あ、俺今日の昼メシ買わなきゃ。ちょっと待ってて」

「カズキ君！」

　カズキが振り返ると、翠はバッグを開けて、カラフルな布の袋に入った四角いものを取り出した。

「あの……迷めい惑わくかもしれないけど、作ってみたの。良かったらこれ」

　と、差し出す。カズキは翠みどりとその袋を見比べた。

「なにこれ？」

「お弁当……なんだけど」

　目を逸そらしながら恥ずかしそうに言う。カズキは有う頂ちよう天てんになった。

「ありがとう！」

　と、彼は叫んだ。近くを歩いている他ほかの生徒たちが振り向くほどの大声だった。

「うわ。すごく嬉うれしい。ほんとにもらっていいの？」

「うん。もちろん。食べて食べて」

　弁当箱を受け取って、自分のバッグに丁てい寧ねいにしまいこむ。

「ほんとにありがとう」

　と、もう一度彼は言った。思っていることを素直に口に出すのが気持ちいい。昨日の出来事がなにかのきっかけになったのか、新しい自分に生まれ変わった気がする。

「そ、そんなに喜んでもらえると思わなかったな……あたしも嬉しい」

　翠は照れてうつむいた。ますますカズキの喜びが増した。

「喜ぶに決まってるよ！」

　と、彼は力強く言った。

「だって、食べるものをくれるんだから！　そういう人を大事にしないと……あれっ？」

　カズキは自分の言葉にぎょっとした──なにを言ってるんだろう俺おれ。

「食べ物をくれれば誰だれでもいいの？」

　翠はむっとして言った。

「そ、そんなことないよ。こういうのをもらったからって、すぐ飼い主って認めるわけじゃな……」

　飼い主？

　カズキは口をつぐむ。なにかがおかしい。

「……あの、ほんとに喜んでる？」

「よ、喜んでるよ？　だってこんなに沢たく山さんエサをくれるなんて……」

「エサ？」

　翠の目つきがすっと冷たくなった。

　カズキはますます混乱してきた。さっきから妙なことばかり口走っている。人間の常識とはまるで違うなにかが、頭の中に混ざっている気がした。

「なんか変だな……っていうか、喜んでるのが変なんじゃなくて、エサ……じゃなくて弁当を作ってくれたのが嬉しいのはほんとで……」

「もう、知らない！」

　翠はすたすたと先に立って歩き始める。

　置いていかれるなとカズキの本能が告げた。飼い主には付いて行かなければ──。

「ちょ、ちょっと待って……あれ？」

　首をかしげながら、カズキは翠みどりの後を追いかけていった。


〈了〉
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　　　あとがき







　まずこれを読んで下さっている皆さん、ありがとうございます。

　もしあなたが書店の棚たなでコレを手に取っておられるなら、今すぐレジに持っていって……欲しいのは山々なんですけど、よろしければその前に目の前の棚を見て下さい。

　これの前作の『シャドウテイカー』の五巻があるかもしれません。五巻の三百三十一ページはこの本と同じように「あとがき」になっています。そこには、




「これがぼくの十三冊目の本になります」




　と、書かれているはずです。ぼくがそう書きました。ええ。

　ところで、『シャドウテイカー』が全五巻。その前のシリーズの『ダーク・バイオレッツ』が全七巻。それ以外にぼくの著作はこの世界に存在しません。

　どう足しても『シャドウテイカー』五巻の時点で十二冊。

　……あ、あれ？

　いや、別にサバ読んだわけじゃありません。素すで間違えました。それもそれで恥ずかしいんですが……っていうか一ケタの足し算もできないのか俺おれ。

　申し訳ありませんでした。




　さて、『山やま姫ひめアンチメモニクス』。

　ご存じでない方も多いでしょうが、もともとは電でん撃げきｈｐに連載していたもので、他ほかの小説とはかなり傾向が違います。なにしろコメディです。まったく人が死にませんし、ヒロインも具合が悪くなったりしません。

　えー、楽しんでいただけたら嬉うれしいです。




　イラストを担当して下さっている榎か宮みや祐ゆうさん、ありがとうございます。いつも素敵イラストのおかげで元気になっています。そして担当の鳥とり居いさん、校こう閲えつさん、デザイナーさんにもお礼を申し上げます。




　今度こそぼくの十三冊目の本になります。いやほんとに。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。東京都在住。東京に引っ越してから二年ぐらい経ちますが、自分ちの住所と電話番号をいまだにちゃんと憶えられません。写真は部屋の窓から撮ったバラ。発育が良すぎて建物が食われそうです。
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イラスト／榎かみ宮や 祐ゆう

「あのさ。電車に乗ってる時にぼ～と窓の外を眺めながら物凄いスピードで走ってる忍者を想像しちゃうの俺だけ？」
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